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1 .本容は、石川県小松市内において小松市教

育委員会が実施した市内遺跡の埋蔵文化財発

掘調査報告書である。

2.確認調査及び発掘調査、出土品整理 ・報告

書刊行は、文化庁補助金事業に より実施した。

3.対象となった埋蔵文化財並びに、調査地、

調査原因、調素面積、調査期間、調費担当は

次のとおりである。

[矢[1:1野遺跡]

〈調査地〉 小松市矢印野町

〈調査原因〉 て場増設 (零細企業)

〈調査面積) 594. 16m~ 

〈調査期間) 2005.10. 4 ~ 2006. 1 .17 

〈調査担当〉 宮田明 ・西田由美子 ・瞭回

いずみ

[千代オオキダ遺跡]

〈調ヨ宅地〉 小松市千イ℃町

〈調査原因〉 個人住宅建設

〈調査面積) 69m2 

〈調査期間) 2006.11. 9~ 2006.1 1. 13 

〈調査担当〉 宮町明 ・川畑謙二

[波佐谷城跡}

〈調査地〉 小松市波佐谷町

7.本特:の執筆担当は、目次に明記しである。

編集については、)11畑|が担当した。

8.本調査において出土した遺物及び遺構 ・造

物の実測図、写真等の資料は、小松市教育委

員会が保管している。

9.現地調査から報告書刊行に至る までには、

下記の機関 ・個人等の協力を賜った。記して

謝意を表する。

株式会社ショーハツ、有限会社大誠工務倍、

波佐谷町町内会、金沢-m"埋蔵文化財センタ一、

上原真人、|剖崎晋明、久保智康、滝川重徳、

田村昌宏、宵下幸夫、向井裕知

凡例

1. 本哲に示す座標は、第日主主 ・第回準は世界

illlJ地系 (VII系)に準拠している。第W章は、

日本測地系 (V11系)である。

2.本書で‘示すブj位は、全て座標北である。水

準高は海抜高 (T.P)で示 している。

3.本舎に示す土色は、マンセル表色系に準拠

している。

目 次

〈調査原因〉 重要遺跡詳細分布調査 例言 ・凡例

〈調査面積〉 約70，OOOm~

〈調査期間) 2002.12.20 ~ 2003. 3.24 第 I章位置と環境(川畑)…...・ H ・...・ H ・....1 

2003.10.20~ 2004. 3.26 

〈調査担当〉 川畑謙二 第E章矢田野遺跡発掘調査 (大橋)………11

4.発掘調査及び確認調査は、(社)小松市シ

ルパ一人材センタ ーより作業員の派遣を受け 第田章 千代オオキダ遺跡発掘調査 (川畑)…51

て実施し、一部臨時作業員も補助員と して雇

用した。造

5.出土品整理理!及び報告告:作成は、平成2初0年度

事業として臨時作業員を雇用し、川畑 ・大橋 写真凶版 1 ~ 6 

が担当した。また、遺構図の トレースについ

て、臨時職員立原真理の協力を受けた。 報告書抄録

6.写真撮影については、遺構は各調査担当者

が、造物は各執筆担当者が実施した。



第 I章 位置と環境

第 1 節 位置及び地理的 環 境

小松市は石川県南西部位世し、昭和15年に|卜l

小松118・をはじめとする 2町6か村が合併してで

きた、現在、人口約11万人を擁する県下第3の

都市である 。 東縁部 ・ 北縁音r~は 白山市 ・ 能葉市、

両縁部は加賀市や円本海、南縁者I~は大日 1'1 (標

高1368m)で福井県勝山市と接しており 、面積

371.13knrの広大な市域を有している。地形は大き

く北西部の砂丘 ・平野と 、市域の大部分を占め

る南東部の丘陵地 ・山地に分かれる。市街地は

沖積平野に形成されている。水系は、 全長約42

km、'流域而積271knfを測る梯川水系である。梯川

は白山山系の大日連峰をi原に発し、西俣川、大

杉谷川、郷谷川|、i宰上川、鍋谷川、八丁川など

が合流して安宅町において日本海に注いでいる。

上流域では河岸段丘地帯を形成し、 rt下流域で

は潟埋和平野である小松 ・江沼平野が形成され

ている。東には能美丘陵とその背後の能美山地 第 1図小松市の位置

が存在し、南に小松東部丘陵が速なっており、最奥部に白山を遠望することができる。その秀鹿な容

姿は現在まで変わることはなく 、古代 ・中世j鳴を通じて信仰と対象となっている。ただ、里からは空

が澄渡った好条件でしか見ることができないため、信仰の山として中山地帯の北方寄りに位置する観

音山 (標高402.5m)の存在が注目される (註 1)。特に、梯川1_1-'i.定域では、河川の合流地点が多く蛇

行した流路をもつことから、水害の多い地域でもあった。故に、背後に肥沃な後背湿地を抱える結呆

となり 、古来より農業の盛んな地域となっている。このことは、遺跡が長期に渡って広範囲に分布す

る要因の一つであるといえる。また、下流域の下牧町では昭和初期頃までは各家で小舟を所有してい

たそうであり、古来より舟が重要な交通手段だったことが言えよう 。梯川を媒介とし安宅港及び日本

海とも繋がっており 、水・速による物資の交流があった。千代オオキダ遺跡や佐々木遺跡、i奈町追跡等

の中流域の調査で、河道や自然流路の跡がよく検出されている。この地域に暮らした人々は、これら

旧河道を生活用水やi些j既用水として利用してきたものと推察され、旧河道の聞の微高地上に集落が形

成されていた景観が復元される。一方で、西部に位置する月iW:台地も遺跡が多く存在する区域である。

台地は、丘陵部から北にせり出すかたちで形成された標高平均 5-10mの中位段丘である。三方を砂

丘の移動によって形成された加賀三湖 (木場潟 ・今汀.潟 ・柴山潟)に閉まれており、周辺に津の付く

地名も多い。処々に小山も存在していたようであるが、商工業開発 ・宅地化により多くが失われてい

る。また、加賀三湖についても、今江潟の全域及び柴山潟の約 3分の 2が干拓されており 、大きく景

観を変えている。
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(5=1/50，000) 
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第 2 節 歴 史 的環境

1.旧石器~縄文時代

|円石器時代の造跡は、後期|トi石慌時代から認められる。灯台笹遺跡 (@郊外)や八盟向山遺跡群

(246~ 249) ・河田山遺跡 (226)などが臨認されており、高校段丘上に京地している。縄文時代には、

梯川左岸では軽海西方寺遺跡(166)で、縄文時代前期後楽の土器片が見つかっている。純文時代中

期l拘禁-rjl葉の麦口遺跡 (217)、中期前業九後葉の中iliJ;遺跡、 (209)が確認される。右岸地域でも 、

八車問山遺跡群 (:~46 ~ ~48) 、 黒川 D遺跡、 ( 1 92 ) 、 ìiJJ田飴遺跡 (223 ) 、古谷守屋敷遺跡 (84 ) 、南町t

台遺跡;(171)など縄文'1-1期をrtl心とする追跡が確認されている。これらは丘陵縁辺部の平jfl地に立

地している。縄文時代後期後葉には平野部への遺跡の進出が認められており、千代オオキダ遺跡

(137)や大長野A遺跡(146)、牛島ウハシj註跡(151)等がみられる。丘陵内陸部では、手宇都の平坦

地に六橋遺跡(124 ) があり縄文早期 、 中却] ~晩期1の遺跡、が確認されている。

一方、月津台地では、旧石慌時代は石慌が数点出土しているのみで、遺跡、は不明瞭である。縄文時

代では中期の念仏林遺跡(11)や今江五丁目遺跡 (45)等の短期間小集落の調賓例がある。当時、加

賀子:湖は入江であった可能性が高く、前述の遺跡、でも 、 1:i~量等j魚労関係の遺物が出土している 。 また、

入江に而した所には、柴山貝塚 (1きi郭外)や五郎座貝塚 (48)といった「員塚Jと名の付・く遺跡も存

在する。特に、木場潟周辺の他の時代の遺跡調査においても、縄文時代の造物は必ずと言ってよいほ

ど出土しており 、現在遺跡地図上で記されている以上に、人々の動きがあったものと推察される。

2.弥生時代

弥生時代は、前期のj立跡は木場潟 ・今江潟 ・柴山潟の三湖周辺地区に、中期の遺跡、は八日市地方遺

跡;(72)を拠点集落とする 、松梨追跡 (60)、梯川鉄橋追跡 (56)、白江梯川遺跡 (67)、銭畑遺跡

(58)など梯川下流域の低湿地帯に分布中心が移っている。弥生時代後期以降は、梯川流域で遺跡数

が増加し広範囲に分布が認められる時期となる。梯川左岸では漆町遺跡 (69)をはじめ、向江梯川i立

跡、佐々木ノテウラ遺跡、(133)、佐々木アサパタケ(134)遺跡がある。特に漆11汀遺跡では計画性を

持つ溝や掘立柱建物跡が検出されている。右岸ではー針C遺跡(141)や千代オオキダ遺跡などが挙

げられる。一針.c遺跡では後期前半の青銅器鋳造用鋳型が出土している。一方、千代オオキダ遺跡で

は、旧河道への土器の大量廃棄跡が検出されているが、 住居跡は検出されておらず、土器廃棄の主体

とな った集落は別の地点に存在しているものと考えられる。これらの遺跡は、梯川両岸の自然堤防上

に立地している。弥生時代終末期には、八奥向山A遺跡 (243)や河田山遺跡のような高地性集落も

営まれている。

3.古墳時代

古墳時代には、能美丘陵から小松東部丘陵にかけて、丘陵先端部に多くの古墳が築造されるように

なる。能美丘陵では、和田山 (256) ・末寺山 ・寺井山 (254) ・秋?;?山 ・西山の独立丘陵に、約60基

からなる能美古墳群を形成している。全長110mを測る県内最大の前方後円墳である秋常LlI1号墳

(図郭外)を含み、能英首長の古墳群の中核をなす。また、これら古墳群に先行する月影期 (i奈町編

年 3・4群)の墳墓が検出されており 、千代オオキダ遺跡、を含む、梯川流域の遺跡群との係わりも指

摘されている。小松東部丘陵には河間山古墳群 (226)があり 、総数61基からなる大古墳群である。

形態は、前方後円墳 ・円墳 ・方墳 ・前方後方墳があり 、特に12号墳は、アーチ状の天井をした切石積

横穴式石室を持つ方墳で、類例のない終末期古墳である。また、近年立明寺古墳 (193)の確認によ

り、rll期古墳の南限が下がるなど、新たな知見が待-られている。
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月津台地で、は、 三湖台古墳群と称される小規模円墳を主体とする後期古墳群が形成される 。 訂:沼~.. 

墳群のー-群と考えられ、臼のほぞ古墳 (14)や御幸塚古墳 (44)などの中規模前方後円墳もみられる。

埴輪を伴うのが特徹で、特に矢田野エジリ古埼 (25)では、多数の人物 ・形象埴輪が出土 している。

矢田惜犀古境群(6 )は、 3基の前方後円墳と14基の円墳で構成される古培群で、 三湖台古墳群にお

いて11佐-f洋集形態をなす古墳群である。矢田借崖古墳群で、は、いわゆる 「本芯粘土京」の埋葬施設が

多いことが特徴であるが、能美古墳群内でも埴田後山l則子It3号墳 (87)やブッショウジヤマ l号墳

(199)なとcで、検作Iされており 、共通の担葬施設を街している。

占1日以外では、千代 ・能美遺跡(145)がi1目される。凸I貫時代前期 (3世紀後半-4世紀前半)

の首長クラスの居館と考えられており、出土した装飾木製品の文様から畿内との繋がりも指摘されて

いる。前述の古墳群における造基主体とも考えられており、梯川流域の集落群の't'でも特に注目され

る存在となっている。このように丘陵部の古墳との関係が注Hされているなかで、千代オオキダ迫・跡

の調査において、j奈UD・編年 5-8群の方墳が検出されており、梯川右岸平野部において墓域を持つ首

長層の存在が浮かびあがってきた。その他、漆町.編年10-131非 (4世紀後葉-5世紀後半頃)の集落

跡が荒木間遺跡、 (165)で検出されている。

この古墳時代前期に隆盛した集落群も、この時期を境に縮小傾向となるようで、 6世紀後半を境に

殆ど見られなくなる。ただし、丘陵部における造事はおこなわれていることから、集落のあり方が大

きく変動した時期といえよう 。

4.古代

J1津台地トーでは、 7世紀に入ると念仏林南迫ー跡、(10)、額見町遺跡 (15)、矢田野遺跡 (9 )、薬師

遺跡、 (33)などの集落が成立する。特に、念仏林南遺跡を除く 3遺跡では、 L字型カマドを設置した

竪穴住居跡、が検出されており 、渡来系移民の存在が注目されている。彼らは、対岸の丘陵部に分布す

る製陶 ・製鉄遺跡群の動向に関与していると考えられている。 L字型カマドの検出例はないが、製

陶 ・製鉄関連造物が出土 している島遺跡 (21)等も同種の集落と考えられ、台地上に広く分布するこ

とが判明している。

製陶遺跡については、既に前代の 6世紀前半にはこツ梨東山古黛跡 (函郭外)の生産が確認されて

いる。以後、 10世紀rl'頃まで位置を変えながら生産を継続しており、大規模生産地である 「南加賀古

窯跡群Jを形成している。これまで、 9世紀後半-10世紀前半ころの瓦生産が加賀立国及び国分寺整

備に関連して注目されていた。 しかし、近年の二ツ梨豆問向山古窯跡群 (図郭外)の調査において、

8世紀初頭の窯跡から焼台に転用された鴎尾片が出土しており 、少なくともそれ以前の時期に近隣の

窯で焼かれたことが想定される。瓦は出土していないが、寺院の屋根の装飾に係るものを作っていた

ことは重要であり、 江沼平野に存在した寺院との関係が示峻される。製鉄遺跡に関しては、調査例は

少ないが、林遺跡 (23)(8世紀中頃、9世紀-12世紀前半)や戸津シンブザワ遺跡(図郭外) (10世

紀前半)の調査例がある。その分布域はやや製陶遺跡群と異なっており 、木場、連代寺地区の丘陵部

にまで、広がっている。また、時期不詳ではあるが、長谷地区にも製鉄遺跡の分布が認められる。

能美丘陵でも 7世紀代には須恵器生産が闘始されている。律令凶家整備段階の当該地域の集落遺跡

動向は、前代に引き続きあまり活発ではないが、軽海遺跡(163)、古府シノマチ遺跡(150)、佐々木

ノテウラ遺跡で、 7世紀代の遺跡が確認されている。佐々木ノテウラ遺跡では、 7世紀前半-8世紀

前半の掘立柱建物跡や倉庫跡が検出されている。子代オオキダ遺跡では、鍋谷川右岸に近い地区で、 7

世紀後半代の掘立柱建物が検出されているが、バイパス調査区では 7世紀後半でも末期に近いころか

ら遺跡が確認され始める。同時期の造物として、律令的祭杷造物である土馬がまとま って出土してい
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る。また、同時期jの能美黛践の瓦が数点ではあるが出土しており、十九堂山遺跡につぎこ例制の出土

である。出土瓦には軒丸瓦が合まれており、鳥坂寺系の重子f蓮華文が施されており 、畿内系瓦との関

連が注目されるものである (註2)。十九堂山遺跡、(174)は、後の問分寺及びその前身の勝興寺跡と

も考えられ、対岸の佐々木造跡(132)では、8世紀末頃の f財許11寺」と記された接書土器が出土し

ており 、 両者との関係が示唆される。 また、 7 世・紀後半- 8 世紀初IJ ~Jlの瓦陶兼業窯がT-i. 明寺=で発見さ

れており 、白鳳期の瓦を生産している。その胎土が十九1tt山遺跡出土瓦と近似しており 、供給先であ

った可能'1生カfでできている。

~1附紀代に入ると 、 杭々木造跡において、柵と塀に閥まれたR:回の中に整然と立ち並ぶ掘立柱建物

群が出現する。i時期は 8世紀中頃を中心とする短期間であり 、「野身郷Jと記された諜書土器が出土

し、律令的要素が強い県内最大級の横板組の井戸も検出されたことから、古代野身郷に関連した公的

施設と考えられている。千代オオキダ遺跡、でも 、ほほ同時期jの横板組の井戸と建物跡が検出されてい

る。荒木田遺跡では、 8世紀初頭-9世紀Itl頃まで‘の:tm立柱建物群が検出されている。墨告:土器によ

る祭杷が行われた水場迫・構も検出されている。この時期の集落は、律令的色彩を帯びていることが特

徴である。弘仁14年 (823年)に、越前凶から加賀郡と江沼郡の 2郡が分立し、加賀国とな った。程

なくして、江沼郡より能美郡が、加賀郡より石川郡が分出した。立国当初の国府の所在地については

諸説あるが、千代オオキダ遺跡東方同府地区の台地上が有力視されている。国街等の施設はやや遅れ

た9世紀中頃から撃備されたという意見もあり 、その視点に立てば、当該地域の集落j遺跡が活性化す

る時期と合致する。先述の佐々木ノテウラ遺跡 ・宵府シノマチ遺跡、に加え、古府遺跡(140) ・漆町

遺跡 ・佐々木造跡等があり、再び梯川の自然堤防上に集落が多く形成されている。j奈町遺跡からは10

世紀前半代の 「庄Jと記された墨書土器も出土しており、荘悶11日発が行われた可能性も指摘されてい

る。この時期の集落は断続的ではあるが、12世紀までは維持される。ただし、多くの集落が、10世紀

の後半段階に衰退傾向といわれ、集落再編の様相が見える。ただし、千代オオキダ遺跡、のように衰退

化とはいえない様相もある。梯川中流域の逃跡は広大な範聞を持つものが多いこともあり 、10世紀後

半代は衰退傾向というよりは、遺跡範凶内で場所を変えたとみるべきではないだろうか。

一方で、丘陵地には、8世紀前半以降に山林寺院が成立する。盟.に程近い丘陵の、やや奥まった所

に立地する特徴を持つ。松谷寺跡から2間X4聞の礎石建物が検出され、北陸最古とされる山林寺院

の存在が明らかになった。八車向山B遺跡、 (246)の9世紀前葉に次いで旦川 Ei立跡(191)、浄水寺

遺跡 (128)が成立する。前二者は成立後約半世紀で廃絶するのに対して、 f走者は寺院規模を拡大し、

中世へと存続している。9世紀後葉-10世紀前半にかけては、大溝への墨書土器の多量廃棄が行われ、

中国製磁器や国産施利i陶器を持つなど隆盛期を迎えていた。「浄水寺jは雨乞い信仰との関わりが考

えられており 、国分寺の成立事情が承和年間 (834-848年)に起こった大早魁よる飢餓にあるため、

両者の関係性が指摘され、隆盛の大きな要因であったことが推測される。国府は、内部施設には変化

があったことは考えられるが、f平家物語Jゃ「源平盛衰記」の加賀|誼守目代と白山中宮八院衆徒ら

との対立抗争である安元事件の記載により 、12世紀末頃までは確実に存在していることがわかる。

5.中世

中世においても 、当該地域では活発な集落の動きがみられる。12世紀代には山江梯川遺跡 ・佐々木

ノテウラ遺跡 ・荒木田遺跡 ・漆町遺跡 (白江ネンブツドウ(東)地区、白江チョウジャワ 1)地区、金

屋ヤシキダ地区、金屋サンパワリ地区)が見られる。荒木閉遺跡は14世紀前半頃までの、漆町遺跡は

金屋サンパワリ地区を除き14世紀後半まで、継続する集落である。佐々木ノテウラ遺跡は13世紀代に断

絶して、14世紀-15世紀代に集落遺跡として再び成立している。千代オオキダ遺跡や白江梯川遺跡
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06世紀代)、i奈町遺跡;金屋サンパワリ地区(15刊:紀代まで)はrl-'世期を通じて存続する集落跡である。

13世紀代には、 1陸海西方寺J:遺跡 ・軽海遺跡 ・佐々木アサパタケ遺跡が成立する。前二者は概ね15世紀

代まで、1走者は、 16世紀代まで存続している。

特に白江梯川遺跡及び、佐々木アサパタケ遺跡は大規模集落であり、前者では多数の掘立柱建物跡、

70基を超える井戸、堀、洞跡及び、多量の|淘磁器類等が出土しており、 f走者では南面する屋敷地が3

耐並立する構造が復元されており、多数の掘立柱建物跡、井戸及び、多古:の陶磁器類等が出土 してい

る。有力名主層の存在が推定されており、これらの遺跡は中世荘聞である「商白江荘Jや「得橋郷j

に係わる遺跡と考えられる。他の集落遺跡も、荘岡開発に係わる中で成立したものと考えられる。16

世紀代になると遺跡の動向は不明瞭になり、捕捉不可能となる。当該期のある時点で各遺跡が現集落

部分へ柴村化していったものと考えられる。

一方月津台地上では、鶴見町遺跡が12世紀まで存続している以外は、中世遺跡の動向が不明瞭とな

り、永禄 7年(1546年)に朝倉義殻に平定された記録や天正4年(1576年)にー挟方の内田 (LIJ)四

郎左衛門、林七介(助)が出陣した記録がのこる御幸塚城 (46)まで追跡;を補足することはできてい

ない。

また、丘陵部においては、中宮八院や那谷寺等の寺院が存在したことが文献で知られるが、調査例

がなく詳細は不明である。ただし、八里向luH遺跡 (241)、軽海中世墳墓(167)、立明寺中世墓

(193)など中世墓群があり 、一部発掘調査が行われている。丘陵部入口付近の斜面に立地し、13世

紀 .14世紀が主体となる。那谷地区周辺では中世窯業である加賀古窯が12世紀末までには成立したよ

うであり、 一時中断を挟み14世紀末まで操業し、査 -斐 ・鉢の日常容器の生産がおこなわれていた。

また、 一向一撲関連の城郭寺院や山城も多数存在するが、本編で報告する波佐谷城跡(120)や、能

美市(旧辰口町)が調査した虚空蔵山城跡、石川県が調査した林超勝寺推定地以外は、発掘調査が入

った例は乏しく詳細は不明で、ある。

言主

註 l 久保智康氏教示

註 2 上原真人氏教示

第1表遺跡地名表
借り ，ftY-事色体 ，. 明j

先m輯ilU事 臨海跡

2 H何坤{トカリi迎F事 佐偽F事

3 !(，'，I幅，Iitn ，Iit(lリ自fi:sIJ'1"I 

念仏栂.'iln ，I，-JO 

5 念仏外t!;tn 占ill¥

6 ).;1111陪!'!8111僻 内11'1(1由民JlIJ'I'

7 J'i人t証. .t_.Jtl 市川 口町丘JlIJτl'1

s XIII野内川昨 81自 リ自Ii:聞IJ'I'・v

9 )，11'野jR跡 県j骨跡

10 Q:L'，t~耐必勝 制尾治郎

11 主仏I~適格 由良t品跡

12 円if筒遺跡 n~地

13 lfl町遺跡 般市地

1.1 rlqmぞお峨 ，ljJtl 

15 冨1見町遺跡 換稽Z事

16 ).;11I'f神比例遭勝 散指地

17 '11H，ljJ町 ，tjJn 

18 ぬ事手塚 車手塚 {消滅}

19 F菅地欄í'~ 酎 !It穴 {消滅}

時

，'ift、巾i時

山代、巾腿

llJJn 

81自

，t'im 

山1(1

~illl 

，J，IQ 

I ~J' t白、8ft

縄文、，t，tr'l

縄K

縄文

縄文・，i，代

，，，.，町

，，，.代、巾1社

平安

，Iit(¥ 

不服

ィミ。

ft ð'r~} 調l¥f名体 機 別 tt ft 

20 ぬB温跡 n~留地 4持政・干安

21 ぬ遺跡 散信地 山崎 、(，~良

22 ド事ホ 1 、 2~} f骨穴 情'i<Ij町減1 ィ、，t

主1 林遺跡 無l¥f・ 慢1"跡 81向、。"'，旨

24 林組勝S'I.事 、，~~跡 '1'11t 

25 ~lIIftエジリ 8Jft ，'i'tn ，liJn 

l6 員給1.i1.'i1tl 8・11¥ ，tjJn 

27 1.111，'illl 8ft!付肖減} 山i1n

28 ぬC遺跡 ，I，'!tt'? 占11¥

29 符iI'llill跡 敏鳥取 縄文

30 tあI!A遺綜 倣申地 縄文

31 符十I'C週F・ 4島i話跡 占ln

32 主崎Hq)ト，ft跡 聾古島勝 縄文、中Itt.

33 ，-"r.ぬilI跡 散命地 祭良、""U

:~I lf'カノノヤマC，ft跡 f仕4宮地 .!iJn 
3;; 11'カンノ司 7B泊跡 倣4古地 ぉIn

36 '"カンノヤマA温跡 倣4・地 奈良

3i 今;[I{I) ノ l"iII~事 司民td格 弥止

3s 鉱山遺跡 県晶跡 古代
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帯U 遺除名除 ，. ~IJ Dt ft 品目 lIIf-¥'色体 !t 望。 1ft 代

39 J1，h，t;m 狐坂。 ，'，'1¥111¥民間時'1'1 81ft. 109 .f-Ul.i1Ir，串IG地1<1 製鉄跡 -r-.f 

10 111. 1 、 2~;JiiS耳跡 』五駕F事 近 tll. ，i~聞l 110 本場趨持'1'地1<。 製鉄蹄 小ゐ下

11 ti1，li;時跡 ?唱跡f汀i減} 近tIt前柑l 111 .f-J時A泊跡q三地蔵持11地I{l 製鉄体 合Jl

~2 L(1，o;m，刷II引 ，'，111 山崎 112 .f，;鳩遺跡11':地I(， 根鉄跡 -('，f 

13 上(i追跡4刷([遺跡、 散布地 縄よ Il:l 4、地温跡10地(0 製鉄跡柵穴 4、川

4.1 御+l!i.f_ljll'¥ rt，tl1 市町 114 本場追跡(()地lく' 製鉄跡ー繍穴 ィ:"r
4~ 今i[1i1 Ui車跡 鴫{Ir'f.事 縄1 ・，Iif~ 115 .jd品温拘 m地μ、 現j'-拘: l'定

16 御~J，~域防 域跡 平荷I 116 *'崎遺跡IC地1<1 製鉄蹄 ィ、，，)

ヤm員r;~ 情火事Iirii<>1' イよ.r lIi ，j.; J崎遺跡 A地I~ I 製鉄蹄 4号Q ・'!"ぺな

.18 ILn~叫!Hr~ 日以"町線。 縄宜 118 人州通Z事 製鉄跡 イ，.f

19 安定人塚占11'1 IliJtu崎li:M'1') ，Iitn 119 民伴錨t曲h!向山温跡 制鉄M- 4、.f.

1】 安定問跡 Mm'，~史跡 1:昨 120 波i主1>滅跡 域拘: キ111

51 'le'tlb占神!l>1l1l+ 敵<¥ol章 4、"t 121 .哩佐谷1IIr+ 政令地 巾111

52 安定Illt貸草野 11¥晦{削減' 'I ' ~! 122 i!ft..¥'M- 年IA:~今 11't世

S:¥ 'ト!I.，城跡 峻Z事 近llt 123 iLU1域跡(111神山野降、 織跡 事町

51 k川，IU事 lt訴持 近世 124 J、偽迎M- 司民議M- 縄文

~ 同〉川鉄焔R唖鈴 同士布地 剖、'1 125 'l'I'j''l'1l!- 成跡 ィ、時

56 悌川鉄儲温11+ 散布地 弥'1 126 稲生 1号JtlIij[蜘 81ll 占m

57 ぬIIIA遺跡 Ii布地 ，ljJn、.Iift 127 華符Itlttl.￥谷21;"11 r1jtn [tjtn 

i司S S~佃遺跡 県議録 弥'1.'Hi'巾1砂 128 浄水ヰ跡 ~院博 凸;11¥'奈良 ・'1'1It
f)9 御館遺跡 拠f品跡 中l時 129 tr俗.~事 散布地 封ド得 、中 ~I

ω むと於遺跡 散布地 弥生、中世 J:l由 Ti路市升"事 :明1+ 近世主J悶

61 中ノiC遭E事 散布}也 ，Iitn 131 八幡車齢・八絡I-I，J目前・八絡，{，'将棋 臨前再跡..lit(t.:9t1+ 縄文、近~t

62 長IIJ遺跡 散布地 骨;1"，'，1..Jn 132 佐々，j..遺跡 地活路 4で!t. ，ド古

広1 WlllliJll跡 唱民錨軍事 弥生・巾1せ 133 f在々本ノァウフ遺跡 Q佐i品跡 弥生、・ド世

ι1 ぬl日B週間L ~t布地 ，'jtt¥ 134 佐々 Aドアザパタケ週刊: 唱E海路 骨;'1 中iIt

6.~ 市'邸悌IIIs車跨 散布地 弥'1 135 T代4'H遺跡 倣布地 I'.JQ 

“ 
'f!曲E防川週F事 県{A絡 弥生 136 検地温跡 散布J也 縄え

67 (Ii[体111週締 t甚i1iJS 弥'1"I'tIt 137 千代オオキy，ftl+ 曜偽跡 白川、'1'1せ

制 1'li(I*J品 館"' 事町 138 r ft戦跡 城跡 市町

69 f幸町遺跡 県偽跡 胡;/1，、'1'陛 139 I代小ff町遭跡{小野町遺跡} 倣布地 占Ln

70 (1.1:遺跡 首匝4書跡 劫..1、'1>1伶 1，10 ，~III温跡 県必勝 ‘ r~'~記

71 tA、Ii:遺跡 nt布地 平安 1.11 '~I C遺跡 県晶跡 曲~q.. . 11;'n 

72 八lI，hl也h遺跡 ~~品跡 縄え・ 弥生 ・中tIt 142 ι1居跡 散布地 縄文

73 ぶ折披跡 総F令 'I ' ~t 143 定地坊尚; .~院勝 本軍I

74 上本11i遺跡 散lIi地 ，'，t官、中tせ 14.1 ιj s遭持 Z駐F再跡 弥之f:.'lliJn 

75 多k神社境内遺跡 散lIi・地 宅虜1 145 T代能丈灘M- 明H奇跡 11;'由、中Ilt
76 十町通称 司~1~J晶 中i世 146 ).;1毛野，\1II~事 4私議跡 弥生 、中i吐

T7 古竹B遺跡 崎重持Ilft:'1滋' Illtn 1<17 r f~ ""ジロ遭跡 4長，til事 弥生・ ，~In ・中日t

78 山竹迫持 聾議制・ ，Ijt自 1，18 人JH'ts迎跡 般市地 イ'I~

79 T本野連勝 嗣i穴.tljtft・帳消r+ 縄文・ 7町1ft. 149 '1 ・ f.'~l:íの正~)I!~事 体f偽跡 ，o;f~ 1 平首， 1

80 人制迎M- 骨'，-i¥i地 治良 "'1'官， Hゆ ，'jJUしのまち遺跡 自駐.事F事 ，liJR、・1'1<

81 .ll吋畷，tj碇嶋 県j拍3ζ~跡 安上桃山 151 宇品ウハシi岨跡 粧品跨 縄文、 中 ~t

広2 て持週跡 r直前地 縄文 152 尚武遭I¥l' 集 ;'S~事 骨:'ト、'11fit

83 越ft守瓦Ii!l榔 κ喝跡 Jltllt，量I矧 l日 小}正野Bjft糊: 散布地 11;11.:: 

品: 4忘れ内気軽跡 ~跡(i問減l i!itlt-l<期 1:>1 小片野選M- 散柑峰 4'3f 

s5 越代... 'j.Ai車跡 製鉄跡 不d 155 高世間Jj泣[EH':ドl遺憾 悦骨z地 弥生

s6 品台、3・跡 寺院跡 ィ:.f. 156 似品11m遺跡 拠品跡 縄文

87 基代、5ガJショウタン漕跡 決i明跡 緑町 157 崎、砲t事情抗;tf. 地穴邑 ，tjtd 

ss 趣ft，'t8J91跡 ~綜 近~を.l< 1悶 158 !I~~f、.\;~事 .. 'f.~定跡 ， 'ift l余f~ '
S宮 il代事ムコン弓・7遺跡 戦除跡 .Ij代 159 師の"'，u遺跡 ailli地 縄文

90 iff了、宇峨跡 峨盟事 ィ、‘r 160 A凶司跡 奇"，定勝 l'安.;:防

91 ， ~~k~長車修 ~ f，品梯 ‘l'安、中1せ 161 口惜4・跡 、予院跡 '1'.f. 

92 :谷トプY谷遺跡 イ句，~ '1'，f 162 人if!ljftr+ .t布地 卦"ι
93 :谷B週勝 Qi布地 体司 、8Jn 163 続潟遺跡 骨'(diJ!色 鈎;'1、i!illt

弘S 本地，'_iJn 川町{消減} ，'，Jn 1&1 亀山lガメヤγJJ.:込遺跡 ~iff跡 II，Jft 

95 池111崎祢 続勝 Hf. 165 玩本rn漉鈴 亀{f，拘・ ~Ît(\ ‘ '1'1せ

!l6 水地溢最適跡 散布地 縄文 166 tti陣内芳年漉跡 司長偽11+ 縄'i:'，'i'n、中[It

97 ぶ場仁漉F事 散指J色 世;'1; 167 純泌中l砂耳町 Jft~ 中111

98 ~.Ul ajl'事 脈事地 i ~rtc? .中[It 168 tt尚穐.:; J手段鯨 'r-安

使} 本地内'11111' ，Ijtn .lifJl 169 ，""N'遺跡 。Y院跡 。F官 。中t畦

l∞ Jに谷山Hl.il ~l単 縄文 170 .tjJf.f7ドノド遭持 鯵坂{消滅} 1量翁

101 iI~浪曲ホノトジ;1跡 地 r')~坑 業関Jli朗

102 iti喧ftハクマイダニ遭跡 製鉄跡 ，f'f，f. 
171 

出Jft~遺跡 自主事地 縄文 "Iitt¥
.Ijl(fシマi量跡 Il革~ 平安中lit

103 作八幡神社経崎正 事聖域li円減p 鎌骨 m ""1(.ffA穴 t噴火事 -1、.r.
U).I '1 [ljlU事 .i布地 jj'!良.'f!l!長 173 i九歌山中jlt叫1:1 m格 中tIt

105 'tllユンドウ遭跡 帯型鉄線 -1;.f. 174 I JL'~''''ジクドウベマ l遺跡 、』院跡 ‘F・'/e・中t貸

lC時 小IIIIUすク什ダニ直跡 理署鉄跡 4、・F 175 小野山:唱跨 調担悼 近jil-

107 小I~mスギ ト ギ遺跡 製鉄跡 1:占宇 176 小野浩跡 散街地 平安

108 小山口1:1ガダニ渇跡t小IJIIIlA遺跡} 製鉄跡 ，h~ 177 小野遺跡 ;i布地 。l'安
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;り 』置跡れ拘: 1量 官。 as ft if;:守 遺跡抗体 It 8'1 11$ !t 

17o 1.4111!1)常公1"，1証 時正 近~そ 2-U~ 八 '1~1;，)l h[)通称 1ιitr跡 ，tjJtl IIl(i2>・縄文、千古
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第 E 章 矢田野遺跡発掘調査

第 1 節 調 査 に 至 る 経 緯

平成17年 8月23日に小松市矢印野町在住の高橋裕子専雄氏より 、小松市矢川野町弐五字145，146， 

147番地での工場増設計画に伴う埋蔵文化財の取り扱いについて問J¥..-、合わせがあった。当該地は、!剖

知の埋蔵文化財包蔵地「矢田野遺跡、」内となっており試掘の必要がある旨を伝えたところ、平成17年

8 Ji 25日付けで協議書及び試掘調査依頼舎が提出された。これを受け、埋蔵文化財調査室は同年8月

291:1付けで試掘調査を実施する旨を回答した。

試掘調査は、同年 9月2日に、試掘坑8カ所を設定して人力により調査を行ったが、 全ての試掘坑

において造物包含層が認められたため、さらに遺構の分布告事の詳細を確認するため、工場増設区域を

中心に同年 9月 9日に重機による試掘構調査を実施した。 これら試掘調査の結果、 工事全区域

(1，162ぱ)において造物包含陪及び遺構の存在を確認したため、問:年'.9月12日事業者に試掘調査の結

果について通知を行った。同年 9月14日付けで、事業者より文化財保護法第93条第 l項に基づく「土

木工事等のための発掘届jが石川県教育委員会に提出された。

その後、事業者と協議を重ね、当該計画が工場建物であり 、工場内に重量のある機械を設置するた

め、!事い基礎工事が必要であるとのことであり 、よって、埋蔵文化財の破壊が免れない基礎工事区域

の594.16ぱを発掘調査対象とし、他の部分は現況面での簡易舗装のため現状保存することで合意した。

また、事業者が側人経営の小規模零細事業者で、あり 、調子モ費用の負担が困難である旨を申し出たため、

石川県教育委員会と協議のもと審脊したのこの結巣、事業者が小規模合業者とするには従業員数にお

いて該当外であるものの、調査而積が少ないことと調査経費の半分桂度を事業者が負担するという条

件で、発掘調査を国庫補助事業として行うこととなった。これを受けて、同年 9月22日付けで事業者

より 、埋蔵文化財発掘調査の実施について依頼書が提出され、同年 9月26日付けで双方の間で埋蔵文

化財の取り扱いに関する協定書を取り交わした。そして、同年 9月27日付けで事業者に対し埋蔵文化

財発掘調査の実施回答を行った。同年 9月29日付けで、石川県教育委員会より「周知iの埋蔵文化財包

蔵地における土木工事等について (通知)Jが事業者に対して通知された。

発掘調査は、平成17年10月4日から開始した。|吋年12月25日までに終了する予定だったが、12月14

日から 3日間降雪し続け、その後も悪天候に見舞われたため、やむなく調査を中断せざるをえなくな

った。年をまたぎ、平成18年 1月13日に除雪作業を行い、調査を再開して平成18年 1月17日に現地調

査を終了した。その後、平成18年 1月18日付けで、事業者に対し発掘調査結果についての通知を行い、

当該地の引き渡しを行った。

以上がl次協議申請地における経緯である。

なお、 l次申請地内の発掘調査実施中に、隣接地である道路側の小松市矢田野町弐五字144番 i、

西側隣接地である扇原町124. 125 . 126 . 127番地における1，142ばについても、駐車場用地を目的と

して協議替が問事業者より提出された。先に、扇原111}・124・125. 126 . 127番地において平成17年10月

13日付け協議書提出、市教育委員会が同年10月14日付けで回答、同年10月17日付け試掘調査依頼書が

提出され、向日 これに対する回答を行い、同年10月20日に試掘調査を実施した。試掘調査で、任意に

12カ所の試掘坑を設け調査を行った結果、 lカ所を除く 11カ所から遺物包含層、4カ所から遺構、7

カ所から造物を検出し、当該区のほぼ全体に埋蔵文化財が確認された。その後の協議により 、当該区

は駐車場用地を目的とした簡易アスフアルト舗装する工事であり 、造物包含層までに工事の影響がな
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いものと判断されたため、現状保存するに至った。 しかし、立木の除去に際してのみ工事立会するこ

ととなり 、同年12月9日に実施している。矢田野町弐五字144番 1については、この時実施されてい

た発掘調査地及び西側申請地の試掘調査の遺構密度状況から判断して、埋蔵文化財の存在は明らかで

あった。また、発掘調査地の状況から、旧地表が南に向かい緩やかだが徐々に探くなっていることが

判明していた点と、 l次協議申請地でも発掘調査を行わない区域に続く狭小地で、ある点、やはり目的

が駐車場用地であることからも、工事が地下に影響を及ぼさないと判断され、現状保存扱いとなった。

この該当区については、同年11月4日に事業者より協議書提出、これに対し同年11月8日には回答を

行っている。また、これら 2カ所の区域については、 10月31日付けで、「土木工事等のための発掘届J

が石川県教育委員会に提出されている。以上が、 2次申請地における経緯であり 、2次申請地はすべ

て現状保存されたのである。

⑧ 
。 。

111 
- ー・ ー

工場士曽段位置。
111 1 111 

(発掘調査地)。。 。
。

1 11 1 111 IIG 。
戸J F 

。
既設地

E 

ト¥ n 

ロ
C 

-............. 1次2式錫i前

l次申t'iJ血
B 

ゴニ。

第3図 矢田野遺跡VI 工事区域友ぴ試掘坑配墨図 ・調査区グリ ッド配置図 (S=1/500)
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第 2 節 調査の概要と経過

1 . 発掘 調査方法の概要

調査に際し、調査区内に 5mX5mのグリッドを任意に設定した。精査し、遺構プラン検出後、土

層断面を観察するため、アゼを設定して遺構掘削を行った。土層断面図を1/20または1/10で作成後、

掘削を完了、後に1/20平面図をトータルステーションで作成し、掘立柱建物はエレベーション図 (断

間図)を1120で作成した。写真撮影は、ネガ ・ポジ ・モノクロフィルムとデジタルカメラを用い、土

層断面の保影と遺構完掘搬影を主に行い、この他必要と思われるものを適宜撮影した。出土遺物は、

精査段階ではグリッドごとに一括して、遺構検出後は遺構ごとに取り上げた。遺構掘削の際、遺物は

可能な限り層位一括で取り上げ、重要と判断された床面遺物などは1/10平面図を作成して遺物番号を

付して取り上げ‘た。

2 .遺構番号について

矢田野遺跡では、小松市教育委員会並びに(財)石川県埋蔵文化財センターが、5回の発掘調査を行

っている。よって今回の調査で第VI次ということになる。よって、追・構Noは、これまで矢田野遺跡内

で発掘調査され検出されてきた遺構数の続き番号となるようにして付すこととした。よって今回は、

竪穴建物が18軒目から、掘立柱建物が38棟同からである。ただし、土坑はトータル数がわからなかっ

たため、 6回目の調査ということを加味して601から遺構Noをつけることとした。

3 . 発掘 作業の経過

調査地は、表土除去された状態で小松市教育委員会に引き波され、平成17年10月4日より作業を開

始した。まず、木株の撤去を慎重に行い、ベル トコンベアーを配置するなどの準備を行った。10月11

日に遺構検出作業を開始する。遺構確認面まで包含層を掘削して精査し、遺構プラン確認作業を行っ

た。竪穴建物プランや柱穴プランが次々と検出されて、 10月13日にはプラン確認作業を終了する。10

月18日から竪穴建物の掘削を開始した。10月24日には掘立柱建物の柱穴を半裁し始めた。同日SB38

で2本の柱穴 ・柱痕が検出され、建て替え建物と判明する。SIl8内に大型土坑SK603の存在が確認さ

れ、 11月4日に掘削を開始する。11月8日、S120が壁周溝を伴うことが判明、同時に壁周溝から木舞

と思われる小ピット列が検出され、掘削を開始する。同日SK603の床 ・壁全体が被熱することが明ら

かとなり 、周囲からも小土坑が検出される。11月21日には、務ち込みを持たない大規模被熱も検出さ

れてSJ601と遺構番号を付した。向日、 S120の床下調査を行っていたところ、主柱穴と考えられる規

模の柱穴が4本検出され、 S120構築以前に大型建物が存在していたことが判明したため、これをS121

とした。12月 l日に遺構掘削は終わり、 12月4日に平面図や掘立柱建物のエレベーション図の作成を

開始、 12月7日には調査区全体の完掘写真を撮影した。あと少しで作業も終わろうという中、12月13

日午後から雨が雪に変わり、 一夜にして大量に積雪した。その後3日間、雪は降り続き 、近年稀にみ

る大雪となってしまった。調査地は吹き溜まりも含め60-70cmも雪が積もり 、その後も悪天候に見舞

われたため、発掘作業を中断せざるをえない状況となった。翌年 1月13日、数日間晴れるとの天気予

報を受け、除雪作業を行う 。翌日より図面作成を再開し、1月17日に現地調査を完了した。

4 .出土品整理

出土品は、平成17年度に造物洗浄作業を行い、平成19年度に注記 ・分類 ・接合 ・復元作業を行った。

平成20年度には、調査員が改めて分類 ・復元作業を行い、整理作業員が計測作業を行った。実測作業

は、調査員と整理作業員で行い、 トレース作業は整理作業員が行った。
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第 3節 遺跡範囲・概要 ・既往の調査

矢印野逃跡は、(財)石川県埋蔵文化財センターが県常ほ場整備事業に伴って平成11年度、平成13年

度、平成14年度、平成15年度、平成16年度に調査を行っている。矢間野追跡の調査としては、この度

の調査で 6回目ということになる。当遺跡は、長径約 1km 、短径約600mに広がる周知の古代集落遺

跡だが、単独の遺跡ではなく 、矢田借犀古墳群をはじめ、百人塚?ii賞、矢田野古墳といった古墳群と

重なり合っていることが特徴である。遺跡中央の南西から北東にかけて JR鉄道線が横切っており 、

県の調査は、主に鉄道線の南↑HIJを中心とした位置を調交した格好となる。これまでソト松市教育委員会

でも、県調査区域から線路を挟んで北側に隣接する区域で、矢田野遺跡・矢田借屋古墳群の調査を行

ってきた。平成10・13年度は発掘調査、平成12年度は詳細分布調査を行っているが、古代集落跡の遺

構が検出されていないことから、矢田借屋古墳群を報持する形で2000r矢田借屋古墳群j、2006r小
松市内遺跡発掘調査報告告:ll矢田借屋古墳群jを刊行した。 しかし、平成12・13年度調査の出土造

物に、 7・8世紀代のものがまとま って検出されており 、造物のみを平成19年度に市内遺跡発掘調査

報告書田で報告した。

前述でも触れたが、矢田野遺跡は、 7世紀から 8世紀前半を盛期とした集落遺跡、である。平成13年

度と平成16年度の県調査で、渡来系であるL字型カマドを付設する竪穴建物が2粁検出されたことが

知られ、集落としての特徴の lっと言える。同じ月津台地上では、台地西側にあたる額見町遺跡や額

見町酒造跡でL字型カマド付設の竪穴建物が検出され、また、台地北東にあたる薬師遺跡からもL字

型カマド付設の竪穴建物が検出されている。なお台地上の殆どの遺跡から鍛冶関連遺構・遺物の検出

や窯道具等の出土が認められる。台地南東に谷を挟み低丘陵部生産遺跡群が展開しているため、台地

上の集落がこれに係わった可能性と、強いては渡来人関与-の可能性が高いと判断されるのである。

また、県の調査で、矢田野遺跡では、古墳域と集落城が重複しておらず、古墳群を取り囲むように

集落が展開していることがわかっており、集落が機能していた時点で、は墳丘のみが残存していたもの

と考えられている。さて、今回の調査地は、矢田野遺跡の範囲で北側にあたり、県調査の北端から北

へ約50m地点に位置している。

第 4 節 発見された遺構

1 .基本 層 序

現況面の標高は10.050m、深さ15-30cmに現代層である表土、その下に旧表土とも言える盛土が認

められる。地元の方の話によると、かなり以前にこの付近一帯で切り盛り工事を行ったと いうことで

ある。旧表土下には、遺物包含層並びに遺構磁土層が認められ、厚さは北側で‘どう-20cm、最も両相IJで

25cmを測り、全体的に主体は20cm程で、ある。遺構の検出状況から、遺構の上面が削平された後に、盛

土調整されたものと考えられる。要するに、遺構上前が破壊を受けていた。調査区の東側、南北全範

囲において、旧表土から、赤道と呼ばれる家と家の地割り境に設けられた通路が硬化面を伴い検出さ

れ、この赤道の西側にピット列にきれいに並んでいる。これらは、いずれも現代のものであり 、カク

ランとして扱うべきものだが、全体図に示されているので、古代遺構とは関連のないことを記してお

く。地山土は、最下層に褐色土、 lつ上層で暗褐色士、最も上層で黒褐色土と続く、 当台地特有の層

を呈している。地山土標高では、旧地表は南北に若干傾斜をもち、標高差30cmを測る。なお、本遺跡

の基本層序図に関しては、 SIl9のCライン土層断面図を参照にされたい。

-14-



第4図 矢田野遺跡VIの調査地友び矢田野遺跡既往調査地位置図 (S=1/2500)

2 . 検 出 遺構

当調査区からは、竪穴建物4軒、掘立柱建物 9棟、土坑2基、底面の被熱した土坑 l基と周囲の土

坑 3基が検出された。また、竪穴建物では、床レベルに広い範囲で被熱焼結面が検出された。

底面の被熱した土坑は、建物内に収まる形で検出された。竪穴建物の床を切るように掘り込まれた

土坑の底面が著しく被熱するものである。また、同じ竪穴建物内で、床面レベルに広がる被熱焼結を

検出した。これは、竪穴中央に設けられるような炉の規模をはるかに超える規模をもっ焼結層である。

これら一連の遺構群は、同じ項にて述べてゆきたい。他の竪穴建物では、 4本主柱の大型建物、閉じ

く4本主柱と考えられる小型建物、そして壁立式建物と様々なタイプの竪穴建物が検出されている。

また、掘立柱建物もまとまって検出されており、このうち 2棟においては、同位置での建物の建て替

えが行われている。掘立柱建物は、柱圧痕が白色粘土状に残っているものが多く、柱穴の掘り込みも

深く大きい。古代初頭の掘立柱建物の傾向である柱聞を狭くもっといった特徴をよく反映する建物や、

その後出現するような方形プランを呈している建物も認められる。これら検出された遺構は、田嶋編

年W期 (8世紀中頃~後半)の土坑が2基ある以外は、すべて田嶋編年 1~ n 3 期 (7 世紀代~8 世

紀初頭)にあたる遺構であり 、中でも王体を 7世紀後半代にもつ。
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( 1 ) 竪穴建物

① S 1 1 8・SK603ab.SK604・SK 6 0 5・SJ 6 0 1 

〈立地 ・規模・形態と状況>S118は、E'F-O・lGrに位・置し、カマドや柱穴を伴わない竪穴状の迫-構で

ある。SK603ab. 604・605そしてSJ601と重複している。これら遺構群の重複の状況と、それぞれの

出土造物時期や接合状況、そして使用痕跡をもっ遺物が極めて少ないということから、総じてTi}:}と

しての機能を果たした可能性が高いと考えている建物と遺構群である。

SIl8の内部に柱穴は検出されていないが、この周聞に同時期のSB44が検出されている。このSB44

がS118の柱穴になるのかもしれない。しかし、竪穴プランの主軸と掘立柱建物主軸が全 く合わないた

め、別のものとして報告することとする。

当建物プランは部分的にしか検出されておらず、全体の112強にあたる。正方形に近い状態で、規

模は490x 480 ~ 530cm、推定面積24.75ぱ、 主軸はN-1350 -wもしくは N-450
・Eである。

<S118の状況) SIl8の床は、すべてが地山床であり、南端壁からSK603の聞の一部が、若干硬化して

いる程度である。この若干の硬化を基本面として、標高8.50-8.54mを主体にフラット面が広が り、

またこの面より完形遺物がまとま って張り付くように検出されていたことにより、床面と捉えたもの

である。北壁中央付近では、厚み 5~ 6 cmで、灰白色 (7.5YR7/1)粘土の集堆積塊が検出されており、

白色粘土を置いたものかと思われる。貼床を施していないので、当然であろうと思われるものの、竪

穴自体の明確な掘方は、確認されていない。南端壁からSK6031瑚で、黒色ベース土がかろうじて検出

されてお り、これが掘方になろうかと思われるが、極めて部分的で、ある。この土は、軟らかい黒色土

であり、貼床らしい竪さや質をも っていないものである。

南楼中央から、 SK603aを取り聞むように、地山土の操り上がりが輸出されている。床レベルから

測 り、厚み 6~ 10cmのもので、調査当初はカマドソデと考えていたものであった。土は地山土そのも

のと現地で判断されており、この部分を残して周囲を掘削したこととな り、判断に困難な痕跡である。

但し、 SK603aと何か関連があるものと予想している。

出土造物は総数で、須恵器食膳具12点、須恵器貯蔵具24点、 土師器食膳具126点、土師器煮炊具479

点、焼成粘土塊57点である。図NQ3・4・5の杯A叢は床レベルで張り付いて検出されたもので、間嶋

編年IIl-II2と判断され、時期判断には信怨性が高い造物と言える。

<SK603aの状況) SK603aは、 SIl8の西南 ・南東壁の軸に添った形で位置している。規模は、長径

215cm、短径200cm、S118床面より深さ50cmを測り、逆台形状プランを星す。底面は、東側にテラスが

設けられ、緩やかに下がって底は丸く、西側に至ると直立気味に壁が立ち上がる。SK603a右側と、

S118南東壁を繋ぐ形で、T字状の盛 り上がった地山が認め られることは前述のとおりである。本土坑

の底面・西側壁では被熱面が確認された。底面のほぼ全体が酸化状態で赤褐色を呈 し、西側壁は、底

面より 33~ 35cmの高さで焼け、最も上商いわば上端近くは焼けていない。 また、底面の西側は、特に

よく被熱し焼結している。なお、この被熱は、地山が焼けているものである。

本土坑の周囲には、小ビットが 7 本検出されている 。 Pl ~ P4 は、 土坑の上端レベルで、相対する

位置に配置されているが、他のピットは土坑内からの検出であり、相対するような締麗な配置となっ

ていない。P3は、周囲の上両並びにピット内壁面が被熱している状態である。Pl・2・7は半円形状

で径14-18cm程度、深さはPlが28側、 P2が15cm、P7は13cmで、ある。この他は土層断面の通1)である

が、 P6が20~ 38cm と最も深く、 P5は斜めに入り込む形となっ ている 。

出土遺物は、SK603ab合わせて、須恵器食膳具12点、須恵器貯蔵具10点、 土師器食膳具56点、 土師

器煮炊具は、焼け弾き品39点を含む204点、そして焼成粘土塊68点である。なお、出土遺物の時期は、
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山~!(}制年 日 1 - 日 2W! と判断される。

<SK603b・604・605の状況〉 これら 3恭の土坑は、SK603aにぴったりとく っつくように、次々と

制り込まれたと考えられるもので、 L力'L脱模としては符50cmij誌の小規模なものである 。深さは 、

SK603b と SI<604が20cm 、 SK605が50 、 55cmで‘ある 。 SI<605は 、 l玩ïúi に砂 っぽい感1~1!の内色村i L を般/L\

しているため、粘土をifrlめておく機能をもっていたのではないかと考えられる。 また、SI<604には、

集中して上総が廃棄されていた。

「附|竹f 十~J逃遺当蛍e物{はま、 S剖K句60似4 が須忠忠:日加詰食!勝貯 j孔~， 2 ，点t

焼け5引抑ij引iドi き♂品16ιlル点，1:り亡ウ~，(り日，(を合む iロ25/，1、 、 そして焼J&;Wi_l"塊30/，(である。Hキ期は、IIII~(}編年 n 1 -n 2JU!と"'1]断さ

れるものである。なお、SK605からのN¥J:j註物はないっ

<SJ601の状況) SJ601は、 S118111央の床面iレベルが被熱するものである。規模は、長径155cm、初任

105cmをiW!り、地山が被熱している。被熱荷iはτ1-:Jl!で、焼結して1，1;1く、特に耐と東端で¥Jiに強く焼結

して、i別賞制色を呈 しているc SJ601の北l珂にも小規模な被熱箇所が認められる。 この焼rfnj也構は、

|ヌlljij1'，はSl'く603aをはじめ同開のー1'，坑に切られているように比えるが、 SI<604の 1'，に岩下のって構築さ

れており 、これら土坑鮮のIjlでは最も新しいものと現地調査で判断している。

SJ601からのtl¥r，造物は、_I:師保食1陪f.gが焼け~!~き品 6 ，山 を合む21点 、 上師器-n炊4114点 、 焼成粘

卜.塊 4//.で、ある。

〈覆土) Sll8の克上1:は 、 S118の J~~ レベルから 10cm松のりみを主体とし 、 前大で' 14clll を測る っ この 14cm

が最大A幌市ともなるわけであるのだが、l長穴i人Jl喧 1'，がSI<603やSK6041人j部に部ち込むように流れ込ん

でいる ご1'，桝断耐を JA している 。 SK603aの前下JP? にあたる 5 肘は 、 ;1~ や焼_1.:、地 1 1 1塊が多誌に入るも

ので 、 このJ凶行副にあたる 4 栢との nn の1i1~分に 、 スサ入りの焼JJ史料i上方uの集Ij l を検出している 。 なお 、

5肘と被熱i而の問には、;等L、炭層が検出されている。 51凶を切っているのがSK603bの桜土となる 7

肘である。SI<604にあたる 81留の上前iで、SI<603bffllJにも炭層が認められる。 11011-4 J習と 6I併は、

ぬれ、部分に向かつ て部ち込んでいるため、1'1 然:tH:杭 I~í と判断してよいのだろう 。

〈遺物について ) nU:j古物の誌については、名j自附で述べたような数値となっているのだが、造物は

どの聞からも 、 ii~l~jM なく n'l上している状況である 。 特部.すべきは 、 これら迫構 1111の接台が多いという

ことと 、 焼け ~!ì[ き llh 、 粘上焼成塊が山十.しているということである 。 また 、 当 jîi・跡、では総数1 ， 500}~

の上師器が出十.しているが、この遺構群の介計数が1.068点であり 、十'，r.lli慌の71%がこの遺構梢:から

1'1'1十.している。なお、焼成粘土塊の1111上においては98%をIliめ、焼け明iきJ311もこれら遺構群でのみ11¥

|・する。持介については、S118+S1<603、SI18+S1<604、S1<603+S1<604、S1l8+SI<603+SJ601とい

った組み合わせが比られ、この他S1l8+SK603+SI<604+SJ601というように、すべての遺構聞で持介

できているj立物も多い。このような場合は、焼け弾き JIllが多いことが特徴である。また、この他の接

合に|却しては、SIl8+SB39.P8というものや、S1l8+SK603+SK604+SJ601 +SB39' P7といったもの

あり 、 SB39がこ れらの遺構鮮と Ijil l~J: fjí:存していた IIf能性が 111~lj '"、と思っている。なお、j立物の接合は、

十万Lの1宜上下層と 、!笠穴建物J未聞との拡:合といった具合に、比較的伝怨性の向いものが多 く見られる。

焼け~ij[ き品は 、 上師部の表i耐を剥し、だように書I!れている状態 、 }'1' j(ljのみ淵繋が残る状態であり 、堅績

なものが多いため 、 焼成mtl立が向くなりすぎたことにより 、 。iji き焼け 11~んだのではないかと考えてい

る。このような焼け蝉き品は、_I'.f:市部焼成逃梢に多く見られるものであり 、また、多く検出されてい

る焼成粘土塊も 同様である。

〈遺構群の性格〉 以 [-，から 、S118・SI<603ab. SI<60/1 . SI<605 . SJ601は、土rwmf焼成を円的とした施

設ということができるだろう 。遺構の切り合し、から 、まず50cmの深さをもっSI(603焼成坑を構築して

n
w
d
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いる。同凶にピットが取り問んで並ぶため、被I;;{または焼成方法に関係した構造をも っていたと考え

られる。焼成時の覆い焼きに関連して、!行jりに杭のようなものが打ち込まれた構造であったものか、

もしくは仮設天井のような重厚な構造であった可能判:も考えられようが、この時の竪穴状建物と関係

(ま立uMばかりであったか。しか し、7世紀後半代で、の土自fli出焼J&坑という事例が、 :1ヒI>$.で、は確認出来

ておらず、ロクロ成形から ~I~ ロクロ成形へと移り変わる時期の 、 初現!り]段階の土師 ?';H~t成坑と 需えよ

いずれにせよ 、特異な例であることは1m速いなし、。

SK603上師探焼成坑を切って拘!り込まれているのがSK604で、 SK603の朋没後というより、掻き /1'，

したl反をi留めるために、H寺間差で機能 したようなものと考えられる。SK6041-_而の一部にかかるよう

に構築されたのがSJ601の焼liriである。竪穴状建物の小火・に-'F且l面iもって位置するため、竪火状建物

と fjj:存した "1 能性は高L 、 。 ただし、この Jf~状は本当に平胆であ っ ただけなのか、 4ド ぅ~はJ-_坑状で日正に

fEl1りカ{j'ilJられてしま っているのかは不明である。

② S I 1 9 

〈立地・規模・形態) G-F-OGr!こ位前、建物全体の約1/4が検出されたものである。竪火の深が最

大で15clllを測る部分もあるが、好iどが2-6 cmの深さしかなく 、上I古jの削ヂが著しし、。竪穴プランは

I:IJ~ )L方形状と思われるが、 :1ヒ慢ラインが阿佐穴jlQllに対して主であり 、慣の落ち込みも雌認されなかっ

たため、も っと北側にプランが延びる可能性が向い。主JMIはN-58
0

-Eである。

〈柱穴 ・覆土堆積と出土遺物〉 本来は44~.l.柱穴と牟えられるが、 2 本のみが検出されており、践り

2本は調脊区外である。柱穴焼棋は、保58-64cl11、深さ68clll、柱間規模260c01であり、しっかりとし

うが、

i

H

刊

ト

U

E

t
同

'

崎

汽

釦

m

t

l

a

山

崎

州

中

崎

地

}

飽

鴨

池

山

叫

l
山

々

子

2

4
・

b

唄

B

む

・

地

治

色

川

も

い
山

bn

'

u

H

J

川

峨

刊

'
'
b

色

ゐ

出

向

・

.
H
a
M
4
1

ぺ

処

凶

阿

川

町
臥

拘
ザ

t

Am
柑

ar

山

ぺ

凶

7

M
間

J

t

ω

q

H
期

間

l

争

2

2

1

地
問

A

b

〆

羽

H

Q

R

H

川

J

J

ω

山

川

t
化

的

ha

吻

る

争

時

山

'
n
-
u
a
L
e

/

m

m

l

滝

討

注

K

R

向

U
同

-
-
I
t
-
-

帽

i

地

・τ

，
-
m何
d

M

W

凶
作

y

m
内

3

J
凶

1

必

帥

合

!

川

品

川

地

官

宅

t

t
時

比

山

色

色

t

u

p
，ぷら

u

i

v

崎

。

恥

1
3

=

出

ド

'

川

市

川

削

q-U
ゃ

い

山

崎

町

H

h

'

T

同

h

、H
M
R
い

泊

刷

庁

e

d

-

俗

3

叫

鳴

ら

な

十

u
h
a
U
V

強

制

帽

川

議

い

日

山

崎

中

崎

ω

一et
μ

U

1

M

剥

叫

ヘ

制

川
い

'

P

JJ
川

o
o
e
'
一叩

M
明
1

φ

l

r

J
中

村

海

み

L

公

i
'
Z
柑

は

鎚

什

L
b
M
U
M

-

図

朝
刊

p
h
，
N

小
:
“
い
，
.
1
7
1
H
h
・
J
u
u
川

H

U

H

-

"

な

お

け

一

刊

に

い

'M

W

A

e

-

-

M

D
問

削
M
J
お

誌

パ

川

、

ー

…

…

む

お

H
川
ハ
川

V

V

3

v

b

z

m

川

心

配

引

い

し

い

お

じ

川

州

m

t

〈
、
凶
ほ

r
V
1
J

J

・
-

2

.

、2
1
2随
時

U
3

・J
U

hリ

a

日

i

t

o

-

q

s

l

M

e

i

n
-パ，
g
川

町

削

制

山

Mmハ
町
一
即
日
調
阻
止
厄
剛
一
則

-
J
U
ぃ-
M

川

削

削

川

l
む
-
1
1
偏

向

リ

山

間

1
山
叫

H
副
聞

u
d
t
H
内

Y

白
川
内

n
v
h
R
A刊
・

3
内
航
、
ー
、

sg
wη
r
w

H

A川

UH

UH

鴇

a
a
j
l
i
m
e
制

u
.4
内

ご
図

J
τ

;

u

H

-

h

叫

m

A

;

?

h

r

一
川
齢

r

f

μ

u

f

w

札
山
明
暗
内

・
色

u

n

J

ぷ

〈
-
司

j
!
司
令

t

凶

1

2

峰

、

山

1

・
叫

i

色
代
&
F
叫
担

h
v
"

土

1

H
邑

坤

『
同
出
防
怜

t
J
l
!
V
l

-
-
躍

l
叫
峨
は

l
ψ
l
&
l
u
l
的

I
け

嶋

1

1

人
峨
同
士
$
・
柑
パ

土
内

t

t

陶

y
t
一日

平

川

MVhnMM計
出
お
お
お
判
制
蜘

M川
Maunrr，
U
寸
汁

川
小
川
町
立
制
川

叫
川
州
日
寸
抑
制
判
中
川
市
品
川
ぬ
訟
川
判
川
明
九
位
官
官
叫
川
川
悦
叫
川
叩
州
附

判
川
官
路
一
れ
単

ω

川
れ
U鴨
魁

W
M
W
MW
M
W
U
W
M
W
MW

W
M
W
M
W
M
w
u
w
u鴨
凶

W

W

MW
M
W
M明
凶

明

Mw

ru
v
M
W
M
W
W盤
W
M
W
M
W

ヤ

O

S
Aw
-

，.
4

4

6

2

h

a

b

a

‘

d

t

g

a

h

a

s

・

8

3

S
M
W
1
2
3
2

・b
/

側

E
一-
HJ
z

h
d

副

/

川

K
L十
i
J

-

ト

J

-

(

1

誠

一
l

-ー

l
p
a
/

-

「
、

uo

一

、

、、

域

い

一

;
J

tp
 

リ
J

• 
ヒ

日州岡山丘 二 一一-' - ー ー 一 一 _..2:.H=，、川治nl-一"'""'"- l - 、，~- J 一一
1・一?? i'h-J;LZ手ア

c一一
σ」
K

Ib'，I，，!; 

I 
E世iヒ寸る品目当色tl.U阜市・
，J~人 -， る

c 

D :; Q. 

，、
:7 

削

l

一1
¥
「
一

M
L
か
ト
ト
k

f .i 内ア六プです寸t 守い でのγベ
，，'dll"1 (，り11・υ
C:，. GTlFI 

ーだJ

0' 

。
」←『一戸 γ 』

<SI19> 遺精図 (2)

-21ー

矢田野遺跡W第 7図

_Q_ II-KNXIIlI 



< SI20> 

平面図 ・断面図 (S= 1/ 60)
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たiknり込みをもつものである。柱穴のこト.府では、4I内のような拍i)f.!:lli土が認め られ、他は抜き取り後

の純!十貯を示す。検出された柱穴位前:から憎の立ち卜.がりまでの床lilj隔が扶いこ とから、 竪穴の'"央

に対 して、ずれて林火が配慣するタイ プとは受けられる。

カマドソデ崩壊了卜.が確認で、きなかったため、カマドは淵filx:外に{立i世するものと忠われ、被止を見

ると 、単帽をよ己しており、建物廃絶後一折埋め民しがなされたものと判断される。11七十造物は総数で、

須忠出食膳只 2 点、須恵器貯蔵Hl 点 、 十~r:ili (，，~ :f.i:'，炊H2点のみで、あ 1)、極めて山止造物は少ない。 し

かし、掛ブjから出土した杯G身 (11(1 :\030 ) が 111嶋編年 目 lJ~J にあたり、|ヌl化はされていないが日 1 - 日

21別に位世づけられる郎A も/:~，上することか ら 、 構築段|栴では llll則 、 その後 II 2m]までi初日されたnf
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< SI20> 遺情図 (3)矢田野遺跡VI第 8図



能性があると考えている。

〈床の状況と掘方) J*は全l而貼床を施している。北IHlJ1/3とP2北側位前で、床の弱い硬化が確認でき

る。l!li床は、 kl:':褐色上をベースに硬化する明褐色-1-.塊が3-4剖i昆u:するもので、制)jとl!li床が一体

となった:1:同断面jと深さを坐している。肘方.:.1".坑は認められない。

③ S I 2 0 

〈立地・規模・形態) F'. G -1 . 2G rに位世し、情j剖溝と峨支柱をwう自宅立式建物と考えているもので

ある。プランは歪な長方形を民し 、建物規模は、 480-510 X 595 -615cI1I、市i積[29.95111"をiJllJる。カマ

ドは検11'，されておらず、主弱"はN-490 -E。

〈壁周溝と壁周溝内ピット 〉 控には、l附25-32cl1I、涼さ 5-15cI1Iの壁刷構がl!!!!る。深さについては、

京111リの溝カサ1:';i~. に浅く 10cI1I以内に ffi まるものの、他の 3 本の椛は 10- 15cl1Iの深さを ~v. している 。 l剖 i蒜

|人jでは、ピ ットが検出された。ピットの脱棋は様々で、浅くて10cI11以内、深く て28cmをil!lJり、ピット

の径も大小様々 である。ピットは等間|涌に松ぶものではなく 、密度をも って並ぶ筒19Tもあれば、東側

j告H詳のp}，i!nIJのようにピットが検出されていない筒所もある。このピット列は木蹄:の岐同;ではないかと

考えている。

〈床の状況・覆土 ・掘方、遺物出土〉 建物の3/4に即il本が認められ、建物京i則は地111床で、ある。l!占床

は、妬!プjと一体となった土!併を込しており、弘樹色土ベースにやや硬化する黄褐色や褐色の地山塊が

混入する士をヰ:体と している。床面は、rl1火が計千マウント状を示すものの、ほぽフラットと需える

ものであり、際，:':i8.6mを基i¥J，としている。

間上は、5-15cl1Iの!早さで、上rMがかなり j'ilJ平されていることを物語るが、床rrri近く に地山ブロッ

ク塊がftI'tかに見られる以外は、単府を正J'す。品a!方には、Jftlブj:卜.坑など一切認められない。

出土泣物は総数で、須忠:器食l謄n5lr.、須恵器!!?政U5点、土自ili器煮炊貝・同点のみである。床面に

張 1)f.Jι 、て1'1'，+.するような造物はなく、 WLI'. IJ、ら 11'， 止している 。 時期は 1 - 田J!:1J にあたり 、 均~I-Iの輩

( 1叱1¥031)・身 (同Ko32)が 1!明、7111:紀代Da類と Dc類当てn.をもっ須恋23饗が盛岡構やピッ トから出

上すること 、夜上から/]'，上する 日1-日21別にあたる綜Aが2点、lifrniにケズリをもっ盤もしくは杯B

の身は 凹mJtJ、!年のもので 1.夜、この他、在地型の調整をもっ十.削指J党炊貝.が3点と、ロクロJ&形の調

整をもっ煮炊.f~.が l 点である。

③ S I 2 1 

〈立地・規模・形態) SI20床 -1;の t~!-; j tJill j'ilJ 後に、大烈柱穴が検/J'，されたことを受け、改めてST20J主物

外の東側を精査したところ、柱穴や部分的な浅い許ち込みが検，'1'，された。SI201ボr(1iレベルでは柱穴は

全くはえなかったため、 SI20構築以前に 4本宅柱の大型建物が存在したと判断したものである。部分

的に検出できた控の孫ら込みは、 ttjさ10cm以内である。規模は推定で、 710X590-620cm、建物百!ぽI

は45111:1'誌になろうと思われる 。際シミ主ilqllは、柱穴取11に合わせると、 N-500 -Eとなる 。北京監は

SK601に切られ、カマド位指は不明で、カマド被熱や、カマドの地山被熱さえも一切検出されなかっ

た。

〈柱穴・覆土と床・描方・遺物出土〉 柱穴規紘が筏80-100cm、深さ50cmを主体にP3のみ40-44cmを

iJliJ !)、しっかりとした制り込みをもっ。柱間寸法は 、縦il1111で390cm、航11引1350cmを測る。!亮絶時には全

ての作が抜き取られ埋め反されており 、部分的にthi!方組土が残存 している。

従土と床の境はl明確に確認できない状況であった。斑上そのものは、S120m:卜.と非常によく似たも

のであり 、始ど同 じといってよいかもしれなし、細Jiについても 、拘11i担1.ご1:らしゑ十府は確認で主て

いないが、 1'層がI況に柑!方車[¥:ト.で、ある可能性が伺える。床lrliが検出されていないことから、この建

q
d
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物は、 SI20よりも 1'，ifliレベルで建物床がみ ったIIJ能性も考え られる。SJ21出来後、 SJ2Jのlよを，，1IJさ取

る Jf~で出に tJilJ !)込んでSJ20を桃築したと 25aえるのが安:liでなかろうかそして、 JJL代カクランにより、

Sl20建物外の部分のSJ2J の JÅ~ も削ヂされてしま っ たと忠われる

IJ 、W~の床卜['，坑が 2 去し、いずれも柱穴に殺して検lI'， されている r 1'5は、 J{(王122cm泌さ36cmをilllJる、

.IJ.H白色 1'.や山色 Lで'tliめられている状態であ った

IIU :;品物は総数で、街.1!1: ~i.f食 l民 J t J 点、 ~fi:r，よ〔出Jþわ長 J~ 2点、 1'.r:llii1;i:煮炊J!.7 .I.~(のみであり、側めて

少ないー

( 2 )掘立柱建物

① SB38I.n 

2~qrの建物がw秘するもので、 S838 Jの後にSB38日が建て られている " ~Iíj手?とも阿部分がI制 ft: I '(外

となるが、 21jj問責|烹で検1'1'1されている他の州立紅建物から子!日、すれば、 4ないし 5問x4 IIIJの!![IJH国!

物となるのだろう 。建物規絞は、]が、tiin推定6.2111または7.8m、梁行6.0111で、推定ITrI新37.2111"も

しくは16.8111となる。 日は、 fii~ j' tfi~定が I と liiJ 秘lこ6.2111または7.8m、桁行6.]2mで、推定Hri高iiが

37.9[1111もしくは47.73111‘となる。 ]と日は建て称え建物と考え られるが、liiJじような規悦に間ま った

ようだ 建物主軸は、 ]がN-40
0

-¥V、日 がN-39
0 -wとほぼ変わ らなL、。

S838 JもS838日も、始どの柱穴で柱H:泌が残っており 、f-:i)氏f(oがj二に持していた市1>分が、硬化し、

柱投出部分が(1色のjWi1'.質とな っていて、非常に分かり易い痕跡である。柱任は25cm税である。 Iも

日も柱問、J'法は、概ねJ40cmか]60cm{こ決ま っているものの、柱筋の通りがよいとは戸えなし、。 Iでは

1'3とP9が村の'11心を通らず、外側にずれて牲に接する配ii1i，をと っている。また、日 では、P6底的iの

律みが‘本i:のあたり'とすれば、かなりずれることになり、また、 P8は内側にずれがみられる。

柱穴規慌について 、 P8は 1 ・ HfTわせて作J56cl11を測り、それぞれでは、]が任60 ~ 80cm 、 泌さ 30

- 70cmでP5のみ20cmで、ある 。 日では任72 - 92cl11、深さ 30 ~ 60cmで、1'5のみ 5 cmと飯めて浅く異質を

!I!，すが、他には検11¥されなかったものである。担上については、]と日の分!刊は凶誕11であった。かろ

うじて新111を確認できたのは、P2や1'3であり、好iどの担!上が人!) 混じ った!併をなしている。 E段|併

で I の柱を抜き取り後、 村火をJ，lJl.め灰し 、 柱 fï~ti1';，を南京へ少しずらして倒s築しているため、 I段階の

柱穴内t'll1'，がIlf:.t階でよよられる t~liこt と似じる現象カリ1 :市に多い。

/lU'，j也物は、 釘!!I:~I~ 食!鴎H2 点 、 倒止忠.(器!貯行貯!'i:ii磁定ωj共~ 2 .1点t

]忠ι日出:ir食主tl脈蹄jハLカかも Iυj則にあたる j勾+引Hの身と苦益t 、 二十'.r:m 器:r.:炊H はすべてイ1:地却! ・ ~ [: ロクロ成形タイプである 。

② S B 3 9 

H. ] ー ] ・ 2Grに位置する、桁行9.08mtl'~行5 . 8111 で'Î(lÍfIT52.66m を測る 、 51m x 4 1M)のfWJ柱建物であ

るやSB40・S84]・S842とA政し 、S120・S12]とほぼ建物取hを同じにもつ。建物j:'llqlllまN-52
0

-E。性

111) 、J' ì1~は 120 ~ 160cm を主体とし、相;正~hの検1I\されている斜所では、全て J 40cm を測る。 桁行それぞ

れ lカriJi'ずつで、は280cmのイi{!となると筒所があり、 11t[~)に杵が ] 本あればちょうどよいのだが、 検 1 ]'，

されていなし、。柱穴プランはj疑ブj背5プランカf多く、ブJJI:~ をなi故するに印ま っ たものであろう 。

Hンミ規十日では、i主が64- 80cm で、 I;I~相:が必ず80cm とな っ ている 。 j京さは、 60cm を主イ本として、 id も i架

いもので、80cm 、 Jlt. も浅いもので、44cm を測るものの、 Ji~ 1自jが拡げ:j8.l m ラインに収ま っ て中杭にバラツキ

をもっといったところである。柱は廃絶|時に、抜き取られ埋めIJSされており、抜き取り)JlIIJに一定判:

はな L 、 。 P 1 2で ‘柱のあたり'が確認でき 、 このijRが25c01で、ある 。 また、 6 カ ÎiJj' で柱!五~j{が残存して

おり 、こ の径が20~26c01 で、あ っ た 。 杵筋の辿りは 、 桁行梁行とも良好である 。

11\ 十.造物は、総破片数で、須hb;器食!常兵 5 点 、 須Jilt;器l貯蔵具 2 .1.'.( 、 十.師?~食!陪，H3 点 、 土自ili器煮炊

-25-
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平面図
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<SB40> í~-(x.PI刷問11 平面図・断面図 (S=1/80)
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H20点、鉄棒 l点、焼成粘土塊2点で、ある。1時期は T.日月jにあたり、またW即]の推Aが l点出土し

ているが出在したものだろう 。前述したようにS118と接合している造物があること、また、土師器煮

炊兵.では非ロクロ形成の破片は 3点、ロクロ形成のものが17.'.'.(認められる。

③ 8 B 4 0 

SB39よりもやや東へずれて位置し、 SB41・SB42とも重複する。桁行8.2m梁行5.4m、面積44.28ば

をiJ!リる 、5間x4 flflのIWI柱建物である。建物主治Iiは、N-500
-Eである。柱間寸法は、桁行が160C01に

統・されており、決行は 1llil分が120C01となるが、他は140cOIに統ーされている。柱正痕はP15のみ検

出されて、径が24c01程である。柱穴プランは擬方形が多いものの、11111が揃うということもないため、

SB39同様にh形を意識した故と思われる。

柱穴規1'l:，~は 、 経65c01 を 主体に 、 最-大で、76cm 、 前小で60cI11を測る 。 1拘束桁行の柱穴Pll - P14 は 、

SB39住穴と共有しており 、そのために規模が大きし、。深さは、52-60cl11が主体で、最も浅いもので

40cl11をil!1Jる。柏:は、 J発絶時に抜き取られ埋め反-されており、抜き取り方向は多ん-向である。柱筋の通

りは、P10がずれているように思われるが、上回カクランのため下底部分のみが検出されている状況

なので、全体としては非常に良好と判断される。なお、前述したように、 SB39と4-4互の柱穴が共有

されたものか同じ位置にあり 、P4・5がSB39柱穴に切られていることから、SB39はSB40の建て称え建

物である可能性がもたれよう。

1'1'，土j立物は 、 須恵背任食!陪J~. 3点、 土師器食膳具 2点、十.師器煮炊J=t.22点であるom恵器食膳具では

1 WJ、土師器:r.t炊具で、は非ロクロ成形破ハーが13点、ロクロ成形破片が9点である。

④ 8B41 

Iー 1Gr*.体に fIi・前-する 2間x2問の総件砕物であゐ。建物槻棋は、桁行4.4-4.72m、梁行3.72九

3.84mで、P7のみ桁行と梁行が直行するが、これ以外は杭行せず、 歪んだ}IL而プランとなる。建物耐ー

杭は17.24nずで、建物主制lはN-!J50 -wをとる。柱問寸法も揃うところはなく 、176-256c01を測る。柱

圧政が比較的よく残っており 、性筋の通りについては、P1は外側にずれ、P8は内側にずれるため、

性筋の通りは思い。しかし、深さがあり、しっかりと掘り込まれた柱穴である。P7では ‘牲のあたり'

が認められ、この径が20C01、他多く検出されている住民痕は、径18-22cl11を測るため、牲の太さは20

CI11科で、あったと忠われる。

/1¥ -1て造物は 、 須EB:出食l陪H- 5 点 、 須恵器貯蔵具.2 点 、 +.削j~~食l賠士t. 1 点、土師器煮炊具18点。

⑤ 8 B 4 2 

H. 1 -1.2Grに佐世する建物で、SB39'SB40・SB41とw.:fをする。建物規模は、桁行6.2-6.6m、梁行

6.52-6.6m、建物而和29.18m:を測る 、41叫 (南東桁行 3mnx4問のIWJ柱建物である。現地調査で、

P9南側に良好なピットが統いて 2本、P13にも続いて l本のピットが並んで、いたため、6間x411可の

償配置;建物と考えて調査していたのだが、掘)1:柱穴の深さの方が竪穴建物掘方よりも深いはずにもか

かわらず、竪穴建物区域から掘立柱穴が検出されなかったため、現地で4問x411月の規模として判断

したものである。この建物は北西桁行とl*i114 ~紫行が直行しておらず、 また 、 南桁行は 31UJ で 、 他のfm

)L柱と柱穴を|むlじにもっという、いずれにしても疑問が残る建物である。やはり、 6問x4問の可能

性は行定できず、そうなれば桁行9.8mとなって建物取i積は64.29111ーとなる。建物主軸はN-53。帽E。

性|日j寸法は、144~ 172cl11で、東 iJ~行は 160c01 ときちんと配置されている 。 柱穴は不整円形や擬方

Jf~ プランを2d. し 、 規模は径60cl11前後を主体に 、 最大でP 1 3の80cOl 、 長 /J、 で'P3の52cl11を測る 。 採さは、

間柱をやや深めにも っており60C01前後、'1'柱は40cm程となっている。深さからみても 、lキHir行の柱穴

は、特異な深さを呈 している。柱筋の通りは良好であり 、柱圧痕が9カ所で検出されている。その径
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平面図 ・断面図
柱穴土層断面図 (S=1/ao)
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<SB42> 平面図 ・断菌図
柱穴土層断面図
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平函図 ・断面白 ・柱穴土層断面図 (S=1/80)
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は23-25cmが宇.体であったυ 建物廃絶時にHは抜き取られており、才若j:r: 4'侃開1方j1抗刈即矧[1取県Il.-1 

め Jμ~~ されている o

"'" 卜J立物は、破片総数で、~.ri ，'主総食lJ者!~. 2 .'，'.(、十州j部:f.í: '，炊 r!，22/~である 。

⑤ S B 4 3 1・E

K-O・lGrにあたる訓先|くの北端から検出された側住建物である(.' I半j桁行1I/IJ分、 IJ可史:行 21/JI分が

検山され、成{':Hii11' 5 .6m、残干{.u~h3.4l11を測る 。 建物胤般を~míじすると、桁行 7m梁h'6.4 m、推定

IIlimは44.8市科になるものと忠われる。この建物は 2悼の建物がJJH反している。松初に、住を深く HI!

っ立てた方が先で、これを抜いて少 し内側に柱位ifLをずら し、柱IHJ.h去を若干縮小して、先よりも浅

く村を制っ立てて、建て替えたものと考えている。 1'.肘断而での確認が難しく 、11m .dラインでのみ

町民主できたため判断した。 6附が Iを埋め反した上府で、 51日 ・2肘がB段階の廃絶時にtll[め戻さ れ

た-t-，と考えている。建物主羽1iは、 N-510 -E。

長t附寸法は、 Iが120・110・160・180cm、日が120・160・180cmである。180cmという 長さについては、

P3・4t1IJのみであり、 SB39と同様に、建物のこの柱間だけを長くと っている。杭穴規税は、 1. nとも

符60cm前後を主体としており、深さは、 IのP3が最も深くて60cm、他は旧地表に添った掘り込みをも

っ。 日は、|珂 IllJ~ が深めとな っ ている。

IL¥-上i立物は、 須l忠L立〈器i食主tl膳賠具 lト"点t

⑦ S B 4 4 

F'E-O・lGrt二位慣する建物で、 SIl8やSK603と重複し、柱穴24，;のみ調査同外で欠けるが、全{体本の

{彼主元は l分I可1ザf能でで、ある。主建~物 tか払~け4

柱E建主物で、建物ιE羽1iはN-180 -Eをとる。柱1/1)寸法は、 120-232cmを測り、商従:行で、位問寸法120cmが

21111分と 140cmが 1~IJ分で、他が揃っ ているものの、他では揃う所はない。 杭穴規般は、径40- 44cm

が_j:.体で、最大筒72cm。深さは28-32cm測り、浅いもので，16cmで、ある 。 柱は、建物J~t絶時に抜き取ら

れているが、‘柱のあたり'を確認することができ、この径が10-14cmで、ある。出十.造物の破片総数

は 、 須TL':器食賠ι~. 1点、須;容器l斤縦Jl-l点、土向li器食腕f!-!.1点、土師器煮炊J.-l-3 .'.'，(と極めて少なし、。

( 3 )土 坑

① SK601 

G-IGrに怯i在、 SI21を切って掘り込ま れている土坑で、ある。規模は、長径170-188cm、短径80-

84cmをiWJり、深さ30cm程、:長方形プランを早ーしている。底的iは、ドj'Uで、 l卒jfWJでは一段{吐い落ち込みを

布す。 j立物カ{H'，士していないため、時期は不明だが、 主体桜土の i 府には、合有物が殆と''it~入しない

以褐色土であることや、 )j形プランの形状から、この土坑は慕峨の可能性がもたれる。

② S K 6 0 2 

長径140cm、開{主100-106cm、深さ35cmをiJllIる不繋桁円形プランをftし、!氏HJIには北から l卒jへ16Jか

い段状の落ち込みをもっ土坑である。覆土は上ド2肘をjょとして血土が認められるが、内然l柱積府で

あろう 。 11'，士造物は、モl:地基~ ・ 非ロクロ成形の;tíがく具f波}'I ' 2点、ロクロ形成の煮炊具 1点、糸切りの

ミn氏赤採椀 1....，( 11¥十.しており 、 1 -IV!羽までの時WJllJlilをもつが、 W期とするのが妥当だろう 。廃棄::.1'.

坑とするには非常・に出土造物が少なく 、機能は不明である。
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平面図 ・断面図 (S=1/80)
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平面図 ・土居断面図 (S=1/40)
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第17図矢田野遺跡VI 遺構図 (12) <SK601 • SK602> (S=1/40) 

第 5 節 出土遺物

21j立制;からは、パンケースで8箱の泣物が/1け:した。造物航片数では、 mIJ:I:t指食膳具91.点、牙須l恐恵.器

!貯!斤?蹴共lロ29釦.'，1λル，I，iり，1ム:

点でで.ある。迂逃;構別デ一夕は、表2を参考にされたい。全体を通して、須!ι器出上部が低いということ

が7守え、遺構としてのカマ 1，"が 1悲も検出されていないのにも係わらず、ごI-:r.ifi器煮炊J-¥.のLL¥土が非常

に多いということが特慣である。集落跡からの出土傾向は、_t削l器に比べれば大抵低いものだが、そ

れでも須恵器食!陪具でILHよ率が全体の10 %弱から20%前後の数値を示す傾向をもつのに対し、 当調斎

l丘では4，8%と低い。

!手穴建物SIl8のrJ[で述べたように、 S1l8' SK603 • SK604 • S1601の出土造物は、 ia構問での披合が
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第2表矢田野遺跡VI 遺憾別出土遺物破片数データ表

IN込

lfxn， 

可能であり、焼け弾き品が多量に11'1土することや、焼成粘土塊の出士もfTわせ、これらのiS構群が土

師探焼成坑の関連遺構と判断できた。 そして 、 これらの遺構群から出土する士~í1j器は 、 本調査 IX:の尖

に7割以上をr4める。逆に、土師協焼成抗|期述以外の出」二ii:;は非常に少ないわけだが、Jて聞がカクラ

ンを受けて、地構が削平されていたことが、少ないことへの要闘になるのだろう 。

上記のように、当訓査|丘では、土師器が=ドー体で、Hけてするわけだが、ここで、土師器煮炊具について

見てみる 。 非ロクロ成形破片は425点、 ロクロ成H~破片は809.'試を数える 。 ~I~ ロクロ成形のものは、所

謂、在地型とも 言える伝統的な器穂、器形、技法を受け継いでいるものである。例えば、1I什1'.に多討

のj昆手LI材を入れ、II縁が頚部から外1f!11Iこ ‘ くの字' に J;i り 、 !幻F~f去に内外の縦ハケを施して器簡を調

鞍する、所調、在地に古墳時代から受け継いでいる伝統的とも 笥-える技法である。これに対し、ロク

ロ成形破片は、ロクロ Inlilti叫による工具痕跡が認められるものである。器開には、ロクロ成形後にハケ

調整やケズリ制繋を行うなどの器而調書聖を行うが、ロクロ成形という新しい技法と古墳時代から受け

継がれてきた技法が融合した、同者の技法をもつものもあれば、ロク ロ凶11誌による二l具痕跡のみを有

するだけのものも認められる。

当調査医では、古来の技法から、新技法への過度的な技法をもっ破片が多いということが脅え、こ

れが土師器焼成坑と何らかの関わりがあるものと考えている。

1 .竪穴建物出土遺物

(1)SI18出土遺物

① 須恵器

この竪穴建物から須恵器食膳具は、t不Hが2点(凶Kal. 2)、町、Aが 7b: (実 ìJ!11 は iヌINa3 ~6) 出十し

ている。杯Hは、受け部高が短く内傾するiIt終段階の様相をもち 、多く/t¥土する杯Aは器形や釦など

偏平を52している。このほか、陪li¥a7の甑は、'-1縁と胴部の接合がしっかりしていないものであるが、

-36ー
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第18図矢田野遺跡VI 出土遺物(1)<S118①> (S=1/3) 
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第19図矢田野遺跡VI 出土遺物(2)<SI18liJ. SI19 . S120> (S=1/3) 

IfiJ-'f同体と見なしてよいと思われるものである。性均i1tlt，泊、つまり焼成不良で柔らかく白色に近い!火

色を出するもので、柔らかいために)阿部外耐の訓j繋はよくわからないものの、ロク ロ成形で、内而に

は当て具 、縦ハケ 、指ナデ調整が施されている。

② 土師器

上仰器の}十II鉢 (~INo1 6) は 、 íl筏 18cm を測り 、 l寸縁端部が若干内i巧気味で、片方に指で下方へ引

っ限ったとみられる片IIがつけられているものである。ご:湖台地では通常みられない器槌であり 、地

にしては法就が大きく 、)]阿部から II縁に主っ て垂直気味であり 、また、小関鍋にしては法誌が小さす

ぎ、その に 片口である。外面下午にヨコハケ後ケズリを伴い、内聞にもケズリ調整が認められる。

内面ケズリ調整は、「近江系煮炊貝」の10様式 (TIく10古)に成立した古い調整であり 、その後12株式

(TK209・TK217、 7tlt紀前半)に|人l外ノ、ヶ調整後外I自i下千・のみケズ リ刺殺といった手法が成なしたと

され、この調整は近江主Eに見られるものである。 しかし出土 したJt口鉢はこのような調幣をも ってい

るものの、 JJ台土は在来型であり 、近江系煮炊具の調監の影特を受け在地で‘作 られたと思われる。

ーI-.Sili器高杯は、全て ロクロ 1&形の脚古|υl'~2:の 2.6杯Gであり 、 i叉1\08は焼け弾き品で、ある 。 いずれも

内外ミガキや内出品 ・赤彩品は確認できず、 II2期 と考えられるものである。

上師器地は 、 非ロクロ成形の域H ( 凶:J012 ) と 、 ロクロ J&Jf~の椀F (図¥013・15)が隊認できる。hiI

Fの[¥013は深身で内而にケズリをもち 、No15は涼身で体音ISが開く器形で・内[11に ミガキを施している。

両者とも庇i師にケズ リを伴う 。まだ、宮者11的な様相は認めら れない段階と考えられる。

。。
丹
、
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~r:;:炊J-t- は、長刷釜 、 短月|時釜、小釜 、 浅鍋が出土している。 この他、 11縁端部に簡をもっ釜の r 1縁と

考えられるものも山土している。いずれも、非ロクロ成形とロクロ成JIまのものが認められる。長胴釜

は 、 非ロクロ成形で、頚部内面に横ナデ誹~~室、外面に縦ブlilÛJのハケ調教を施す、典型的な在来型の手

法で作られているものである。短JJ向転には、ゴ1.:ロクロJJ記形とロクロ成形の阿者が認められる。非ロク

ロ成形品の|司1'¥020・21は在来型手法であるが、|人l簡はケズリ調整ではなくハケ調整が施されている。

小釜は、ロクロ成形で、内而胴青1¥に斜め方IbJのハケ調整を施し、外商i胴部にはハケ調整は見られない

が、下半にケズリ淵繋をもつものであり、近江系煮炊具の影響を受けたものと考えられる。煮炊具か

らは、典型的な在来捌の手法をもつもの、在来型と移民系煮炊具が融合した調整をもつものが認めら

れる。

③ 時期

以 1--の出士.造物から、須恵器では川嶋編ゴF1 1期と考えられる杯Hが出土 しているものの、数量とし

ては IJl以降から11¥上する坪Aが多いことが_I--げられる。土師器煮炊共においては、額見2B期 (日l期)

では、 f当段階では、在来引に内面ハケ日調去をを施すものはなく、在来型煮炊共に移民系煮炊-Hから

の顕若な影響は認めがたいjとされること 、次段階である額比3A却jで「定型化した郎Aの出現段階J
とされることから、時期は、額見3A-3B期、出11鳴編年 IJ1新-IJ 2期に位置づけることが妥当と考え

られる。

(2) SI19出土遺物

当建物からのm上造物は極めて少なく 、実測可能であったのは、lき1N030の杯G底部のみで、ある。器

肉は ~~i~ く 、 底而は丸く、ロクロヒダを顕著にもつものであり 、 焼成は非常に堅綴で、紫がかっ た背灰

色を主しており、内部には灰がびっ しりとかかっているn この他、実測不可能だったが、 須~: -(，if杯A

蓋の11縁端部が出土しており、土自lIi器では|勾聞にハケ調整や当て具痕をもっ煮炊具破片が出土する。

時期を決定させるには地物に乏しいが川ø!r~編年 II lJ抑 ~ 日 2!~jになるものと思われる 。

(3) S I20出土遺物

ヂi建物からの出土遺物も少なく、実測可能であったのは、凶尚31のJ不H天井音1¥と、凶1'¥032の上司、H身

である。この他には遺構で記述してとおりであり 、時期jの詳細を提示するのは難しいが、杯A破片が

2.'，'，':山士していること 、7ilt紀代と考えられる当て具痕をもっ挫胴部破片のI:M:十と 、田期の造物がた

またま混入したものとすれば、日2朋とするのが妥当と思われる。

(4) SI21出土漬物

この建物からのIH土造物も少なく、実il!リ不可能なものばかりであった。遺物の詳細|は遺構で述べた

通りなのだが、 IItt-，須恵器食l賠具で出土した杯Aまたは杯Bの口縁破片が l点で E期にあたると思わ

れるもの、斑胴音1¥はDb実目当て具がみられるので 7iU:紀代のものである 。 土師j'~'if煮炊具は!大l面ケズリ

調整、外r('Iハケ制整が施されているものばかりで、非ロクロ成形の在来型である。時期を決定付ける

造物は少なく 、S120との切り合いから考えれば、日um以前とするのが妥当だろう。

2 . 掘立柱建物出土遺物

(1) S838出土遺物

SB381 . II からは 、 須忠(6~杯Hの輩と身が出土しており 、 阿者ともケズリ調整はなく、住1 ì\034 は受

け青1;が内側して短く 、11径12cmを測るものである。十.師器煮炊具は、全て非ロクロ成形の在来型であ

り、よって時期は、 II1 J閉までにあてはまることとなろうが、I朋とするのが妥当と思われる。

(2) S839出土遺物

SB39からは、特によ師2持者:炊具1波}'I・が非常に多く tl-¥.:1二する。非ロクロ成形の議底部(1三1;.1040)は、
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-' I~肢を呈しており、|付而にハケ調整が施されるものである 。 |ヌ1:\039は恕1]何発円縁で、くの字 1 1縁とい

う在来型の11綜形態でありながらも、ロクロ成形であり霊(i帝1>1付面にカキメ湖殺が見られるもの。この

他にも上師器煮炊具TiI，k:片は多く、ロクロ成形破ハヵサエロクロ成形破片より破Jt数は多い。ただし、ロ

クロ成形でありながら 、内面ケズリ外耐ハケ調整といった在来系調整をもつものや、そうではなく内

外カキメ調整のもの、外而にケズリをもつものなども出土しており 、移民系煮炊具の影響が顕告に現

れているといえようか。勿論この{也にも多様な調整をもつものが11'.土している。平岐路形という朝鮮

系:fJ:炊4-[.の影響を受けつつも、 |勾而はハケ調整を施すといった、在地化現象と判断できる。よって、

SB39は、杯Hの身と叢や践とい った11111!e編年 目1WJまでに位置づけられるものもみられるが、他の.'1'• 

• :-1--.泣物では額比3A-3BWJに時j引をもち、 111嶋編年日l新 -[121明に位置づけられよう 。

(3) 8840出土遺物

SB40からは、杯Hでケズリを伴った底部や叢の破片、(1きIN044) は上flm器小~• .!鍋で、内luiにミガキ調

書冬、外I古iにケズ 1)調整を伴う 。関化可能だった2点の上自ili協はいずれも非ロクロ成形のものである。

この他にIJ2WJ以降に出現する郎Bの蓋天:)".部分や、しl縁端部がIV期jの特倣をもっ鍋も .'+'.:+.している

ものの、名 l点ずつである。圧倒的にtl¥:Lが多いのは上師器煮炊共破片で、在来型の調整をもつもの

が多い。以上から時期は、 SB39との切り合い関係も合め、額見2AJ明、川嶋編年[l1W]までに収まるも

のと忠われる。

(4) 8841出土遺物

SB41で凶化したのは、天安1:にケズリをも っ た均~H珪 (1ヌ1)1046)、体音1>の立ち」二がりが弱く内向する

制見2A則に相当する町、日身 (1ヌ1 1\047 ) 、 器 l勾が待く口縁端部が外反する出~f~の図\048は杯A身とした0

m恵器1'11誕U縁 (じ(1¥050)は、口縁端部にかけて|人l均気味で、内fI百に段を合-するものであり、 Iumに認

められる端部形態である。土sjli慌の餌胴釜底部は、平成をぶして内外にハケ調整が認められるもので、

平成という朝鮮系煮炊Hの影響と、内外ハケ調幣という近江系煮炊jt-の影響も窺えょうか。この他に

は、土師器煮炊t~ で，. ~~: ロクロ成形の在米君~!調整をもっ破片が多いが、ロクロ成形の破片でも在来型の

澗鮭をもつものがある 。 総じて |時期は、傾見2A ~3B期jの 111 11!r~編年目別にあたるが、日期でも初段階

の日 1WJゃ [12期あたりになるのではないだろうか。

(5) 8842出土遺物

このi也構からの造物も山土は少なく、|刻化.'P.来たのは杯H身 (¥052)1点のみである。このi也、D3

却j以降に出現する円縁端部に重焼痕跡をもっ杯A破片が L~:出土 しており 、 土f:in器煮炊共で・は 、 非ロ

クロ成形破J¥'12l(、ロクロ成形破片10....:(が出土 し、約 5割キといった比半を示す。|時期は田II!む編.11三日

31閉までに{立蹴づけされると忠われる。

(6) 8843出土遺物

SB43で図化出来たものは、関~Q53のこt.nili部内.'J汀:i杯の脚部である 。 外而iは剥離が著しく調整をみる

ことができなかっ たが、 内聞は内~Ii!:が施されヨコミガキ調整がなされており 、脚端部の形状から '1'実

になるものと忠われる 。 なお、内黒高杯は 、 間 II!号編.11~ J !明から IJ3期jまで賎る器形である。 この他、

やはり十ιIli器煮炊4，，(，破片が多く I~I \上し 、 調整は在地化が進んで、 、 様々な調整をもっ破片が認められる。

時朋は、額見3A-3C期のrHI嶋編年 目l期-II 31抑となる。

(7) 8844出土遺物

SB44で同化できた造物はない。造物量:については、j立構で既に記述i斉みである。 日l期以降の須恵

;得 rI1 !~i'古~J:不カ''1-1\ こ!-'. している 。
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3 .土 坑・土師器焼成坑 ・被熱遺構出土 遺 物

(1) SK601・SK 6 0 2出土遺物

SK601から出十する造物はなく 、凶化は不可能である。SK602から山土する遺物で、同化したもの

は、底部が糸切りの土師器赤彩椀F (住IK054)である。糸切り泌が見られるのは、 11111!脱届年IVJ明j立構

であり 、これと相当の時期と位置づけされるものである。

(2)SK603(土師器焼成坑)出土遺物

この土坑からのH'，よ造物は非常に多い。須恵器では、勾:A藍(閃N055・56)は全体に偏平を14しで、

大手|ニにケズリをもち、図N055は天井苦1>から口線端部から丸く務ち込む形状となっている。同i¥057も天

井にケズリをもった丸し、形状のものだが、凶N055よりも器IfJjがiEJjい。

J~. r.iIî器の出土は多い。 腕F (図NQ59)は、赤彩ではないものの、浅身で内外にミガキ調整を施され、

焼け弾き品で、もあ 1)、SIl8、SK604、SJ601、SB39と接什出来ている。このような比較的大型!の椀も

あれば、小刑タイプとなる}宛F (1豆IN060・61)も山土しており 、底部の閃i¥060は内外ミガキが認めら

れるものであり、両者とも質が非常に堅級で、焼け弾いた品で、ある。土師器日杯は、いずれも1[-'空尚

杯、ロクロ成型品である。図NQ62は大WI口径の杯音1>(盤状のもの?)が取り付くと忠われるもので、

焼き蝉きは著しく歪みもある。

よ師綜煮炊具の釜u!ilfi音11(図Na66)は、典型的とも言える在来系の非ロクロ成形品だが、他に比べ

交~ H\ して器肉が1Mいものである 。 浅鍋 (1支lNa68)も同じく非ロクロ成形で外面が典型的とも言える縦

ハケ調整を施す在来型で、内面はケズリ調整後にナデ調繋をし、その後!ilJi部工具ナデを施している。

甑底部 (同Na65・67)は、いずれも焼け弾いており、内HriがFfiど剥がれてしま っている。両者ともロ

クロ成形品で、あり、 i支INQ67は、内外カキメ後に指ナデ調主主されている。

この土坑からは、焼け蝉き品が最・も多く出土しており、またS1l81-t¥土品との接合がされていること

や出土傾向がよく似ていることから、何時期に機能したと判断してよかろう 。詳細は、前述した際穴

建物の①SIl8・SK603ab. SK604 . SK605・SJ601の)1'(で述べている。

(3) SK604出土遺物

このよ坑カ、らの出二u品物は、 SK603 と同様に正倒的~こ 二十'.r:iIî器が多く/1'，土する 。 実iWJ可能であったも

のは土師器ばかりだが、出土した須恋器は 、 t1、A破片2点と貯i~Jt具破片 1 点のみであっ た。

土師誌の椀F(図N074)は、ロクロ成形で内而にミガキ調整、外国底部にケズリ調整が施されたも

ので、赤彩は施されていなし、。短JJ同釜の刷音1I(1釜山077)もロクロ成形で内外に底部張 1)出しのタタ

キ -iiて具艇がみられ、外面上部にはカキメ調主主が施されている。最終調撃で内而と外而底音1Iに縦方

向のハケ調整を施すという、在来型技法を併用しており、朝鮮系煮炊共が在地化したものと判断でき

る。この短胴釜は、焼け開き品である。

この他に凶化できたものは、いずれもロクロ成形品ばかりで、全体としてもロクロ成形品が多いの

だが、非ロクロ成形の在地型の煮炊共胴青1I破片も出土している。探種別のIB土傾向、またS118や

SK603との接合が認められることから、ほぽ|司時期jに機能していたものと判断され、詳細については、

前述した竪穴建物の①S118・SK603ab. SK604・SK605・SJ60]の唄で述べている。

(4) SJ601出土遺物

この焼耐ijfi:構からは、上師器のみが出土している。肉化した2.';¥の士郎器はいずれもロクロ成形で

作られたもので、図I'iQ80の地Fは外而l氏帝1Iにケズリが認められ、内面にはミガキが確認できるが、赤

彩は施されていないものである。また、図化されているものを含め出土する土師器高杯は全て中空の

ロクロ成型品である。これに対し、非ロクロ成形の外聞がハケ調鞍、 JXJ商にケズリ調整をもつような
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在米型の議胴部(~Jut も IJ'.土している 。 焼け抑き品も認められ、 SIl8 、 SK603 、 SK604 との接合も確認

できる。時期はLU嶋編年Jl1 ~ n 2J明がとt休と判断されるが、SI18j立構群の中で遺構の切り合いからみ

て肢も新しい段1;骨のものと考えられる。

4 .ピット、包含層(G r ) 出土遺物

ピットや包台!円から山土する造物で、特に包合l国i立物には|時期怖が認められる。遺構からIH:I'，する

j註物のl時期lであるl目。lG編年 1!明~ D2WJは勿論だが、IVJ別に相当する造物が認められる。

5 .焼成粘土塊

焼成粘土塊は、 i立構で記述したように、 SIl8・SK603・SK604. SJ601の遺構群から全体の98%が.'1'.

士している。全体としてパンケースl箱分であり、総霊長は約2.8kgである。最も多く出土している

はSK603で、 5帽を主に次いで 1IMから多祉に11¥土する。その次に多く /1'.上するのはS118であるが、

SK603の半分以下のi訟である。その次にSK60/1でS118のIJU'，量のそのまた半分自iであった。

/1¥ :1-，する焼成粘土塊は、粘上の質からみると 2通りの質をもっている。 1つは、土師器胎土と同僚

の上 (1類)で、砂の多少により剥11分類も可能だろうが、ここでは一連のものとしておきたし、。もう

l つは、粘土がベースとなっているのだが、 j見手II~オ等を多く悦在させているとみえ 、 i絞殺、でlJ危く、 ιl'

にはスサ悦在の痕跡、をもつものもある(Jl類)。

また 、 ~:.Ii止の質以外にも 、 焼成粘土塊の表ìúiに痕跡をもつものがある 。

( 1類)では、押しつけたような平坦而をもつもの、 +Jfl.聞には稲誌l王痕が認められるもの。稲誌

の!玉浪のみが認められるもの。粘土紐が認められるもので、稲22圧痕がみられるもの。板状の粘土を

if{ねたものを軽く)Lめているもの。以ト'， 6種類の表町民同;が認められる。

( Jl類)では、割れているものも多いため、断面に痕跡が践っているものがある。まず、平担聞を

もつもの。 稲誌が混在するもの。 小枝と忠われる~U跡をもつもの。 XHで栂でつけたような痕跡をも

つもの。稲謡圧#r.も'Ii，jf!Ifnも工共痕も認められるものがある。以上 5極類の1<.江市長湖;が認められる。

目撃iのものは、S118とSK603でのみ山十.している。

第 6 節 まとめ

当調3年~~で 、 f1t も古い段階 (川嶋編年 I 期 ) の建物はSB38で 、 これと同時期もしくは少し後に、

S120 ( UI I嶋編年 目 1J~J)が構築される 。 次の段階 ( 問 11時制年 目 l新WJ ~ II2Jm)では、S118と内部に収

まる土師協焼成坑 ・こ仁坑群、被熱j立構、SI19、制立柱建物の重複群が構築される。そして、SI21は

SI20に建て替え、或いはS121のl発絶注みを手IJJIJして構築された建物だった可能性をもっ。i'Jij段階に収

まるかもしれないが、最終的段階にはSB42. SB43 (~rR鵬編年 Jl 3Wn が加わってゆくと思われる 。

以ヒのような建物の変遷を捉えることができる。

大きく捉えれば、7'II!:紀前半には数棟の建物しかなかったのに対し、7世紀中頃から後半に入ると 、

恐らく工房ーであろうSIl8と上師器焼成抗にてー1:師時生産がImtifiされ、外来系として知られる壁立式建

物SI20や小型建物のS119、そして刺立柱建物の数も明えて、活性化の様相を見せると言えよう 。要す

るに 7世紀前半と後半とで格段の変化がみられるのである。

また、当調資区での竪穴建物からは、造り付けカマドが検出されないという事実がある。調査区が

扶し、ことや、S119のように調査|天外に延びる竪穴建物もあることから、偶然カマドが検出されなかっ

ただけなのかもしれなし、。通常地山に残る被熱痕跡すら認められず、造り付けカマドを使用した可能

性が低いのではないかと思われる。大型建物で、あるSI21は、当然カマドを伴うべき規模と構造をもっ
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ものである。何し、 S120構築時の|捺に、カマド被熱までもi1jlJり取られた可能性も符定できなL、。勿論、

移動式カマドを使~Ii した可能性もあろうが、使用棋跡、をもっ土師器煮炊具も極端に少なく、全体とし

て生活痕跡が薄い印象を受けるのである 。 通常 、 集落j立制;からのごト. 自ili器出了卜.率は t~ t， 、 。 圭~調査医もこ

れに準じ土師r.ii11 ¥土牢は高b、。 しかし、/1'，上する上師協はSI18に収まるm構群、つまりSK603ニ1-，Oilj端

焼成坑と、この周辺に掘り込まれた士坑群から山上するものが、;lI，~ft区全体の 11\土数1 ，500点のうち、

1，068点を rtjめる。要するに、十"ßHi器全体で71% を 11j め、また焼け ~!ii き 11 J1 は 、 全てこれら泣構群から

の11¥上である。

さて、 LI¥上遺物からは、在米系土師協と外米系了卜師協の併存すうしくは千f米系土問i?'ifの変質や外来系

十向i慌の在地化が認められる。合わせて考えれば、当制:在住.は、 7世紀依半tこ入り、外米系である壁

I/式建物 (S120)が建てられ、土日ili総焼成坑で‘土mlir.if生J蛍を行うという、新しい土自lIi探づくりが導入

され段透して在地化しつつある段|析であるということが、特徴として挙げられる。

このような様相は、望Jj精おl氏が2007r第 W章総括一三湖台地集落泣跡群の古代前半期土?~t.議相 - J

f額見118'j立跡II (B地区及びC地|丘ー・古1>1ベ域の調査)Jで述べられているとおりであり、当調資|豆はこ

れを説付ける形となろう 。ここで望)J 氏は、傾見 2JV]を r2 j明は三ili1lfi地集落群の"1で先行して成立

した集落が終持する-)jで、新たな集落が成立するi面WJにあたり、集落|呼編朋であり、従来の‘在米

型:1二r:ifi器'に、朝鮮半島や近江、丹波等の移民がもたらしたと予想される‘移民系上師部'が/1'1現す

るとともに、器極構成においても新11-1交代の様相が見えてくる、従来の在来~f，~!土師~~生産の変質が見

られる段階」として、問II(鳥編年 12J明を知見2A問、IUI嶋編年目 1JtJ1を額克2BJgjとしている。 また、額

比3Jmを「移民系煮炊jlの在地化とその影響による在来主tr.::炊具の変質、それに付随してやじた十ιi1i
'(，if '1て庄の須恵器祭場導入の段階Jとし、間的編年 日l 新段|椛 ~ IJ 2カt~i段附を rf!1見2A矧]としている 。

当調査|ベは、知見2BWJ-3AJVJに相当し、主体をおくものと考えられる。
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'1'UJ粕司2007 r抗 IVï市総括一三 ;~JJ 台地集落iむ跡群の71・代前午則土保様相ー J r額見町遺跡:II (B:地区

及びC地区一部~域の訓j爺) J 石川県小松市教育委員会

北野博司1988r重焼の観察Jr辰U西部遺跡群 1J (財)石川県加蔵文化財センター

花坂信雄1984r須車部発類IIIJき日文についてJr金沢市畝旺1.守中泣糊j 金沢市教育委員会

(財)石川県埋蔵文化財センター ・石川県教育委員会2006r矢田野遺跡群j
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矢田野遺跡U 凡例
遺構図について

. jii愉れ物、は、昭火ill物納;をSI、持I!‘川i:illl勿をSB、 1:げu焼 Uit:も合め)をSK、ヒットをPとした。

. J.蛍hYflxl l:lil人jの縮尺I卓、黙穴ill物が1 /20、~!占:付:ill物が1 /80、 1:坑カQ/30J.kびl/tlOである。

-iS憐l泣の'1'で、持1:，'d t: ill物のH穴I)..Jの制"".(1ま十H'(ii'，~をぶす。 明I! 、ï.Hill物J.:J.外の網{U主、被熱古~I分を/j，す。

ー 1 };1~ 1:について。 1上: 色4名〆台"、 l上:色 "辺己 3ひ;-1はよE供2林水j必:主(.'t行b守? jぬ;込3叶十林本水F必[川J絞支幻f術4称7会t泌;渓花持'引'Jμq務主 J，川J1j~滋誌修 . l !財!吋f引|ト川‘J什川山li伏J去;人|け14本4色彩{州d岬fヲ究i'êJ~所『肝t色 ?'J幻『
1'.色w帆iJにj必主つづ，いているo 上悦、?彼託削l皮文、u[創作、判j1"l:lま、 11 ~，;ペド口ジ -(/:会制1997 r l:J災訓'1f.ハンドブγ '.1L!~.rr版j にJLづい
ている なお () 1 J..j( j 、 r， flJ;に対する，;~ ~J-を不している 。
r 1.1"1: 1 1.1、野外での 1: t'U~j 定11':ムー として次のようにぶされる 。 砂 I-. ( S ) =9ti ど紗ばかりで、 Wj り気を全qぶじない、砂"J~ 1'. 
(Sし ) =砂の!:f， じが1~1 <、もIj1) ~Ujf!ilか しかない、 Jj~ i'.(L) =あるれ~I主;11沙を!'J.~じ、もIj 1) ~Aもある 。 f沙ともIj 1:がl.iJじ般に!日民じられる、

シルトi'(液J:(Siし)=紗lまあまり感じないが、サラサラした小J;:粉のような制!!必がある、 I血液I".(Cし)=(位かに砂を!ぷじるが、か

なり村iる、特tlil-t-.(LiC)=Y(iど砂金!感じないでよくもl，る、 ifOif!I.(HC)ー砂をI[i;じないで非常によく料る。

r'ff.'f芝J!立、 'I"j~じ )jiJ; として税指のl't人代伎に よる)ji);があり、 I-.JJ"(I析 Irtiを税指で~lll したときのへこみの脱皮から次のように I .{

分されている なお、ここでは「ら1庇佼Jを附して「街戊jと際ぶしている すこぶるしよう (VL)=めど沢抗なく抗がl't人す

る、し ょう(L)=術が U"W、lにたやすく派く人る、秋(S)=はっきりと深い指のあとがれ幼にできる、燃(H)=強011しても指の

あとがfliiかしか残らない、すこぶるl桜(VH)= 1!1i く押 し でも J行のあとが伐らない、 1~.1 キ，'f( EH ) ー移納コテによ っ てぞっ と I-J~を自IJ
れる

[uj'qm'l:J 1止、)J を 1mえてゆく と変形し、 }J を除いたときにその変形を í!!H与する íVJ をいい 、 uj'創作，の1~!!Î!Jli 、 I)J{に|分なihd
:)を 'j.え、親指と人ぷ桁の[IIJでPI.JIをj炎し、こねているIIrJに木分がぶ絡して 1'.が術にf.j";tfしなくなった11.¥:に隊状にth!ねて活!iし、

その状態により次のようにI{分するものである。なし(NP)=全く惨状に延ばせない、 ω(SIリ='j':うじて作状になるがINぐに切

れて しまう 、'1'(P) = 11'( 1王2mm.f'，¥伎の|刺犬にl!f;!よせて、こね，fLすのに)J を~しない、 .j~l( VP ) = II'iJf:1 mm.f'，;伎の保状に延ばせて、こ

ね 11'(すのにやや)J を ・'~する、係強(EP)= 長さ lω以 1 '.の衿iめて刻11い糸状に延ばせて、 こね 11"1:すのにかなりの }J を笈する。

rtM'I:1 I主、枯れttを圏在して悦;JUしてもので、 1-.t1・4を親指と人ift析の IIIJ で11: して引き縦すときのH~Véする tl:i'(をポ し、次のよう

にIベ分される なし(NS)= I:tilがFfiどJ行にf.t1Yiしない、lI!J(SS) = I)J~が . )jのJ行に1・J1"(するが、{也)jの J行には H~Yi: しな~'， j行
を荷!tした|時に1:1議は延ひ‘ない、Ij'(S) = 1 ，I，jJ制~iにH ~(fする、 J行を離した II 'fにI".l災が多少糸 |たに延びる傾向 ;を ir，す、強 ( \'S) =I，t.jJ旨

~fi に ~ß! く fHéする、 J行を縦した II.~' に I:mが糸状に延びる 。

1I物図に関して

. )立物Ixll以内の紡J-!.I土、全て 1/3である p

・ I '.~誌の~~f..riれは、 J，!;..j';的に ~ft.'~':~~ ・ I : r.lli器とちに.ftltnnはjヒ!被 i1if\:: 卜.総研究会で 1山I Jするものにホじた。
・ 4正J; でぶ し たl".協調~{r ，l長びに府il'-fUJlについては、 1985il;.~tl桜山代l:総研究会シンホジウムの1~1の川Ib.t:; IUJ 人氏の Iljí\:: 仁~;;制作
物11 を J.~ 1';として、199iiド北陀Ilii¥::1 '.総研究会10 ・ 1 1111:~t'.シンポジウムの日誌の川Ilt!.l lりl 人!\;の Ifj IJuti剥 {I・修正を加えたもの (= III I~(~
tIOi {I:)にホじt..
. I'.~品Ixlltli'J ' で'J ~す(is!IJ民lI1(liにJJ;ーさ込んである r J (ムヘラケズリの純|川を、/，:}<IIIトl良びにlぷIJfllxl'i'の「ーJ!jケズリの1ili，)
をぷ寸

. I-.:f:il'xlltlilj'の(il餅1(liの中の由主総(j、村jI ・ *1[桜 ~(j;痕をぷす。
1 '. 由li P.ifで、 ;;.11い調iJ.....(Iまぶ:修を ïf~ し、 i炭い有1J.'.'.(Iま:.1.\色をぷす。

漬物観察表に関して

- 焼成、焼き色( ~，淵 ) で示す II J.;rfは 、 fl~6.荷主j がf~(lfn 1'.の~~i l.i 、 l黙綴な縦さのもの、「良好J がl黙綴よりも焼き締まりのlhj... 、むの、
fru が氾Jじ状態は í~~つが淡さ締まりの3jれ、むの 、「イミ!'.I，J は1' 1 ~、 i位 It:状態のものや焼h.X:不良で軟質のものをそれぞれjJ~す。 焼さ
(立(.:J:、降!ポi'm分や事h卜J，rl部分をl徐いた大まかな色調である。2fofl賀lのJII.訴を綻ぶしている場Cl"lj、その泣物が約""例ずつの焼き

色むっていることをぷす。

. i)、 :1(でぶした、 11 = 111長、 fi( = J氏 lf:、 fì = fì!去、 fì"j'，'j = 山fìl~':j、つまみ派=必つまみ筒、つまみ，'::j=;(j;つまみ向さ 、1t.= JJ;百11

i 王、勾杯"品正ρ刈介刈:J='ω心刈〉 土何杯4不:1勾係4ギ~ ;'f泊泌.1百郁(刊郁~) I~':j .. 
!ド'ソ/.メJ:=、千|ドミ涜応均J川!りμ仏、 由以占lドりf九μ/=J以Iはtυj大-.;1'ドり，ソυi、イL=イL1f:をぷし、 r ÿ~J 1ま残千{fllí分での il~.;I( をぶすの lj'l.(;・i:はcmである。

・ 'J己 ~O立 、 .~!f:，:己であればうそ体でのプ己作~lflj1't 、 1 I 、 l刷、 J氏、体、腕jの火ポがあれば、そのj'm似のみ完úミilpl{~ をぷす。

・1台 1 -.で'J~す川，~:Hま 、 ~n .I!~おでは 、 「口i泊曲?古;~.けtリj が1州+桁削Jυj加'JI川11 1'釘'i 祭然í~幼跡占事ド i併作の} I付i:1ド上オオオ.ダニ地1'(メ，(でi通i泊8白針';常f
jμj比u伐1:する|卜九:入.、 f6砂世多Jが、j峰必ι断'l泌，'，弘日行~. の!船IJf治f台I 卜1 '. よりも砂のi泌比人カが《多いもの 、 「日{沙少jが1砂沙4杭tのi泌比入が少少〉なL、ur質Tのi上;を'1ポiド〈す" I:r.imでl止、
r 1 Jは、I沙がj並'iA-の状態でi見入しているもの、日1Jは砂が多く似入する心の、fn・J!立f沙が非常に多く泌入するもの、rWJ
は{沙が多めだが粘土の本.tT1¥が縦かく ;J'rIi[.をNI製した!ふがあり子触りの柔らかいもの、rIV J lili:l;が少なくみ色料.のシャモット?

が泌人するもので子触りは采らかい、fVJはf沙が少なく丁制!りの采らかいもの、fVIJ 1ま砂のiJi入はi位'ii~'だが下触りが柔らかい

もの、f¥lIJ(j{沙多く、シャモットなどiJけ"付が多いものをぷす

. (riiì 与ゅの，T(焼炭の分fJ'tl主、 ~t針I'.V- \îl!\の分1..î i (fif(焼の1必然Jrh<1 Illlj泌遺跡m・1J (財)イiJlIMJ'llij注文化財センター1988'ド)に

ぷづき 、 l 窓iI立、 ~:i: .ftJF f山:に合わせたものを 1Ij1. (立として 2段符!交にift:ねたもの。 日aJti!止、般を逆(.i:にして身をif(ねたものを

I Ijtf.'r:としてn状にif(ねたもの、 nbJ:íi は、 l.~ーを i必似にして身に îf(ねたものを Ilji.(ι として うど f( に必川!日1 1 ;が合わさるように段

状に仇ねたものをぶす

. Jri:縦HのIII.j 百1;成Jf~ ・ 必殺で'I ~-4-タタキ及び・1iて!!.の分Jtiについては、イヒ塚fotbJi氏の分tri(fW!.l!.待望~~lrtrl き 1 1 文についてJ r ~宮
沢 I lj~i7.、 111 ・ .'j"l' j註跡、j金沢市教ff委11会 19&1"1:)にJLづいており 、rHaJiiUが本Illf(fj-の・Je1i文、 rllb寄りが本rtJ.:ドがりのよド

行線文、 rHc矧j がイドIl -{j ドがりの~I'行総文、 rHe Ja'U 1ま本11の見えないず行総文、fOa1'IUが本rIの見えないIri卜心I'J)(、rOb怒り
が~，11が{Fi給状に人るl.iJ心I'J文、 fOc'fJ'Uが{IJ:1 I;f;U， 1 Iが入るl.iJ心PJ)(、r50nuが'-1:嶋本11のみが見える剣かなl'iJ心刊文 (イ王

寺.~.t.日{文 ) で示してある。
. I : r.m~誌の色.J，\J については、 f}<J は内外1Mの ;'::I(Îi&.刻、|人JÝ~fúiの衣Wi色剥が ~I~なる以-fTに flλJJ は l付耐i&湖、「外J !i外而色，剣
を .IJ~すn また 、 l<lújに酸化痕跡が認められるものについては 、 f機J は ï<I(li で両変化した /m分の色湖 、 r1itWJは再変化しない炎1(li色
1測をぷし、そして f断Jは悶ii(li&，湖、 |人l外断1Mともl.iJ.色である場n-rえ1'.色記一りのみで芯した。色;刈で示したJじりは「新版l::i'Vl

1 : 色申l~iJにJt.づく 。
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第3表 矢閏野遺跡VI出土遺物観察表
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第 E 章 千代 オオキ ダ 遺 跡 発 掘 調 査

第 1 節 調査に至る経緯等

金沢市米泉町在性の山上幸一氏より 、小松J!i-T代11汀乙98番j也lでの住宅建設計Ilhjに伴い、平成18年

10J 1 30日付けで埋政文化財の取り扱いについて協議有:が提11 '1 された。 当該地は 、 '~il 主IJ の型tl政文化財包

i山地である千代オオキダ逃制;に含まれていたことから、事業者の協力もあり 、日IJI[Ii:にliil口付けで試制

調奔を実施した。その結果、 一斉f¥I><:械で組成文化財が確認されたため、て事実施の|祭には保護f昔前が

必~である骨を事業者に伝えた。 しかし 、 内該Tヰf計阿が地撤改良工事を実施するものであ っ たこと

から 、 正事による腿IW~文化財・の破壊が避けられない状況とな っ た 。 よ っ て、遺跡の1破壊が免れない医

域約69111・を発掘調査対象とし、例入住宅建設であるため、石川県教育委員会の同意の下問庫補助44業

として実施することで中業者と!日Lなした。これを受けて干成18:'f1lJJ1 11f.Jけで、事業者よ 1)現蔵文

化財発掘調資の実施について依頼書が提出された。平成1811'-11月2H付けで事業者に対し、県政文化

財発掘調査の実施回符を行った。さらに同卜|付けで、事業者より文化財保護法第93条第 1rtt {二基づく

I L木J~事等のための発掘届J が石川県教育委員会宛に提出された。 これにより'1--:成 18年 ll n2 口付

けで、行川県教育委員会教育長より 、fJ告j主IJの埋蔵文化財包蔵地における十.本J:事等について (j盛安lI)J

が事業者に対し通知され、平成18.11ミllJJ7nけで事業者と問で1弔11送文化財の取り扱いに|期する協定書:

を締結!こ至った。発掘調査は、平成18年llJJ9 nから平成1811':11月13円にかけて実施した。平成18年

llJI1511 付けで、事業者に対し先 f報告-を行い、当該地の引波しを行った。

第 2節調査の経過

1.現地調査の概要

調奔に|黙し、調資区内に 5mX5mのメッシュを基本として任意に設定した。基準点投び水準点に

|期しては、業者委託による 4級基準点測量:及び4級水準点測訟を従施し調査区近接地に設常した。

遺跡は 、 表上より約80cm下に存在したため 、 淵究員立会いのもと、重機で'~<土除去を行い 、 その後

人力による遺構検出作業を行った。湧水対策のため、調査|引判辺に排水溝を拘iiiIJし、ポンプによる汲

み上げを行った。遺構検出時に山上した造物は、グリッドごとに取り上げ‘た。遺構は、任意の筒所に

適時上層観察!日のアゼを設定し:j'~Ji 1)下げた。造物については、基本的には層{立で取り上げる方針ーとし

た。

2.調査の経過

今Inlの調煮は、発捕!調査期間の確保が凶雑な状況で、あり 、休日なしの突賞作業で、実施された。発品11

調査は、排水柿制自1I よ 1) 開始し、 Ull'-~~ に遺構プラン確認および遺構掘削作業に入った。 j立構は、制3fE

区全体から確認されたが、調資l丘IJ4ril)が広範聞に撹乱を受けてこともあり調査期間に名:ずの余裕を持

つことができた。 幸い調査灰のオftが降雨に左右され事If~~、ものであ っ たため、 rf:i天 l侍で、も作業を進め

ることができ 、llJ-J1311までに発掘調査を全て完了することができた。造構干耐限|については、調査

|豆内に水糸を張る方法で実測し、設定グリッ ド二仁の凶上座標を測定することで性4楳JMIに合わせた。

3.出土品整理

1
1
1-'1上造物は少なかったため、調査年度中に洗浄 ・注記 ・接合 ・3区間IJ作業ーを出土品務理作業員により

行った。報告年度である平成20iFI立に、 トレース等の作業を行っている。
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第24図 千代オオキダ遺跡 グリッド配点図

-52-

A 

B 



第 3 節 既住の調査

千代オオキダ遺跡は、今1111の調査以liiiに、昭和62年度~平成冗年度に行川県立埋蔵文化財センター

(現財団法人石川県埋蔵文化財センター)によって、発掘調査が行われている。その結果、弥生時代

~中世に宅るまでの大規較な複合遺跡であることが確認された。また、平成110 12年度に同道 8号線

小松バイパス建設に伴い11，000ぱを、平成]21下J支に工場建設に{半い330町を小松市教育委員会が調脅

しており、同様の結果を科ている。今問の調査地点は、市教委の調査院より i内線距離で、約500m北京

11・向に離れたi立択にあり、県調査における平成元年度調査J)(AI互に近い。その県調賓l瓦では、rJii即時

代前期-'11刷、 7世紀後半-8世紀中頃、12世紀-13世紀代の遺跡が臨認されており、本調査|ベも同

様に遺構が複合して検出されることが想定された。

第 4 節 発見された遺構

1 .基本層位について

当該調1t1'<:の現況は畑地であり 、地表より 80 ~ 90cm下が遺構確認面である。一部灰域で‘地山由上に

即さ約]Ocmの黒褐色埴壊土の造物包含層が確認されている。追・構確認面の標高は、概ね306m前後で、

あり 、鍋行川同伴に広がるi故高地に位置している。調査i丘より約50m商の地点では:、湿地惜の堆積状

況を呈 し、 jri構凶jの雌認ができない状況である。千代オオキダ泣跡では、点在するi般市地のI"X.域ごと

に集落が営まれていることが理解できる。

2.古代の遺構

( 1 )掘立柱建物跡

① S801 

A 0 B02-03Grで、検出された、梁行21mx桁行 2問のみが確認された側柱建物である。他の部分は

調査1><:外に延びているが、梁行 2問×桁行 3間以上の建物が元日定される。柱問寸法は、梁行235cm

(干均)、桁行200cm(平均)を出IJり、やや広い間隔をとる。確認された部分に限っていえば、柱間寸

法にほぼ狂いはなし、。 但し、 P-1 が建物に係る柱穴とすれば、 P-l ~ p - 6nnの柱11:11寸法は270cm

となる。.lJ41!はN-530 -Eの東川i制l建物である。柱穴は約40cm-60cmの桁I_lJ:Jf~で、あるが、 P- 3 の

み一辺約60cmを測る、隅丸ブj形となっている。深さは、 20-30cm前後が平均的であり、底面は概し

て平j日.である。埋土は、!火賞褐色i経埴土である。j立物は、須恵器片や士自ili昔日Jtが柱穴より出土してい

るが、肉化もできないような細片が多く詳細!な時期を判別することができな¥" 0 須忠器杯、A片にはV

則九vr期と想定できるものが含まれており、上師器片にはロクロ土師器無台怖の底部破片があり 、須

忠器の時期よりもさらに下る可能性がある。少なくとも 5001以降であり、 5002・5K04と

主ならない時期で古代後三":期lの遺構であることは言える。

( 2 )土坑

① S K 0 4 

A01Grの調査区北京|判官1)から検出された土坑である。訴lj!t区外にも延びるため、全体形状は不明で、

ある。検出部延長で約130cmをiJ!lJるやや大問の掘り込みである。確認された泌さは約15cmで・あり、浅

く'f坦な庇而を持つ掘り込みである。寵十.は、制灰色il¥E埴土の偽牒を含む単-土層である。造物は少

泣ではあるが、市代の須恵探 ・土問i器片のみが出土している。よって、古代のi立構と判断されるが、

丹
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第26図 千代オオキダ遺跡 掘立柱建物・土坑・湾実測図
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ll-jWJは、上師器禁片がIV期頃 (8世紀Ij1 tJ'iから 9-111:紀初頭頃)を不すが、切り合いから SD02より

新しい遺構であることが隊実であり、遺物は混入と判断せざるを得ない。

( 3 )溝

① S D 0 1 

A . B01 ~ 02Gr(こ位前し、調査区南東|明書[\を北京から南阿方向に横切る端である 。 ただし、調査|烹

i十j端はおii1fLにより形;1犬小l別となる。附;認帽で、145cmをil!リるW;:であり 、下j氏而に一段部ち込む部分が確

認された。 深さは浅い信i所で'20cm、深い í~iÎ9Tで55cmを測る 。 穏上は浅い部分と深い部分で呉なってお

り、 liif者はI](W!褐色シルト質壊士、後者は褐j火色il珪埴土がtlffi'(している。造物は、須EE;器ιFB身や瓶

おI&び讃の胴部の1岐n-や、ロクロ士師部誕の破片等が1
1L¥土している。H守則は、郎B身J'rーから IV-2 WJ 

tfi (8↑11:紀後半から 9世紀初頭副)が考えられる。

② SD02 

A02~ 03Gr(こ位置する椛で、 東端でやや北東方Inj に折れており、 SK04 に切られている 。 凶端は

撹乱により切られており、調資1'<:外まで延長するかどうかは不明である。最大相約75cm、深さ10cm程

度の極浅いi1Itある。灰員褐色シルト質埴土で埋っており、土rl-I(こは偽際を多く含んでいる。簡便な排

水路か、 何らかの区間を示すものであろうか。 造物は、須恵器発同部í~J(J'r-ゃ撒A)'rや、ロクロ土日iti待

望Ei市IJ十や鍋の破片、ロクロ」二師器椀の!氏部がIIH・Lしている。また、大型の十.銑も /1¥土している。|時期

は、ロクロ土師器鍋の円縁部形態から、 VI-2則 (9世紀佐半~末頃)が考えられる。

③ SD03 

A03~04Grの調子di北jlljlil出荷1¥に検l中1されたj荷である。jft構の位!--filSが掛っているのみであるが、北

l'可からl卒j東ブilrljの棋が#ii'Y方|白lへIrljきを変える!日i山点である。幅約81cm、深さ22cmiJ!1Jる断面台形状の

講であり 、コーナ一部は内側慌の方が急傾斜である。灰賀褐色戦埴土で埋っており、上niiには撹乱を

受けた後も見受けられた。下底Tffiよ{)造物がまとまって出土しており、検出jij:構の中で"1，立も多くの怠ー

が/H十ー している 。 m!t':得.J:;j~A 、 .J:;j;B 身 ・ 来 、 瓶詰i などや 、 ゴ1: ロク口上r.m慌のIJ、誕や高杯が比られ 、 ~1'i

7U;探勾;類は比較的完形中もよ'~I，.、。 また、 J二郎器I~:j杯は少なくとも 3 f間体の破片があり 、 I)~ 2個体は内

県処理が施されている。ただ、杯部と侃部はあるが、 l則柱部が一点も出土していなし、。他の土慌につ

いても、何らかの部伎が欠けており、!亮~後の流失の可能性もM.いとはいえないが、 l亮来l時に漏れた

と考える方がn然であろう 。ただし、 1 }点g

されるよう{にlここ抱鋭1乱でで、入り込んだものと考えられ、他はまとまって廃棄されたものであるといえる。時

期的にもまとまりを持っており 、日-3 JUJ (8十It紀初頭頃)が考えられる。

2. 中世の遺構

( 1 )井戸

① SEOl (SK01) 

B02Grに位置し、直径85cmをiJ!IJる円形オ.坑で、ある。控iIliがほぼ垂直に掘り込まれており、小型の紫

t~，!りの )1:行であると判断された。 バイパス調査|メ:においても 、 |百j形状のものが大型の井戸に隣接して

確認されている。今同の調査では地111町lを大きく立ち割ることは不可能だったため、約60cm掘り下げ

たところで掘削を断念している。よって、深さは不U)]だが、バイパス調流l丘のものは11Ocm ~ 150cmを

測る。.lirr土は褐以色i経埴土居が大部分を市めているようであり 、ニトーrl1に偽際が多く含まれていた。造

物は、力[1賀窯の謎の胴部破片と土師ÿ，~lIlLH-が1-11士している 。 また 、 焼け焦げた凝灰岩の破片も山士し

ており 、行火等のー・部ではないかと推察される。時期jは土師器皿lから14世紀後半頃と推察される。こ

の井戸は、掘削時に壁而がやや硬質化した印象があった。単に幌高!H面iに土1[1の鉄分がiWlまったもので

ハ
h
u

phυ 



5D02 

3.8m _ 

A --..:::::ぺ: A

A ""'"" 1 '""7 A 

5D03土緬，主
1届 10YR4/2灰j'q褐色経t痘土
堅、可塑性申、結名度弱、lJI鉄・
インカY含む、偽按1.:1111状)

(5K03) イ
Ao¥1 foA 

5E01(5K01) 

3.8mー 3.8m _ 

」ーー__A'A ~一一-ーてJ.-.....、 1~ I 

一一、一 、・ ，，..、 I I 

一. 一ー・.・ ' 
: 2 ...J 
J 

~一一. 

A -+- i-A 

SEOl土層;主
1ft百 10YR412 灰鈴褐色経2週土

{堅、可塑性中、給稽度弱、
犯鉄・マンカンあリ、偽緩
やや1:tむ}

2庖 10YR5/1 渇灰色事主題土
{堅、句塑性中、給種皮弱、
1直鉄・マンカンあリ、偽僚
やや1:tむ}

SE02土1i!I;主
11膏 10YR512 灰黄褐色綬t盈土

{製、可塑性中、結婚度弱、
鑓鉄あり(糸線状))

2膚 10YR4/1 灰貧紹色事~l嘩土
{堅、可塑性中、結積l宣中、
班鉄あり{糸線状))

A。
。K Aて 千一ず

SK02土層;主
1膚 10YR4/2 灰澱18色シルト~峰土

{襲、可塑絵草書、現E鉄・マンカン含む1
2層 10YR4/1 18.灰色嵯縫土

{盤、可塑性中、炭片あり)

5D02土婿i主
1膚 10YR4/2 灰策渇色シルト白地土(~、斑鉄・ マンカン含む、偽障壁多い) 。 2m 

(5-1/40) 

第27図 千代オオキダ遺跡 溝・井戸・土坑実測図

m-

，，
 

P円
d



ある可能性もあるが、作業員にl昭和初期にJI:戸掘削を経験した者がおり、壁面補強に漆喰を塗り込め

るて法があると教えて頂いた。残念ながら今JI]Jの緊急調資では特定するには荒らず、中世に遡る工法

かどうかは不明である。今後、同種の遺構を調査するH寺には注意したい視点である。

② SE02 (SK03) 

B03Grlこ位置し、in:径82cmを測るやや楕円形状の土坑で‘ある。SK 0 1とほぼ同形状を呈している

ため、これも小型の素掘りの井戸であると判断される。SK 0 1と同様の事情から、約60clll掘り下げ

たところで掘削を断念している。よって、泌さは不明である。抑七はJて部が絹灰色転地土階、以下が

lパ1ft褐戦地土層である。土'11には偽礁の合有は認められず、SK 0 1とは煙没過程が異なっており 、

|時期差が存在する可能性もある。造物は、 少量だのf上師器JfIl小片が山こLしており、須恵器小片は 2点

のみであり混入と判断される。時期は、造物からはrJJ世としか判断できないが、同形状をなす SKO

lと同じ14iII:紀後半頃と考える。悌}11中流域の中1!1:遺跡では、地下水に鉄分が多く溜まるため比較的

制繁に井戸が造り替えられる地域であり 、SK 0 1とSK03も前後関係は判断できないがその関係

にあるのではないかと判断される。

( 2 )土坑

① S K 0 2 

A02Grに位置し、セクション部分でづ三長97cmをiftlJる略台形状の土坑である。τ|え担なJ長凶iを持つ、深

さ10cm程度の浅い掘り込みである。覆十'，(;t灰賞制色地壌ご|て層で・ある。北辺中央ド阿部にピット状の掘り

込みがあり 、 jJ~片を合む褐以色軽埴二Lで、埋ま っており 、 杭穴とも考えられる 。 造物は 、 ï1ï代の土師i器

や須恵器のIJ、片と輸入(1磁の肌片が山土している。i立構の時期は、SK 0 1でも確認された焼け焦げ‘

た凝灰岩の破川も ，'Hニl二していることから、新しい方である内磁片の時WJとしておきたい。i立物の性格

1--.1厳街な時期は特定できないが、 SK 0 1と問H寺!gJか隣接する県調査l丘で確認された12ill:紀江lまで上

がる可能性も考えられる。

第 5 節 出土遺物

はじめに

当該調査区の出土造物では、iJi代造物が195点 (須恵部70点、土師協125点)と大部分を占める。次

に、'1'世造物は11/1のみである。

1 .古代の遺物

(1) SK04出土土器(第28図-1 ) 

十日fli器ロクロ聾円縁部破片である。端部は若干上'}fに摘み上げた形態をしており、時期はIVWJ頃と

考えられる。l寸縁部内聞に水平方111Jのカキメ調整が施されている。

(2) SD01出土土器(第28図 -2) 

上司~B身である。 体育IS外而は|峰!火により単色に鈍く照った状態である 。 能美鎮座;で・あり 、 l時WJは IV-

2古~新抑j頃と考えられる。

(3) SD02出土土器(第28図ー 3~ 5) 

3点を図化 している。3は土師器ロクロ無台椀の底部である。精良胎土で赤色粒を含み、やや赤I床

を帯びた発色をしている。底部形態のみでは時期の特定はし難し、。4はロクロ土師器鍋のu縁帝ISと考

えられる。端部をJ-，7'iにやや屈曲させてつまみ上げる形態である。JJfi士は、粘上系だが微砂粒を多く

frみサラサラした器肌のものである。時期はVI-2期頃と推察される。 5は大型!の土鎌であり 、両端
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古ISは使用に伴い欠けた状態である。形態的には側面が膨らみ、長さが2倍以下のものである 1b類に

分類される。バイパス調査区では主体的にみられる形態である。胎土は、椀における精良)J台土と赤色

粒を含まないこと以外は共通しており、産地が同じかごく近いことが考えられる。

(4) S003出土土器 (第28図-6 ~18) 

前述のとおり、まとま った造物が出土した遺構である。14点を凶化している。時期については、ほ

ほ11-3期でまとまると考えられる。接合後破片数で、須恵得14点、上師器46点が出土している。須

恵、器では食膳具が11点と 79% を占める 。 土師器では29点が煮炊具であり 63% を占めるが、 高勾~6 点や

赤彩の杯蓋片 l点など12%程の食膳具もみられる。

① 須恵器

6は杯Aであり、胎土は能美窯産である。口縁部がやや外反する務形で、底部は回転ヘラ切り離し

である。 7. 8は杯B葦である。 7は南加賀窯産で、端部が断面正三角形状となる。 8は能美窯産で、

やや焼き歪みが見られる。 9・10は杯B身である。 9は南力u賀産で、体部がやや外反して立ち上がる

器形であり 、;焼き締まりが非常に良い状態である。10は能美空器産で、底部には火だすき痕が認められ

る。口縁端部を回転ナデにより簿くシャープに仕上げており 、全体的に精綴な作りである。11は瓶類

のn縁部と考えられ、南加賀窯産である。内外面とも降灰しており 、外面には沈線が一条巡っている。

端部には使用痕と考えられる小欠けが認められる。

② 土師器

12 ~ 16は高杯である。 全て脚高で杯部皿形タイプのものと考えられる。 町、部の 3 点とも杯部内面に

ヘラ磨き調整が施されており、特に、 13・14は黒色処理も施されている。 しかし、胎士と口縁端部の

作りは、 3点とも異なっている。12は、内黒処理されていないタイプのものであり 、胎土はやや精良

な胎土であり斑なく校色に発色している。口縁端部は、小さい玉口状に納めている。脚部との接着部

付近に幅広いヘラ削り痕が認められ、脚部にかけて施されていたと考えられる。13は、内黒処理され

たタイプであり 、JJ台土は12と同系統だが、砂粒が多く含まれている。口縁端部は、丸く納めている。

14も内黒処理されたタイプであり 、胎土はさらに砂粒を多く含むやや粗いものとなっている。口縁端

部は、ヨコナデによりやや外反気味に細く仕上げられている。脚部との接着部付近に帽の狭い細かい

へラ削りが、上方向に施されている。灰白色の焼き上がりである。15・16は脚の裾部である。器壁の

厚み以外は、形態的に大差はない。胎オーから15が13に、16が12に対応するものと想定される。なお、

16には、外面にハケ調整の痕跡が確認できる。これらの型式の高杯も、 11-3期まで残るそうである

(註 1) 0 17・18は小斐である。17は、!阿部から外側に屈曲させた短い口縁部を持つタイプで、胎土は

粒の大きい (1 -3醐)砂粒を多量に含むものである。内閣にハケ調整が施される。18は、ヨコナデ

により頚部がっくり出されており 、胴部がやや丸みを帯びる形態である。円縁部内面に焦げ痕が帯状

に残る。外面はハケ調整、内面は右斜め上方へのケズリ調整が施されている。Jl白土は粒の大きい砂粒

が制立たず、微砂粒を多く合むものである。

( 5 ) ピ ッ ト・包含層出土遺物 (第28図ー19~22)

19はP-1出土であり 、土師器把手付き護の胴部と底部の同一個体破片と考えられる。外面にハケ

調整を施しており 、底部には二次的に火にかけられた痕跡が残る。時期は、古代 I期頃のものではな

いかと推察されるが、破片が少ないので断定は留保しておきたい。20-22は、包含層出土資料である。

20は南加賀窯産の須恵器杯B身である。時期は SD03の時期と同じ頃とみておきたい。21は南加賀

黛産の須恵器椀Bである。底部には回転糸切り痕が残る。内而見込み部み摩痕が認められ、 f本音1)を打

ち欠いて転用硯として使用していたようである。時期はVI-3期前後の時期が考えられ、SB 0 1と
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liJI時期の可能性もある。22は、試蝦調査|時に見つかったもので、ロクロ土師器の腕LBである。比較的

山台が高め器形で、あり、見込み部がやや内側に押された形となっている。1I台土は水簸された精良IJfiこ|て

であり、形態から出越編年皿-1-2期 (vn-2新J，gj)頃かと推察されるが、底部だけでは断定はで

きない。

2.中世の遺物

(1) SE01出土土器 ・陶磁器 (第28図-23・24)

23は土師器sfLである。口縁端部は欠けていたが、li1辛口cmのものとして復元岡化している。水簸さ

れた精良胎土であ り、体制iがやや外以気味に立ちあがる部形である。普正寺地山首lに類似しており、

藤田編年N-1!tJI頃と考えられる。24は加賀窯の大裂の胴許ISIごキの破片とである。胎土はやや粗雑な

部類に分類される。内部はナデ痕及び指押え痕跡が残っている。P-12出土破片と接合関係にある。

( 2) SE02出土磁器 (第28図-25)

中国製白磁の皿と考えられる。仁|縁部内面に l条の沈線が施され、端部は外面方向に摘み出されて

いる。手Ib薬に透明感はなく、器表面iにやや細かい貫入が入る。上田分類白磁肌V類に該当する可能性

がある。12世紀まで上がる可能性があるが、伝世も十分考えられるため井戸の時期とは評価していな

し、。

( 3 )包含層出土陶磁器 (第28図-26)

26は表土除去中に出土 した加賀窯の艶か査の底部である。胎土は精良であり、 25とは異なる窯場で

ある。体部外面にはへラ状工具での調整痕がみられる。底面は全体的に薄く汚れており、何かが付着

しているようである。27は白磁の肌である。

3.近世の遺物

( 1 )包含層出土陶磁器 (第28図ー27・28)

27はSD03混入遺物であり、肥前系陶器の碗である。誌灰糊がかけられており 、体部下位から高

台を経て、底部外面に至るまで蕗胎である。また、紬には細かい貫入が入っている。高台は削り出し

であり 、見込み部に胎土目が付着している。28は国産自磁の皿と考えられる。施事bは極薄いものであ

り、細かい貫入が入っている。内外国とも口縁部以外は露胎である。

第 6節小結

1 .調査成果のまとめ

今回の調査は狭い調査区であったが、多くの知見を得られるものとなった。確認されたもので、古

代 II-3期 (8世紀前半頃)、古代W期 (8 世紀中葉~ 9 世紀初頭頃)、古代河期前後 ( 9世紀後半~

10世紀)の時期と中世N-l期(14世紀後半頃)の少なくとも 4期の時期に属する遺構が確認されて

いる。バイパス調査区では同線の時期が全て確認されているが、当調査区北側の県平成元年度調査区

では、中世N-l期(14世紀後半頃)が確認されていなかった。当調査区で井戸が線認されたことに

より、当該期の集落が鍋谷川西岸の微高地上にも存在することが判明した結果となった。

掘立柱建物の時期は、今回明確にすることができなかった。 しかし、別の単位の集落であり、参考

ならないかもしれないが、バイパス調査区においでほぼ同時期の建物群が同じ主軸方向をとることを

追記しておきたい。次に、出土造物の様相を確認しておきたい。ただし、ここに示す数値は、接合後

(同一国体も可能な限り判定した)の破片数を基にした統計処理である。少ない量なので、参考程度

にしかならないが、須恵器については、食器と貯蔵具の比率が約62%と約38%になり、食器の割合が
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i白い。土師器は、食器が約20%、煮炊具が約80%となり者炊Jニt.の割合が出jいという 当地域通例の様相

であることがいえよう 。全体傾向としては、古代目 ー3却j以前の造物は、 P1とSD03出土遺物に

ほぼ限られることが特徴として挙げられる。遺構や包含層から主体的に出土するのは古代W以降のill

物である。巾世遺物は少ないが、凶化したものも含めて内訳が、ご1...mlir，i::JIlL5点、力u賀焼3点、珠洲焼

1 }点主1、輸入向磁碗 lト}点g

2.調査区検出の中世遺構と調査区周辺の歴史的環境

"!IIj述のとおり、 当調査l丘においては世紀後半頃の遺構が検出されている。当調査|丘の隣接地には戦

同Wlの千代城の包蔵地が存在していることから、関連遺棋の検出が矧l侍された。結保として、千代城

よりも先行する集落が検出されており、千代城の位置に閲しては、再検討・が必要とな った。

さて、千代械は、永禄 5年(1562)に一向一段方が袈害を構えたとの記載があり、 f能美郡名蹟誌」

などによると、 一授方武将徳m志昨が城主であったと推測されている。その後、 天王八年(1580)に

柴田勝家配下の武将や、慶長 5Jr (1600)に前日1利長配下の武将が間かれたとのことであり、詳細は

不明である。

当調査灰は、元来の千代集落のうち本村'と小野町の聞の小野町に隣接した位間にある。それらの集

落は、近世以降に成立したと考えられ、 1946i!三の米半の航空写立によると、両集落問は耕地とな って

おり民家は存在しなし、。当調査区の集落が存在した時期とは集落立地が異な っていたようである。ま

た、1-1-にから国附へ向かう道路は、現在のような直線路ではなく、小野町の手前で、北方向へ折れ100

mほど進んだ後、東方向へ折れるクランクを経て鍋谷川を渡っていくという道筋であ った。IY]ifi前期

までは梯川の水上交通も盛んであり、この道がどこまで遡るかは不明で‘ある。 しかし、現在確認でき

る道筋であり、古代 ・中世期に安宅湊から凶府まで陸路が全く存在しないとは考えにくし、。となると、

現在の千代城の推定地は、直線的に道路がぶつかる位置にあり、前述の航空写真でみる限りではある

が、それらしい区画は見えない。また、近年の下水道工事の立会からも存在する可能性は低く 、存在

したとすれば既に削られてしまったとしか考えられない。よって、隣接地をみると、八幡神社を含む

区域に、長辺約110m(約 l町)x短辺約45mの長方形区阿が存在している。さらに、同じ航空写真

での確認だが、北側と両側に細長い区画の耕地を確認することができる。加えて、この区域の北側に

は「城北堀J、西側には「西北坊~J 、 南西側には f城J の地名が残っていることが示l唆的である。 立地

的に城館であった可能性が考えられ、当該地が千代城の候補地となるのではないだろうか。クランク

の折れた部分に|持按しており 、安宅湊から国府を通り得橋郷や軽海郷へ抜ける往来の抑えとして設置

されたのではないか。史料の時期は、信長はまだ美濃を攻めていたころの時期であり 、永禄 7年

(1564)に、本居口 ・小松口合戦や湊川 (現手取)11)際まで放火とあることから、朝倉氏との緊張関

係のなかで設寵されたものかもしれなし、。ただし、規模的に小さいことから、それ以前から存在した

在地領主の館跡の可能性もある。また、道を除外すれば、 当調査区を含む東側は微高地が!ム-がってい

ることから 、もっと規模の大きなものであった可能性もある。現状の推定地が不確かなこともあり、

lつの候補地を提示したもので、今後、地籍図や発掘調査などによってさらなる検証を行うことが必

要である。

註 ( 1 )望月 精司氏教示。参考文献 田嶋明人1988年 f古代編年期IJの設定Jrシンポジウム北陸の

古代土器研究の現状と課題(報告編)J北陸古代土器研究会、出越茂和1997年「肯代後半期に

おける椀皿食器(後)Jr北陸古代土器研究第 7号j北陸古代土器研究会
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第 N 章 波 佐 谷城 跡 確認調査

第 1節 調 査に至る経緯等

小松市には、市代加賀国の中枢施設であった加質問府や加賀問分寺、白山信仰の薫要寺院で・ある斗I

宮八|徒、そして一向ー撲の舞台となった中tlt城郭遺跡など、重要な遺跡が多く所在している。ただし、

これらの遺跡は所在地をはじめとして、その実態も担保されていないものが多く、現在、遺跡の具体

的な保護政策を講じることができていない。よって、これらの小松市にとって特に重要と判断され、

将来的に保護していく必要性が高い追跡を市内重要遺跡として位置づけ、所在地確認と遺跡の実態解

明を目的とした確認調査を平成14年度より着手したものである。

その第一弾に実施したのが、 一向一挟倒連城郭遺跡硲認調査である。平成14・15年度の 2カ年に波

り、小松市波佐谷町所在の波佐谷城跡の確認調査と測量調査を行った。事前に波佐谷町内会の役員会

において事業の説明を行い、11汀内会及び地権者の了解を得た。11庁内会には、調査員及び作業員の車両

の駐車、道具小屋の設置場所等、様々な面でご協力を頂いている。事業費については、石川県教育委

員会の同意の下、国庫補助事業として実施した。

第 2 節 調査の経過

1 .現地調査の概要

現地は、植林された杉や桧の林であったが、調査時には竹林や雑木で生い茂った状態であった。過

去には凝灰岩の産地として利用され、石切り場も斜面に見ることができる。

調査において 、 概算で10ha以上あるとみられる城域を便宜上 4 分割し 、 A~D区の調査区を設定し

た。A区は、波佐谷城西郭を中心とする区域(*例9.000rrOであり、平成14年度調査区とした。B区

は、波佐谷城の主郭とみられる東郭を中心とする区域で、 C区は伝承による波佐谷松岡寺跡の区域で

あり、両区を合わせて平成15年度調査院(約51.000rn
2
) として設定した。D区については、 A-C区

が現在利用されていない雑木林であるのに対し、森林組合が管理し現在も林業利用されている区域に

あたり 、下草刈 I?において苗木や成木を損傷する恐れもあったことから、今回の調査対象からは除外

している。

2.調査の経過

〔平成14年度〕 前述のとおり 、A区を対象として実施している。現地調査期間 平成14年12月20

日~平成15年3月24日までであるが、天候の良い時に測量を行い、 トレンチ掘自Ij訴Bをは主として 3月

に行っている。A区については、約半分が竹林に覆われていたが、郭部分は比較的見通しが効いたた

め、下草刈 りは最小限に止めている。

地形測量に関しては、調査区内に任意に30mX30mのグリッドを業務委託により設定し、そのグリ

ッド点の国土座標(日本測地系vn系、以下同)を基準として 1/40縮尺の地形図を調査員により作成

した。試掘調査は、西郭の平坦面を対象に任意に十字トレンチを 2カ所設定した。人力により掘り下

げを行い、遺構の確認を主として行った。必要に応じて遺構の一部掘り下げも行い、内容及び土層の

確認を行っている。 トレ ンチ調査に係る測量は、基本的に 1/20縮尺で作成している。遺物は、 トレ

ンチ掘削に伴うもの及び遺構の一部掘削で出土したものに限り取り上げた。重要なものに閲しては出

土状況の記録を行った。なお、調査成果については、次年度も調査が継続することもあり 、地元町内
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会及び関係者に対してのみ書面により報告を行った。

〔平成15年度) B. C区(約51，000m2) を対象としている。現地調査期間は、平成15年10月20日

~平成16年 3月26日までであり、 1・2月は冬季閉鎖として一部を 3月に実施している。A区に対し、

雑木林が発達しているため、下草刈りに長期間を要している。また、その際には、現地を走る送電線

の下部に地上権を持つ関西電力の担当者と現地で協議を行い、その承認のもとで作業を実施している。

地形測量に関しては、調査対象区域が広範で、あることと、より精度の高い測量図が必要とされたこ

とから、民間測量業者に業務委託を行い、 1/200縮尺のコンターを含む地形図の作成を行った。た

だし、予算上の制約から、斜面裾部を含めた全域約51，000m2の作図を行うことができなかったため、

平坦面等が確認される範囲約33，000m2に限定して行わざるを得なかった。試掘調査は、 B区は東郭の

平坦面を対象に任意に十字ト レンチを lカ所設定した。C区は、松岡寺跡の伝承が残る丘陵先端部の

中央に谷を挟んで何北に位置する 2箇所の平坦面を対象に、任意にトレンチを設定したu 人力により

掘り下げを行い、遺構の確認を主として行った。必要に応じて遺構の一部掘り下げも行い、内容及び
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土府の確認を行っている。 トレンチ調査に係る測量は、基本的に 1/20縮尺で作成している。造物は、

トレンチ掘削に伴うもの及び遺構の一部掘削で出土したものに限り取り上げた。重要なものに関して

は出土状況の記録を行った。

なお、調査成果については、地元町内会及び関係者に対して現地説明会を実施し、報告を行った。

3. 出土品整理

出土遺物は少なかったため、調査年度中に洗i争.1.主記 ・接合 ・実jj!lj作業を埋蔵文化財調査室臨時作

業員により行った。ただし、 一部未注記造物に関しては、報告年度である平成20年度に、整理作業員

により実施している。

また、 トレース等の報告書作成作業も同様に報告年度に実施したものである。

第 3節 周辺の城郭と歴史 的 環 境

波佐谷町のある地域は、中世軽海郷の政所があったとされる大野から梯川が郷谷川と大杉谷川に分

かれる分岐点を経て、大杉谷川の方の谷奥に入ったところにある。史料によれば、 江指 ・長谷辺りま

では軽海郷の領域であったようであり、白山中古の末寺である，t，宮入院の蓮華寺の推定地も長谷地内

に所在している。山内荘に抜ける交通の要衝であり 、その分岐点の谷の入口には、江指城があり 、往

来を監視していたようである。.!ti郭の城郭であり 、波佐谷城の出城と解釈される方もおられる。一方

で、未確認だが梯川を挟んだ対岸には、一向一撲の武将「平野某jの平野径があったという伝承もあ

り、土塁跡があったとういう 言い伝えや、f1I1Jノ内」、 r!馬釆Jの地名が残っている。山裾に居館と山

頂に山城があった可能性がある。居館と山城の時期が一致するかどうかは不明で、あり 、金沢市の堅固

B遺跡、と堅田城のように両者が時期jをずらして存在した可能性もある。「平野某jとは関係のない在

地領主のものという可能性もあり、非常に近接する江差城との関係も含めて検討が必要である。

さて、磯前神社背後の丘陵上には、谷を挟んで南に「波佐谷松岡寺跡J、北に「波佐谷城跡、」の存在

が伝えられていた。松岡寺跡は、長享2年 (1488)長享のー撲で加賀国守護京樫政親を滅ぼしたあと、

加賀を支配した加分|三ヵ寺の一つであり、本願寺八代宗主蓮如の三男蓮綱によって創建された寺院で

ある。享禄4年(1531)の享禄の錯乱(大小一挟)により焼失したことが文献にみえる。波佐谷城は

東郭と西郭から構成される山城である。最高所(標高約100m)に位置し複雑な構造である束郭が主

郭、単純な構造である西郭が副郭と考えられている。越前朝倉氏が侵攻してくる弘治元年(1555)頃

までに造られたとみられる。また、東西両郭の構造差を時期差とみる説があり、新しいとされる東郭

の築造及び修築主体については、天正8年(1580)柴田勝家軍に攻略されたときの城主である、 一向

一撲勢の武将宇津呂丹波 ・藤六の父子とする説や、向11年に小松城主となった村上頼勝が一族村上勝

佐衛門を置いたとの伝承から、その時点で改修を受けたとする説もある。村上頼勝の越後転封ととも

に廃城になったようであり、近世には西郭の西側斜面下には十村屋敷が建てられており 、郭平担.面を

畑地利用するために、その斜面の岩盤を剥り抜いて階段と水i留めを敷設している。

また、明治34年に、城の北側に位置する畑地、通称「御城町Jより、仏具や陶磁器を内蔵した査が

出土している。陶磁器は、瀬戸美濃天目茶碗 i点、青磁碗2点、青磁香炉 2点、白磁皿4点があり、

15世紀後半から16世紀初頭が主体の製品である。戦国時代の陶磁器埋納事例の中でも規模が大きいも

のであり、時期的に見て、松岡寺に関連するという見方が有力で、あるが、内容が上八里横穴や津波倉

ホットジ遺跡の地下式坑から出土した造物に類時することから、場内に多数存在する横穴 ・地下式坑

とその造成主体との関連性も考えられる。

-66-



第 4 節 確認調査の成果

1 .測量調査の概要

〔西郭) IH北約80mX東西約40m、耐積約3，200m'の大きさのUlll愉である。南北上下 2段に分か

れた干担IrLÎ を*と T*i は土塁、 北と西は切j平によ っ て防御している 。 {~部を利用した坊!切状部分のある

比較的緩い斜而の方に土塁を構築し、防御性を高めている。土星は京郭に比して高いものである。_1:.

J~~ 1買部のl隔は 1m桂しかなく 、狭いものである。31壬:JiI.r剖からなだらかに傾斜して上り 、北側_;r.:1i!rtnの

東側土星では;約 3m手前、南側~I!.担 I自 i の南11l1J土訟で、は約 2m手前で急傾斜となる構造・で、|人JiWJ に「武

者走り jと考えられる段が確認されている。土塁頂部と作成のlt高差は、東側の谷奥部分の高い筒所

で約 7m、谷rIの低い筒所で約18mをi]!lJる。南側では、 23mを測る。急斜面j側は、 τf.地との比高差約

30mをiWJり容易には登れない斜面である。その途IIIの株高65m地点 (比高差約23m)より上位に切岸

を設問している。よって、その地点に前郭が残る。切岸の前iさは、向い平jH.lliiで約 7m、低い)Ji.担而

で約4mを測る。-'YtJ1I白iは建物が建つJよさが十分にある。南東隅部を突山させ、折れをつくることで、

北の谷間からの侵入に梢矢が掛る構造である。虎門は、京商のよ塁の切れ阿部分が想定される。ただ

し、現地に所在する送電線の鉄塔工事の際に破壊したという話もあり、確認が必要である。また、そ

の鉄塔により郭南東附部の状況は把握し辛いものとなっている。南北平坦聞の比高差は、約 2mあり 、

十.22との比高差は、北側平坦面 (上)で、約3.5m、南側三ILjji而 (下)で約 3mを測る。最高所は南東

隅音1¥であ 1)、標高約74mをiJ!lJり、 三fLj出而との比高差は約 5mある。

〔東郭) 東西約60mの底辺を持ち、他の 2辺が約45mをil!リる凶，向竺角形状の形態を持つ。而積約

1，350rn'の大きさで、jム-さでは凹郭の半分以下である。平坦面は 1iT!iであり、 =二方を土塁によ って防

御している。平坦而の標高はが:J99.4m、最高所は約102mを測り、四郭との襟品ー叢は約28mである。

土星は西草[;に比して低いものであり、平坦聞との比iFJj廷は、1m前後しかないの一番高い南側Il阿部で、

約1.8mである。土芸頂部の附は平均 5m、東側隅苦1¥では、 14mもあり、根本的に構造が異なるよう

である。平:1:13.面上に柵等の構築物を造作して防御したものと考えられる。土塁頂帝1¥と翼下の平明面と

の比尚差は、 3.5m椋度で、しかなく 、i国郭のような高;さに頼った防御h"i去ではないことが考えられる。

松高所の南側側部は、南側に突出させており 、棺ず?を造作したものと考えられる。橋台は、虎nに対

する横矢掛かりとな っ ている 。 虎口は平入りであり 、 1幅約 7 m もある 11.~ いものとなっている 。 南íJ4'FI ・

ご卜.塁の中央官1¥を切って造られており 、その部分にやや広い千加而を持つ。その部分を中心として、前

後に一段低い段を持っている。虎11に至るには、北側丘陵から絞ってきた場合、事1;直下の平旭国で七-

方向へ一度折れて幅の扶くなった部分を通り、左方IbJへもう 一度折れて、さらに左へ折れて到達する

という 3段階の折れを伴う i謀総となっている。事1>1司体は、南東方面は、横堀状にl幅約 7-7.5mの箱

掘りを設置し侵入を遮断し、北側には直下の平坦而にjて塁と縦撫りにより 、横方向への動きを遮断し

ている 。 また 、 櫓台直下にも横現~が捕られており 、 その防御性を高めるとともに 、 その前の通路を狭

くしており、南東辺側斜而への回り込み等をし難くしてある。その、南東辺向体は、j菜い谷に面して

おり 、急斜面をそのまま利則した防御となっている。ただし、棺台下部に帯手'1¥状の平坦面が新干・残っ

ており 、その部分のみ切岸を施し、斜而をより急にした可能性がある。郭内部の櫓台直下には、直径

約4.5mの円形土坑が開円しているが、貯蔵穴及び水i留め等が想定されるが確証はない。

〔東・西郭以外の部分〕 東西岡郭聞は、約140m離れており、西曲輸東側に接した谷を堀切状と

して明確に分かれている。緩斜面に転換する までは、谷uで比i出差は15m程度あるが、谷奥では比高

差が!f!Ci くなるため、緩斜両側には高さ約1.8m 、 1~liWJ 8 m (裾部含む)のオー塁を約25m (裾部合む)
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に波って構築し、i敬の侵入を防いでいる。緩斜而には、段上に平坦耐を造作することで防御している

が、規模の大きな平担耳liはみられない。なお、束事1>に近い平t._El_聞の -つに円筒状の士坑の協!日が確認

されている。また、緩斜面は浅い谷を挟んで東池.に分かれ尾根が1111びている。その浅谷の奥から西Ilu

輪に3~る聞には 、 縦拘!がJ屈自IJ されており 、 主1>也下の干Ji!耐まで斜 i自 iの分 |析は維持される 。 東郭南阿fWJ

の横堀は、そのまま阿郭の伴j東側の谷底へと連続し、集務部まで抜けている。後述する松岡寺推定地

と城を分断する大堀切となっている 。 その意味では、柑!~も谷奥で、高{止ま:が~!!f:くなり尾根続きとな っ

た部分を切る円的で掘削された制切のー・離であり 、羽iの稜線を阿む発達したものではないといえる。

ここで、城内における追を若干検討しておきたい。さて、城の大千であるが、同郭北東側の行円と南

jl可側のi~nが考えられる 。 東西前郭への進入U としては、北東側谷1 Iの可能性が山くなる。理由とし

て、 l川郭虎|寸に通ずることや、緩斜面側十.t;iの北11阿部に|楕段状の斜而や緩斜耐浅谷を塞ぐ土橋状の土

手から緩斜耐最端の平姐而に通じており 、*郭に.:fる進入口と考えられることからである。そこから

現在の遊歩道脇で浅谷に落ちる手前の箇所に迫状に幅約 1~ 1.6mの l段低く掘削された部分があり、

そこがルートであった可能性がある 。 その掘削青I~は谷奥で、土塁側の丘陵から受るルートと合流し、前

述の縦掘の垢IJ哀を通って東郭に至ったものと考えられる。一方で、大堀切状の1半j阿側谷部についても、

谷底を伝って行けば、東郭に到達することができる。また、かなり無理をすれば、阿郭にjてることも

できる。また、出底の'1.問地点に10mx 12mの方形の平j-LI聞が造られていることからも、 一つのルー

トであった可能性は残る。似し、その場合緩奈|百iにのこる様々な施設が不必要となるため、やはり、

同郭へ通ずる北東側谷部が大手で、はなかったかと考える。

〔伝松岡寺跡〕 伝松附寺跡については、面積が広大でかつ竹磁や雑木林が管集していたため、予

算上の制約から最低限測量必要な部分しか下草刈りを行っていなし、。よって、試掘を行った場所は伝

本の残る地点を優先して選択したことをはじめにお断りしておく 。

城跡から大堀切状の谷を挟んで南阿1J!1Jに位世している。丘陵先端の平j且匝iは、小谷を挟んで南北に

分かれ、北側ヂJi!而の先端部に土皐状のj立構が減る。また、北側平旭町北端と南平担面西端には犬走

り城の平間聞がある。ただし、南側平坦耐のその部分は、小学校建設時にグラウンドの士砂を採取し

たそうであり 、当時の遺構であるか見極めが必要である。標高は凶草1¥と|百lじ70m前後を測る。子会奥に

広大なilL坦刷が存在しており 、室助;とされる l辺10mの縦坑が現状で確認できる。その室跡は、四方

を土手で凶み 、 北!判官I~を閉口させている 。 深さは約 4mあり 、 南側の←段下の平坦面と横穴で、繋がっ

ている。土塁状遺構は、 :1七側平盟国の1キipq側にのみ認められ、民jさ80cm程度の低いものである。土星

の内側に平坦面より 一段高くした;1':場も確認できるが、あまり防御性の高いものとはいえない。測量

調査によって、北側平担面の奥に約20mx 12mの基塩状の部分が確認された。南側の空閑地を挟み、

-段下の平坦面へ降りる部分にある土芸 (土手状) の切れた育I~分が入口とも考えられ、南而する何ら

かの建物が存在した可能性も考えられる。ただし、礎石等は確認されておらず基明状の形態も歪であ

り、浄土真宗において中心建物は、西へ1&Jし、て拝む配椛とすることが望ましいため、検討を要するも

のである。 平坦面は 、 少なくとも段によって区画が分けられていることは分かる 。 ただし、 'I~J旦耐は

後"111:において耕地化されており、現在の区画がどの段|貯のものであるのかは判断できなし、。また、西

奥部分には一段低く現在でも水の滞留する箇所がみとめられる。池状に71<をi留めた施設かもしれない

が、谷水mの可能性もあり 、王!z担面上はかなり後世において開発されたことが予恕される。さらに、

谷奥平jf!而南端付近において、長径4.5mを測る士館頭型の塚も 1基確認されているが、その性格も

うfらない。平坦面南側は緩斜而状を呈しているが、平坦面の南端を示す部分(標高71~80m) におい

て、高さ約 5mの急斜面による段差が付けられており、段上部が干if郭状の平坦面となっている。それ
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より 1宇jfl!lJは、再び.2.斜1(IIとな っており 、kf-J20m~:~{ ，'::jが 1'，が 1)任l凌m部へとす[る ，

2.試掘調査の成果

今1111の調査において、 jlJ!.jft後の政策が米?となため、 1~ltihl! iPí:は ~Jl/r 1 mで投宿し、 JI訂正m~のものとして

いる e よって、泣怖の保全を~催先したため、ぷi~lli，'IJ'の 111， ';j~ 及びjiHmのうと持1I はI!;{l!IJ f j・-わず、よ誌の立

t:) :月IJり品j査も実施しなかった

〔西郭北側平坦面試掘溝〕

( 1 )土坑

([ 8KOl 

i武捌i~lí: 2河端から検/1'，された↑:抗である。訓1f.tベ域外にも延びるため、全体形状は不明である、検

Il l ml辺で一辺約120cII1を il!lJ る I:I~)L }j Jf~状のi~11 り込みである 。 確認された泌さはが:)'1 3clI1で'i.h り、 JJc'f:. I(lÌ は

うとしない。最ドl付より焼 1:を合む炭陪'が碓，認されている。ただし、壁而下は焼けておらず、その坊

で火を焚いたものではない 造物は、十Jlfî~1-f小 JIILJ '，'が/1¥上している r S K 0 3/1¥ 1'，の小JIIl)'，'とまn似 し

ていることから例年代と号える

ぐ2' 8K02 

試掘i梓2西端から検，'1¥された J:坑である。調査lベ域外にも延びるため、全体形状はイミIVJである 検

，'1'， i~i)辺で一辺約112clI1を iWJ 1) 、深さ 15cII1程度の方 j似たの浅い掘り込みである 。 桜 1 '，を取り除くと点 I;I~

(j:ll より礎，6様の平型l なイ iが検出された。 行は、 19行 }j形状を9，し 、 _'J立が~35cm 、 i'/さ約 1 3cm を iJ!IJ るもの

で、現地で採取IIr@なiZ:EJ火山である。

③ 8 K 0 3 

;;，t掘講2中央付近から検11¥された土坑である。訓ftlベ峨外にも延びるため、全体形状は不明である

が、不整形であると是lJじされる。検出部辺でi三辺約210cmをiJ!lJるの確認された深さは約26cmと浅く、

li( liiiは平刑罰である。 にぷい抗褐色埴J-_で埋ま っ ており、JlI~i二lこは炭化物や焼 1'，が多く合まれている

1'，1['より土師器大1012f附体と小1Ull個体の破片が，'1'， 1'，している。土師器川lから16111:紀後半 0560-80

1!o)の遺構と!色1定されるの

④ 8K04 

SK03東側から検出された上抗であるが、泌さ 5-lOcmf毛皮で土'¥'1llJrI(JIでも19Hi主に確認できるも

のではなし、。確認長で約4，5mもあり 、落ち込みないし造成抗というべきものである 調査医域外に

も延びるため、全体形状は不明である。東側|消却でヒ ットが確認されている ja物は、備前窯か在地

の作見窯とも考えられる瓶子の破片や、国政と与えられる染付磁器の皿}"ーのほか、小)Jとみられる鉄

製品が，'H土している。加えて、加賀窯の破片や 1-，削i出土flVJ1ill小片もみられるなど検11¥j!j:構のI[Jでは雑

多なじIl象を受ける。17阻・紀liii'1':頃の近1ft初出のj立術と.)5.・えられ、造成時に |、， f"(の1-.坑を破壊したもの

かもしれない。

( 2 )溝

① 8001......03 

ぷぬ!i梓i南側に{立問し、，武持M梓を東丙ブ.iJi.Jに械切るi梓である。 SD01が制54cmX深さ20cmで理上

がにぶい黄褐色埴上、 SD02カ神話46cmX深さ30cmで即.十.が褐色埴士、 SD03が申l，i96cmX深さ20cm

でJln-r，が褐色埴壌土である。 3条とも浅いものであるが、 SD 0 1とo2は摂-凶iが収つ箱状を主して

おり 、脱が広い SD03とは形状が異なる。 また、 SD02とo3の南半分において、壁面からド成

Ifriにかけて小磯や人副大の傑が.'H十.している。

② 8004 

一72-
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試掘i梓 1 北側に位置する構で 、 試掘i荷を東州方向に横切る点は S00 1 ~ 03 と同じである 。 ただ

し、断面V字状になる点が典なっている。埋土はにぶい黄禍埴土で、 卜.而は撹乱を受けたようである。

よって、砕J岸のなだらかな部分については、地山粘土ブロック屈が挟ま っていることからも 、崩れた

ものと判断される。構の幅は、現況ではが}60cmだが、V字;1犬tこ復元すれば45cm程度となる。深さは約

30cmを測る。S003-04問はキヲ 8m聞き 、SK 0 3 - :t:i~IJ 間はギHOmあることから、この間には

約80m:の空間地が存在している。

( 3 )石列

試掘溝 2四.寄りに検出されたもので、石は南北に述なっているようである。幅約95cmを5cm程度

構状に掘削したなかの東寄りに設i置されている 。 検出筒所では 、 40~ 50cm台の牒を 291J に配置し、 |疎

開には10cm大の小礁を詰めているようである。

〔西郭南側平坦面試掘溝〕

( 1 )土坑

① SK05 

試掘i梓4r↑1央付近よ!)検出しており 、直径約240cmをil!lJる略桁円形状を早する1115主され、南側端部

はテラス状となる 。 j菜さ約25cmの浅い掘り込みであり 、 民団はすり í}~jçに中央部が1氏くな っ ている 。

埋ニL!まにぶい黄褐色埴土居が大部分を IJiめているようであり、土rl'に炭化物や焼ご1--粒 ・ブロックの他、

礁が合まれていた。礁は小関のものが多いが、'1-'央部に30cm大のものが出jてしている。造物は、瀬戸

大窯の灰手111稜Jlllとみられる製品が出土している。時期は、大熊 III明後半の器形に近いと思われるが、

遺構の時期判定の決定打にはならなし、。 しかし、16世紀中頃~後半-頃の遺構であることは間違いない

と思われる。

② SK06・o7 

試掘構 3東側で検出された|リ径土坑である。壁而もほぼ垂直で、あり 、円筒形を呈する。SK06は

直径52cmX泌さ20c01、SK07は前後60cmX深さ12cmを測るごく浅いものである。SK06の明l..::1二は、

褐色埴土であり 、下底面に比熱の痕瑚:が確認された。SK07はl晴樹色埴土であり 、炭化物や焼土の

ブッロクを多く含んで、いる。造物は山土していない。

③ S K 0 8 

試掘溝 3東端で検出され、確認長で、約380cmを測る大型の士坑で、ある。泌さもが:)70cmをiJ!IJ!)、他の

土坑に比して規模の大きなものである。最下回の4層や 2J習中にみられる多量の焼士塊及び比熱凝灰

むー屑を廃棄したf去、地山宇Iii:十.をj'ilJったヶl二で往んだ中央部を埋めているのが特俄である。造物は、こl二l↓1

より越前焼の指鉢の小片が出土している。試掘坑掘削l時に出土したものと同一・個体と考えられる。長IJ

日の様子から 、 NJ明後半~ Vl羽前半(15依紀後半-16tl1:紀前半)のものと推察される。中世陶器は遺

構の年代の決め手にはならないが、SK03等よりは古いj立構の-nf能性がある。次に、 当土坑に廃棄

された多按の焼土塊及び焼凝灰岩屑の性格について検討する。焼土塊には、炭を挟み込んでいるもの

が認められる。また、焼凝灰岩屑は、比熱の!支合が出iくかなり劣化しており 、布製I171力n工時の比熱レ

ベルではないことは判断できる。よって、土と石が両方悦在していることから、事11造成時に岩盤!習を

削るために焼いた可能性が考えられる。一方で、近接地 (S0 0 6、S0 0 7)において比熱聞を確

認することができることから、建物等の何かの部材が焼け落ちたものを片付けた跡の可能性もある。

しかし、平坦面上広範聞に焼けた痕跡は確認されておらず、城1'1体が焼け落ちたものではないと考え

られる。

( 2 )溝
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① 8005・o6 

試掘構 3Ijl央付近に位世し、試説J]構に平行する荷で、ある。 SD 0 5 が全長f:~) 230cm X深さ 6cm、S

D 0 2がIThl420cmX深さ20cmを測る。中高は SD06の悩j岸検出部で'84cmをiJllJる。極浅いものであり、

にぶい黄褐色埴止で明三ま っている。前線的な長さの短い溝であることから、建物の雨落ちj誌の可能性

も考えられる。遺物がl'P，止していないので、時期は判断できないため、後111:の'XI!Iの畝i荷の可能性もあ

ろう。ただし、SD06のセクション付近の 1"，夜間から、比熱痕跡が隊認されている。

② 8007 

試側溝 4北側に依置している。構としてj立構番目-を振ったが、ifltで、はないかもしれない。幅約160

cmの部分が、約10Cl1l落ち込むものである。下l氏耐が比熱しており 、--fi(S:焼結した部分も認められる。

出土はにぶい費削色埴壌上である。

④ 8008 

試掘溝 3と試掘構4が交差する地点付近に位置し、試掘it/i:にn'(行するi非である。幅55cmXi奈さ14cl1l

をiJ!lJる。極浅いものであり 、にぶい黄褐色埴土で担ま っている。

⑤ 8009 

試掘溝4中央やや西f21.り付近に位置し、試州市に直行する溝である。幅58cmX深さ13cmを測る。に

ぶい黄褐色埴土で埋まっており 、規模的にも SD08と類似している。両講間は、約8.3m離れてお

り、北側平坦聞の SD03-041喝の帽に近似する。

( 3 )集石遺構

試掘i荷::4中央付近に検出されたもので、平:i(Ii的な集tiである。長筒165cmの桁円形こ1-，坑の上に配梢

されたものである。山石もみられるが、河原石も多く使nJされている。一部15cm台ものも見られるが、

10CIl1iうのものが多く使用されており 、平均的である。その性格は不明である。

〔東郭平坦面試掘溝〕

( 1 )柱列

試掘溝 l西側で確認された 1-4号ピットである。径55cm-80cmの楕円形で、深さ 10-20cm税!支の

極浅いものであるが、ビット J民の平坦面に平i'しい班化が認められたため、柱列と判断したものである。

主~~h は N-490 -wで、柱nu寸法は平均276cmで、ある。拘!立建物跡になるIlj'能性も考えられる。

土塁上のピット群

試掘溝2の北端土塁上において多数の小ピッ トが確認された。ただし、極浅いものが多く 、柵笥;に

発展するものは確認できない。その中でも P-5のみは底が尖る形状で、約30cl1lの深さを測る。暗褐

色t@二1'，で‘担!まっている。

虎口付近のピット群

虎LI付・近において、jifij側土12.の制倍11に入れた試掘溝4・5において検出されたピッ トである。虎II

全国の緩斜面に位置し、2個が対になって検出されている。だだし、虎II付近は撹乱も多く 、深さが

20cm程度と根浅いものであるから門に関係したピ';;トかどうかは断定できなしミ。柱問寸法は、 P-6

-Pー 71101]が210cm、P-8-P-91日jが150α11、P-6-P-81IiJが615cm、P-7-P-9聞が650

cmであり 、一定していなし、。褐色埴土で埋まっている。

櫓台上のピット群

檎台上は、抜根助;などの撹乱が酷 く、 明確な柱穴を確認することはできなかった。

( 2 )溝

① 8001 

-76ー



試持M梓Iの'11リとやや('4寄りの地点に位世し、試持JJi非を京1'4)Jliljに斜行するWtである。申IM8c01X深さ

6 C01をiftlJる。制浅いものであり、褐色埴土で1!1!_まっている。

② S D 0 2 

試抗llì荷 2 の虎 1 1 十1符.内1Hリ下 ~~I~ に怜 'lî1i: し、試抗|!講に ï~r行する榔である 。 虎口 ::.1:射にはミド行している 。

i附90C01X深さ 8C01を測る。制色地J:で、.J-!Ilまっており、成者1>はιIJ*古1>がも っともj氏くなる脳鉢状を出す

る。Iて明j，'i:Fに位置しており、排水のための溝であろうかし

( 3 )石積及び階段

① 石積o1 

m台凶側に速なる南二1 --立の内 Il!IJ で検出されたものである 。 11'li\*~ 6 m、if:iさ約 1mに渡って築かれて

いる。現地で採llI(nr能なfl)磯質i説j火山を乱積みしたもので野iiriで、ある。そのため LI地は寸包しておら

ず、概ね 4段に積まれている。西側方Irljへ下部の地離が 1-.がるにつれて、2-1 段と段数を減じてい

る。東端は、栴台へとなる附段に述続している。概ね下段にはおJ40cmX25c01の:ri材・が使用され、 卜王立

には -1111り小さい約30cI1IX約15cmのli材・が使j↓jされているようである。ピンポールによる車IJ究・のみの

確認だが、架1:1をつめるような主込めは存在しないようである。W:.台l人J1W]部の上問と考えられる。

② 石積o2 

開台1ヒ側に述なる京ご|二51の1)'1側で検山されたものである。|師事j2.8m、刊さが'JO.9mに波って築かれ

ている。-:Ci材は、!日jじ向機質凝灰岩である。野田ではあるが、む干責o1に比べ比較的日地が通ってい

る。 5段に桔まれており、 2-3段目と 3-4段目の問はやや下がって階段状に絞まれている。比較

的川平な石材を選んで使削しており 、 下段にはがj50C01X 15c01の J 番大きな石材が使用され、2段 Ijに

は小書'Jりの石材を使用し、3段ト|にまた約40cI11X約25c01等の大きめの石材を使用いている。4段日は、

3 段 1-1 より - ~I I り 小 さい約30 、40c01X約 15c01の訂材を使用し 、 対上段にはがJ40cI11 X約15cI11の形の)J，:j並

した手，材を意図的に使用しており口地を揃えている。Ii:iJ様の確認だが、架:(--i喪込めは存在しないよう

である。:{-j積o1と同じく椴有|人l側部のよ留と考えられるが、積み)iや石材の選択方法が典なってい

る。|司時期に別の集トfIが構築したのか、持論の時期が斜なっている I1j能性も考えられる。

③ 階段

イi桜01と石積02の問の南面土皐側から階段:遺構が検出されている。中国は、約 1mに彼元される。最

初の恭礎uを1段に数えると 、高さ150cIII、何度25。の斜而を 8段で絞るものである。ただし、6-由主

上段までは拘度が急になり 、40。の傾斜角となる。段の先端部のみにキ111長ーい有料をi説め込むものであ

るが、|椅段1'1体の掘削は什く 、2段日と 3段ト|以外は水平な箇所がなし、。よって、上段は石自体が足

掛かりの機能を果たすものと理解される。Ti材は概ね長さ35c01X幅15cm科度のものが使用されている

が、 一定しておらず小振りなものも使用されている。奥行きは概ね30-35cl1l程度確保されているが、

_I-.がり幅は一定しない。地面-1段割問13c01、1段目 -2段日間12c01、2段 Id-3段目 問35cm、3段

村-4段日間13c01、4段目 -5段目 間21c01、5段口 一6段 日間25c01、 6段 日一7段口 IHJ22c01、7段

日-8段下1(最頂部)問 9C01を測る。特に、2段日 -3段I=Iltl]が向いためか、2段日から21cm上が

った位置に2.5段目ともいえる段が設けられている。南面石積みとの佐官{関係は、階段の石材の)jが

石積の行材より奥へ入り込んで、いるようである。

( 4 )開口円形土坑

南而七積の前面iに位置し、以前から|剖れした状態である。現況で‘阿径440cm深さ140C01をil!lJる。その

性格を把握するため 1/4のみ掘削をおこなった。約30cmの掘削で下底面に達し、中央部が律む形態

であった。土屑は腐植土と流れ込み土壌の五層であ '1、遺物は出土しなかった。倉庫的利用であれば、
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既にn.付けられた状態といえる。掘削が浅く 、水がしみ込んでいくことから 、井戸とは考え難い。大

誕等のimめる器の設置が必要である。

( 5 )集石遺構

虎IJ内面西側の南国土品開部から多量の河原石を1，1'-う集石が検出されている。2.5mX3.5mの範闘

であり 、2-3段は積まれているようである。国昨補助事業のため調査期間が足りず、笑il!1Jはできな

かった。平[は約lOCIl1台の河原石が主体を占めている。その性格は分らないが、手で投げるには丁度良

い大きさであることから、飛際として利用したものであろうか。 また、鳥越城のように虎刊の石j:I(改

修を比越 して、製石を通び込んだもの.c-あろうか。 また、これと 同類の集石がもう l箇所試掘構 Iの

I川端付近で確認されており 、持ち込まれた河原石の盆・が大量;であることが推察される。その機能論に

は、結論をだすことが現時点ではできないが、主郭|付に持ち込まれた大fiJ:の集6事例と して重要であ

り、類例等があれば御教授Ti'Iければ幸いである。

( 6 )その他の遺構

波佐谷城域内で、 地下式坑 5 基 、 中世横火13基が確認されている 。 その内 、 一部は I~目 I I している 。

未調査のため明確な時期jは不明だが、築城以前の造営と考えられる。語或いは入定結と考え られ、造

営主体を禅宗系ならびに真言系寺院に求める意見がある。波佐谷地区にも型興寺(松岡寺 とは興.なる)

の伝承があり (註 1)、今後も検討が必要である。

〔伝松岡寺跡北側平坦面〕

( 1 )溝

① S 0 0 1 

試掘溝 l のに1='央やや南寄りの地点に位置し 、 試掘構を直行する構である。 1~~93cmX深さ14c01を測る。

椋浅いものであり、褐色埴土で埋ま っている。

② S 0 0 2 

試掘溝2の東端付近に位置し、試掘講をil'r行する溝である。段状に上がる筒所の直下にあり 、幅58

cmX深さ 6cmをil!1Jる。極浅いものであり 、褐色埴土で埋ま っている。

③ S005 

試制構2のrl'央・付近に位i泣し、試掘j蒋を直行するi1l;:である。I11話57cmX深さ 7CIl1を測る。極浅いもの

であり 、11音褐色埴土で期ま っている。

④ S006 

試綿講 lの中央付近、SD05の西側に位慌し、試掘溝を直行する構である。 2本の溝が切り合っ

た状態である。新しい方がIPti52cmX深さ 8cm、先行する構が、残存長幅52c01X探さ10c01をil!リる。極浅

いものであり、 H青褐色埴ゴ:で‘埋まっている。

⑤ S007 

試拍t i.高~: 1の中央やや丙寄りの地点に位置し、試掘Wl'を両行するiflj:である。幅66cmX深さ 6cmをil!IJる。

極浅いものであり 、褐色埴土で‘埋ま っている。以上の SDOl'02・o5・o7が相互に関係した

構と判断されるならば、その内部に約4.5 m X約 8mで而積約36m~の長方形区間がみえる。

⑥ S 0 1 0 

試掘溝 1北側に佐世している。溝として泣構番号を振ったが、講ではないかもしれない。幅約120

cmの部分が、約lOcm落ち込むものである。埋よは褐色埴土であり 、岩盤屑を多く含んでいる。

⑦ S 0 1 1 

試掘構 lの西端付近に位置しており 、試掘溝 3tこ連続している。西側土塁手前の l段高い檀の直下

q
J
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第40図波佐谷城跡 澄矯実測図 2

にあり 、L字に1111がっていることが確認されている。長'1届77cmX深さ13c01を測り 、何らかの区画を表

している可能性がある。褐色埴土と|惰褐色埴土の混在士で埋ま っている。

③ S 0 1 2 

試掘構 3の中央やや北側に{立問し、試掘i梓を東i'可方向に斜行するi荷である。幅38cI11x深さ 8cm測る

桜浅いものであり 、性j色埴土で埋ま っている。

( 2 )落ち込み状遺構

① SXOl 

試掘構 2ffi端付近より検出しており 、幅約210cI11X深さ約10cmをilllJる落ち込みである。甥t土に地111

粘土ブロックを含んでおり 、整地痕跡と考え られる。

② SX02 

試11m講 3南端付近より検出しており 、11幅約540cmにj度って確認されている。深さ 6~ 12cmを測り 、

不整形なプランである。軒盤腐を多品に合んだ理士.であり 、SX 0 1同様整地痕跡と考えられる。

〔伝松岡寺跡南側平坦面}

南側平Jl!而は、地元に松|司寺の伝承が残る地点で、ある。ただし、後fU:の撹乱が広範|明に及んでおり 、

遺構の確認すら凶難な状況であった。よって、限定された範囲での調査ではあるが、寺院湖、をがすよ

うな痕跡は検出されなかった。また、文献にみられる焼失を示す痕跡も雌認されなかった。ここでは、

撹乱が酷かったことから、立ち割りをして地山土の確認を行っている。よって、地111土とした土肝よ

り下位に遺構が存在するということはない。また、断前上において、滞状に掘り込まれた痕跡が確認

されたが、SD 1 3に残存している土層などが遺構磁土であった可能性がある。
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第 5 節 出土遺物

はじめに

ここでは、城主1)に|対係すると考えられる造物のみを報f与する。縄文則と考えられる造物や須恵器片

は、撹乱出J-.で・あり、小片のみであることから割愛させてmく。以上を踏まえた上で，Lp，上部;をみると、

圧倒的にl川郭からの，''''上が多い。その'1'でも特に、:1ヒfl!ドrto而からの11¥オ.が始どである。取郭からは、

図示した 5.'.'.(のみが，'t'r.:-1てしている。

1 .遺構出土遺物

(1) SK01出土遺物 (第41図ー 1) 

ゴ.Oïn r，ii-小皿口縁百匹敵 J~I・で、ある 。 ヨコナデによりやや外傾した立ち上がりとなる 。 円径は、 5K03

山土の類似品を参考に彼元したものである。

(2) SK03出土遺物 (第41図 -2 ~4 ) 

2・3は土師器大Jlll、4は土自iIi探小皿で、ある。 2は、体部が外傾して立ち上がり、 11縁端部を卜ブj

つまみ上げている。 また、休部l人l而と比込み古ISの境に1"1線状の諜みが施されている。滞手で硬質な特

徴を持ち、将色に発色している。京都系を純倣した在地1蛮で、ある(註 2)0 3は、2に比べ!ぶ手であ

り、強いナデにより外反気味に体部が立ちあがる。Jl台二十.も異なり、発色も にぶい粒色である。ただし、

liiJ様に11縁端部のつまみ上げや見込み!日l線も見られるものである。 4は、 JJfoiゴてが 3と共通しており、

体部がやや外反気味に立ちあがる点も共通しているといえる 。 発色は 、 i~t川登色で、ある 。 I時期は、 16

|止紀段T-'の内、 1560年-15801f.頃ではないかと考え られる (註 3)。

(3) SK04 出土遺物 (第41 図-5~ 7)

5は、瓶子の底部付近の破片とみられる破片である。一見、備前紫とみられるが、 JJfiァ1'.から在地窯

である作見黙の口J能性も考え られるそうである (註 4)。 いずれにしても、 16世紀末-17世紀初頭の

所践と考えられる。 6は、同産の染付端反碗の破片-である。口縁部内而に一-条の線が捕かれている。

7は、鉄製品で、あ!)、小刀の一昔liと考えられる。錆びているが、|断面ニ等辺ご角形状の身の部分が確

認できる。

(6) SK05出土遺物(第41図-8) 

瀬戸大熊j明の製品であり、器形と ì~IJ 1) LL¥し刈台であることから、/}(手111稜血lと考えられる。底部と見

込みの輪ドチが接していた部分は蕗JJ台となっている。利lにはやや刻11かい貰入が入っている。時期は、

大窯 nJ明後三|主の器形に近いと忠われるが、筆者には断定はできない。

2.包含層出土遺物

( 1 )西郭出土遺物(第41図 -9 ~17) 

9は北側平jJJ面出土で、土師器大JJILの11縁部破片である。3と同様にヨコナデにより外反しており、

11縁端部のつまみ上げもみられる。JJ台土も共通している。ただし、内外耐に;煤の判着がみられ、灯l円

皿として使朋されていたようである。10-12は加賀紫.の誕の破片である。 3点とも北側平坦而の出土

である。12は他に比べ胎土が精良であり 、円安化発色である。他の 2点は、泣元気味の発色である。10

には外聞に自然~llJが掛っている。 13は越前黙の指鉢の破片で、 やや焼締めの甘い個体である 。 南側平

tJI.而の出了トーであり 、卸目の様子から、 W!明後半-v期前半(15世紀後半-16i世紀前半)のものと推察

されるが、小片で、あり断定はできない。14・15は北fUlJ平坦而出土で、鉄利l描鉢の破片である。産地は

特定できないが、瀬戸系の可能性が考えられる。時期も小明だが、近世まで下る可能仲がある。16は

北側平担問tI¥土で、""同製の染付椀である。内外而に一条の線が拙かれる。17は、砥石で、南側平胆

p
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出土遺物実測図

直j出土である。剖れや剥離が激しく判断し難いが、fWJi面と上面を砥面としている。

( 2 )東郭出土遺物(第41図ー18-22)

18は越前窯の饗の胴脅I~破片である 。 東開土塁の直上から出土している。 19 ~21 は中国産の磁慌であ

り、全て平坦商からのIJ¥土である。19は、 青磁碗の破片で内外面に施文されているようである。外而

は蓮弁文と考えられ、鏑の表現も施されている可能性がある。20は白磁の底部・尚台破};.で、あり 、信:
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f.JからI:':jfi 1") i師端部にかけて蕗胎である。制調はあまりnくない 21は染付碗1-'縁部舷片であり、円

縁部外rfriには:条の賎した線が描かれ、内面には離れた一条の線が拙かれている。内外面とも線より

卜'f主にも文様が峰されている。 20 ・ 2 1 は 15世紀~ 16位紀代という大雑把なl時期ではあるが、ある程度

調;のH判明を反映しているといえよう の19は紬調と鏑の表現がある IIf能性があることから、 20・21より

時期が上がる 11]'能性がある。22はかまぼこ状の土製tiltIである。 1'，O'li1'1で‘あ 1)、やや煤けた感がある。

I時間サ:は全く不明である。

第 6節小結

1.出土遺物について

今1111のjiMJ1f.において、 |χ|示はしていないが、制文時代後mJの十.持)'1'2 /，r:と偵!J.o:~i{;)t 2点が出土して

いる。 これらは、伝波佐行松岡寺推定地の調査区から 11¥ J '，しており、吋;五時J~Jの士地利用の痕跡を示

すものであろう 。よL体的な遺構は検出されていないため、その様相は不明瞭である。縄文時代の土器

片は、 WtlえばH凶寺町地内の松谷寺跡の調査でも tH1-，しており、比較的、I~地に近い低丘陵部の調査に

おいてtI¥-1-，する傾111)にある。古代須恵器については、'11111:以降の遺跡が所在する箇所で出土する傾向

にある 特に、原町に所在し「三坂越j沿いに位慨する {';'fi城跡からは、遊歩道を設tjltする際に、ま

とまったなの須忠?ij片が出土しており 、立地からみて 11j代111林寺院な とeが存イr:した可能性が考えられ

る。当遺跡についても 、その日I能性を考慮に入れる必要がある。 また、行を挟んだiffjs!IJの丘陵部には

製鉄遺跡が所在しており、その関連も視野に入れる必要があろう 。

次(.:、 rt11lt以降と考えられるよ器 ・陶磁器を集計すると、十"om路J[[8点、加賀窯 5/，(、越前窯3点、

瀬戸大烈 1l!し作比かfliiiliij窯 l点、産地不明陶器2点、輸入r'l磁 l点、輸入i1f磁 l点、輸入染付 2点、

近・1":以降llilifri般協 2，I~: となる 。 その内、 一向 ー授の城主1;がiiTj;? された|時WJ より üíjの年代を示す造物と

しては、加!1:慢の艶の破片ーが挙げられる。生産年代からみれば、 15'llt紀より前であり 、11- 14"111紀代

にMらかのj1i作を行っているI1T能性も考えられる。 しかし、発見されたのは艶片のみであり 、伝世し

守
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たものを使JHした可能性も再定はできない。ただし、鎌倉時代の泣物は、金沢市の竪ITI城で13世紀前

半のよ仰器mlや、能美市 (11:1辰口町)の鹿空j故111城では同じく加賀窯の製品が出土している。史料に

は、長谷までが軽海郷だという記述があり 、近接している当地が全くの米聞の地であったとは考えに

くし、。吉111奇御坊や山科本願寺の例をみれば、その誘致にはま当該地の荘問領主j習や地元の有力者層が関

与しているとのことである。また、波佐谷町鎮守の磯前ネ111社に白山富が合枕されていることから、白

山信仰が当地にも先行して浸透していた可能性は高い。また、地下式坑 ・横穴の存在からも何らかの

先行集団が当遺跡内で造作を行っていても問題はないと考える。

波佐谷城がー撲の城郭として機能していたと考えられるH寺知lの遺物は、越前黛の描鉢、瀬戸大紫製

品、京都系土師器皿や灯l明痕のある在地系土師器皿が出こiごしている。特に、 二|二師器皿は1560年-1580

年頃とされ、まさに織田信長勢が加賀に侵攻した時期に該当する可能性が高く、波佐芥城がその戦い

の時期に使j目されていたことが証明されたことは大きな成果といえよう 。

また、16世紀末-17tlt紀初頭と落城後の年代を示す造物として、備前窯 (作見黛?)の破片が山土

している。天正 8年(1580)に陥落した後に、小松城を居城とした村上頼勝のーー族である村上勝左衛

門が同llif.に配されたとの伝が近世史料にあり 、頼勝が越後転封となる度・長 3年(1598)まで存続し

たと考えられている。ただし、20年弱の在城としては、造物の出土量が少なすぎる。また、出土した

SK04は、士坑というより造成艇とみられ、片付け跡の可能性もあり 、在城したとみれば、鹿城と

なる時点で片付けが行われた可能性が高い。しかし、虎口など構造の両でも織豊系城郭に改修された

痕跡は認められず、数点だけの遺物では在城したとは断定することはできない。これらの造物は、全

て問郭から出土したものである点に注意しなければならなし、。東郭からは、越前議き患の胴部破片及び

磁器類細片が3点出土したのみで、 15世紀-16世紀という大雑把な時期の把握までで、特定できる遺

物は出土しなかった。伝松岡苛ニ跡からは、中世:の逃物は山土していない。

2.郭の構造について

第 3節でみた検討課題である両曲輪の構造上の違いについては、造物の十H止様相の違いから、四曲

輸は屑住性をある程度考!直したもの、東rltl!愉は純然たる軍事施設とし寸性格の違いも考慮する必要が

ある (註 5)。 確かに郭の表面積からも、 2倍以上広いiJqrlh輪には建物が建つ十分なスペースがある。

また、東郭が広さを犠牲にして三角形状という防御しなければならない而を減らす構造であることか

ら、いよいよという時に範城するための郭とみて、機能差と説明することもできる。ただし、多くの

先学が示すように、郭の連絡性が乏しく 、独立性が強いという指摘は的をえている。両副i輪開の谷部

を押さえられると簡単に分断され、孤立してしまう点は一 日断然、である。能美市虎ZE蔵山城跡など、

独立性の高い郭配置をとる城郭は他のー撲の城事1)にもみられるが、これをー撲の組織内の内部対立の

縄張りへの影響とみる解釈については、慎重を期さなければならない。組織内の合識で意思決定して

いたー授勢にと って、城郭の縄張りに内部抗争を反映させる意味を説明せねばならないだろう 。また、

一撲勢は斉一性の強い縄張りを採用しているわけではない点も挙げられ、f拠点寺院j、「郡j、「組J、

「講Jなどの組織と城の関係性を考察する必要がある (註 6)。加えて、有力門徒武土どうしの抗争も

あった点を考えれば、国人 ・土豪の城というものは存在しなかったのかどうかを検討する必要もある。

林超勝寺推定地の調査において、寺院背後の山に城郭らしき遺構が存在することも確認されている。

その点においては従来の指摘どおり 、まずlj!郭の城郭として西郭があり、信長勢との緊張状態が増し

た時期に東郭が整備されたという解釈も成り立つ。古い時期の造物 (加賀紫)が出土している京や、

両手rs間にある緩斜聞の造作が簡素であることからもいえるのかもしれなし、。同じく加賀窯の出土して

いる虎空蔵山城跡においても 、二の丸には 2時期以上の利用時期jがあり鎮例となる可能性がある。 し
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かし、最終形態を残している城郭において、郭の造成過程にみられるこれらの諜題の解明にはどのよ

うな調査方法が布効なのだろうか。今後の課題である。

次に石積 (長込めの有無を調べていないためここでは石積と呼称する。以下問)の造営主体につい

て考えてみた1，，'0落城後に織野:系の勢力が拠った記録がなく 、同様に石積の使用が認められる能美市

虎空蔵山城跡と比較を行うことで、検討するものとする。石積は大手及び大手に主る通路やこの丸に

おいてみられる。ここでは、報告・書の記述が詳しい二の丸虎Ll東側二|て皐外面のものを対象とする。こ

れは、郭外陪j を凶む・横堀 (薬研堀 ) の事1)側で 、 隣接する土民の外市に検出されたものである 。 径30 ~

uOCI11の石材を幅u.Gm、高さ 1mに積んだものである。基本的には基底部には50cI1I台の石材が使用さ

れ、 上位背1) に30~ 40cmの石材が使用されている。 概ね 4 段の段数を確認することができ 、 西方向へ基

底部のレベルが上がるにつれて段数を減じている。野[(Ii.乱積みといえ、波佐谷城跡の石積o1 と干1~

み方や形状及び規模が類似している。土塁の内面と外国という 差異が存在するが、現地で採取される

凝灰岩を使用している点や、土憎めを主目的としている点など共通項も多い。よって、これらの石積

みに|期しては、一向一撲勢が構築したものと評価するものである。現在では、山科本願寺跡の発達し

た縄張りは、焼失する天文元年(1532)段|府で成立 していたという見解が主である (註 7)。その調

査において 、 石垣が検出されている 。 残存高で高さ約50cI1Iだ.が 4 ~ 5 段積まれおり、基底部には50cm

台の石材を使用し、上位にはそれより 小ぶりな石材を使!日している。野面 ・乱積みであり、類似性が

認識できる。ただし、山科本願寺跡のものは、砂際土による裏込めが確認されている。波佐谷城や虎

空蹴山城跡では、裏込めの確認作業を行っていないため、不確定な要素を残すが、このような石垣が、

すでに山科本願寺段|軒で確認されていることはいえる。よって、波佐谷城跡や虎空i龍山城跡に石積が

採用されていても |問題はないと考える。さらに、桝形虎しl化した鳥越城とは大きく興なる点も傍証と

いえよう 。i皮佐谷城跡、の石積みに関しては、腐葉土のj'住積により地表前の観察では全く分らなかった

ものである。その発見は、偶然、によるものであり 、発掘調資の入っていない他の城郭においても今後

発見され類例が増える可能性はあると考えている。

なお、東郭集石jii構をどう解釈するかという課題も存在している。「飛際Jとみるのであれば、ほ

とんど使則されずに落城後放置されたことになる。一方で、「改修のための裏込め朋架uJとみるの

であれば、これも結局改修せずに捨て置かれたものとなる。当然、他の解釈も存在する可能性があり 、

類例を待って評価するものとしたい。

波佐谷城跡は、地下式坑 ・巾世横穴の造営から←家衆寺院である波佐谷松岡寺を経て波佐谷城へと

変遷していくという特別な歴史をもっ。小松の隠史を語る上で、その遺跡群の価値は非常に高いとい

え、今後も適切に保存 ・活用していく必裂があるといえる。

註

( 1 )宮ド幸夫2007年 r:1ヒ|準の地下式坑についてJr地ド式坑を考える 一地下式坑の金|主|集成とその検

討j第3回東国中世考古学研究会大会資料集

( 2 )滝川重徳氏教示

( 3 )向上

( 4 )宮下幸夫氏教示

( 5 )出村昌宏氏教示

( 6 )谷内尾普司2006年 「加賀日地区城館跡の概袈Jr石川県中世城館跡調査報告書田 (加賀 II) J石

川県教育委員会

ハ同dno
 



( 7 )山科本願寺 ・寺内町研究会編1998年 『戦国の守 ・j成 ・町一山科本願寺と寺内町-j法蔵館

引用参考文献

北陸中世十器研究会編1997年『中 ・近世の北陸一考古宇が語る社会史』 椎書房

(財)瀬戸市埋蔵文化財センター2001年 f瀬戸大紫とその時代』

日本貿易陶磁研究会198211'.r貿易陶磁研究 2j

浅香年木1993年 f力n賀国Jr講座 n本荘闘史 6J 古川弘文館

上出秀夫1982年 r14世紀~ 16世紀の古-総院の分額J r貿易陶総研究 2j 11本貿易陶磁研究会

山本信失1995年 r( 2 )中世前期jの貿易陶磁器Jr概説 中世の土器・陶磁器j中世ヰ器研究会編

真陽社

行川県教育委員会2007年 『石川県中情城館調査報告書田(加賀 II) j 

石川県金沢市 (金沢市埋蔵文化財センター)2004iF r市内城館調査報告哲j

石川県金沢市(金沢市埋蔵文化財・センター)2006年 f市内遺跡発掘剖査報告磐田j

辰口118-教育委員会1988年 f辰口11汀虚空政111城跡J

石川県小松市2002年 f新修小松市史J資料編4同府と蕊問
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巻 次

シリーズ名

編 著 者 名 川畑謙二 ・大橋由美子

編 集 機 関 小松市教育委員会

所 在 地 〒923・8650 石川県小松市小馬出町91番地 TEL0761-22-4111 

発 行年 月日 西暦2009年3月31日

ふりがな ふりがな コード 北線 東経 調査期間 調査面積 調査原因
所収遺跡名 所在地 市町村遺跡番号 (ば)

36。 136。 2∞5.10.4- 5倒.16 工場・建設
やためいせさ いしかわけんこまっしゃたのまち

17203 03104 20' 25' 2006. 1.17 (零細事業者)矢田野遺跡 石川県小松市矢田野町
57" 3" 

生ι1;'ぃ 36。 136。 2∞6.11. 9- 69 個人住宅

千遺いせ代跡きオオキダ
いしかわけんよまっしせんだいまち 24' 29' 2006.11.13 建設石川県小松市千代町 17203 03165 

41" 37" 

36。 136。 2∞2.12.20- 約70，∞o 確認調査

はきたにじよ'1J>と いしかわけんζまっしはきだにまち
17203 03214 

29' 28' 2∞3.3.24、
波佐谷城跡 石川県小松市波佐谷町 ∞" 20" 2∞3.10.20-

2004.3.26 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主なi立物 特記事項

竪穴建物4、据立 土師音寺 (焼け損じ品含む)、

矢田野遺跡 集落跡 飛鳥 ・奈良
柱建物9、土師器 須恵昔号、焼成粘土塊

焼成坑1、大型炉

状遺構I、土坑5

要約
飛鳥~奈良時代初頭の集落跡が確認された。良好な建物群ととも に飛鳥時代後半の土師器

:焼成坑が検出され、月i掌台地集落の性格をまた一つ裏付ける成果を得た。

集落跡 奈良~平安
据立柱建物跡1、

須車、器、 土師器

千代オオキダ遺跡
土坑3、構3

-ー・・・・・..ー・ ー................ー・・・ー・・ー・・・・・・4・ー・・・・ー・・ー............，・・...・・.......・・ー・・・・・・・ー・・ー・ .....・・.......・・ーーー・唱ドー.......・・・・・.......・............-ーー....ー・・・ー........・ー・ーー....ー・ーー，.."

集落E賞、 中世 井戸2、土坑l 土師器皿、加賀

要約
奈良~平安時代と中世:の集落湖が確認された。古代は、少なくとも3つの時期が認められ、

ほぼ同じ レベルに複合 した状態で検出されている。

散布地 縄文後期 縄文土器、剥片 ? 伝松岡寺跡出土
....ー・・ー・・・・・・・・・・・ー・・ー・・・・・ー -・ーー・ー・・ー..<・・ー・ー.......・ーーー・ ーーー・ー・ー..ーー・ー・・ー・・ー'ー・ー.....ー..・ーー...ー..............・ーー・ー・ー...・ー..'ーーーーー...............ー・.. ー・・・ーー・ー・4酔ー・・ーー唱ドー..........・・...・....

散布地 古代 須恵告書 伝松岡寺跡出土
ー・・ 4・4・・ー・・ー・ 4・.............ー・・，...・・....・...・...・・・・・・ a・・....・-ー・・・・.....・ー.......・ーー・..与唱・..与"・ー・ 4・・ ーー..........・$・ーー・・・・・ー・ーー・・・ーー...酔ーー・..・ー・・・...ーーー....-・・ーー。..ーーー・・ーー.。ー.. ・a・・・・・ー・・。・・・・・・・

波{左谷城跡 土坑8、清22、 土師器皿、中世陶器 (加賀、伝松岡寺跡につ

山城 中世 石積2、階段l、 越前、瀬戸大窯)、輸入陶 いては中世遺物

集積遺構2 磁器 (背磁・白磁・染付) の出土なく 、不明。

地形jsIJ量調査及び試掘i蒜調査を実施。一向一後の時期の遺構と遺物を確認。また、それ以

要約 前の造物と、以後の遺構と造物を確認してお り、一向一撲滅綿の性絡を検討する上での貴重

な成果が得られた。
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